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はしがき
当研究所は，その前身である大原農業研究所時代から教えると，今年で80周年を迎えることになり，これ
を揖に21世紀へ向けて，新たな発展への一歩を歩みつつある。
晴和時代の後半，全国における大学のあり方が見直しされるようになり，国立大学における研究機関の多
〈時改組された。当研究所も昭和の最後の年 (1錦8年)に，農業生物研究所から資源生物科学研究所へと改
組事れ，新しい理念を持つ研究所へと歩み始め，早6年の歳月が経過した。 1986年に農学部が再編整備され，
その翌年には大学院自然科学研究科が新たに設置され，それらの年次進行に伴う大学院の整備とともに，当
研キ所も新しい大学院組織に参画し，大学院教育の一翼を担ってきた。この間， 1教授， 3助教授， 11助手，
さHに外国人客員教授延べ9人を研究所スタッフとして迎えることができ，研究所の組織的充実化と博士課
程学生の参入，大学院修士課程学生教の増加は研究所の新たな歴史を刻みつつある。この6年間に送り出し
た呼士課程の学生教は5名，修士課程学生はお名，さらに平成6年度在学中の学生教はそれぞれ7名， 40名
にものぼり，これらの若い力は研究所に新鮮な息吹きを与えるものである。一方，平成5年度には研究棟3
号館が新築され，ここに遺伝子解析研究分野と大麦系統保存施設が移り，外国人客員教授室，講義室も設置
された。またRI実験施設に隣接して遺伝子実験施設が新設され，現在図書史料館が建設中であり，施設面
においても一層の充実化が計られつつある。
当研究所は財団法人大原奨農会と歴史的な深い繋がりがあり，その援助もあって，貴重図書の修理，ペッ
フ対一文庫の復刻版及びその解読書の出版，更に国際共同研究など独自の事業を行ってきた。今後とも研究
所の持つ特徴を生かしつつ，その機能の深化と多様化を押し進めてゆく事が要求されている。研究所が改組
以降変革しつつある折り，平成3年，大学院審議会は， r大学教育の改善について」の答申を行い，その中
の主要な3つの趣旨の 1つである「大学評価システム」の確立が提起きれ，大学院設置基準の規程改正が行
わ林， r大学の自己点検・自己評価」が省令化された。当研究所では，遡ること数年前から2年毎に所内研
究者の業績一覧表を作成してきたが，省令化を契機として，岡山大学資源生物科学研究所年報No.1として，
1~年 4 月 -1992年 3 月における 4 年間の研究活動，教育活動等，研究所における動態を公表し，自らの自
己点検・自己評価を行った。それから2年を経過した今，考を新たにして年報No.2を出版することになっ
たふ今回は前報では記載されなかった事項を考慮し，総論(研究所の管理運営，財政等)，国際交流，学術
情報，施設・設備，社会的活動等が加筆されている。
+.岡山大学は教養部の廃止とそれに伴い，環境理工学部の設置，理学部，文学部の改組，さらに農学部
を始め，関連部局の再編・改組計画が進められようとしている。また一方では，自然科学研究科の充実化・
改組計画が立案され，さらには大学院大学構想化が今後の重要な課題になるなど大きな変革の時代に入ろう
と札ている。当研究所においても，このような大学内外の撤しく変化する情勢の下でド次の時代に対応して
ゆ4ために，流動性と機能の多様化を合わせ持つ研究所への発展が要求されていると考える。
品こに出版される年報No.2は現時点における本研究所の実態を内外に公表するものであり，このことに
よ十て内部においては，本研究所における研究・教育その他の実態の認識と，自己啓発のための資料となる
ことを期待する。また外部に対しては，本研究所の実態を伝える事により，相互の理解と，今後の協力体制
の強化に繋がり，また建設的など批判を賜ることを切望するものである。
当研究所では，今後とも引き続き， 2年毎に年報と自己点検・自己評価とを合わせ持つ冊子を編集し，公
表札てゆく予定である。
tおこの年報No.2は前資源生物科学研究所長・兼久勝夫教授の下で，発刊準備が進められたものであり，
また本書の作成は，出版・広報委員会，所内自己評価委員会委員各位をはじめ，所内教官各位の多大な尽力
によって成し遂げられたものである。ここに記して深甚なる謝意を表する。
岡山大学資源生物科学研究所長青山 勲
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I 総論
1 研究所の目的， 研究教育理念
昭和63年4月8日に現在の所名に改組しその時に定めた岡山大学資源生物科学研究所規程の目的の項で
「資源生物に関する学理及びその応用の研究を目的とする」としている。改組の理念として，新しい学術上
の要求と社会的要求にこたえ，資源生物，特に資源植物について，近年のバイオサイエンスの発展を基盤と
し官遺伝，機能，環境の三つの側面から追求する 3大部門をとった占さらにその統合を目指して，個々の分
野卒しての活動と共に，研究所全体を通じてのプロジェクト研究も重要な柱として，総合的な研究の展開を
言十台ている。
主の達成が研究所の目的であり，常に先端的・独創的な着想と着実な研究の進展に努力し，その成果を基
盤昨こ教育を行うのを理念としている。以下に当研究所の規程を掲げておく。
(趣旨)
岡山大学資源生物科学研究所規程
(昭和 63 年 4 月 8 目、
岡山大学資源生物科学研究所規程第2号/
改正平4. 3. 24資生研規1号
第l条 この規程は，岡山大学学則(昭和26年岡山大学規程第32号。以下「学則」という。)第10条の規定
』仁基づき，岡山大学資源生物科学研究所(以下「研究所」という。)の組織，運営等に関し，必要な事項
を定めるものとする。
(目的)
第P条 研究所は，資漉生物に関する学理及びその応用の研究を目的とする。
(自己評価)
第E条の2 研究所は，学則第1条の2の定めるところにより，研究所に係る点検及び評価(以下「自己評
価」という。)を行うものとする。
2 前項の自己評価を行うため，岡山大学資源生物科学研究所自己評価委員会(以下「自己評価委員会」と
1、ぅ。)を置く。
3 自己評価委員会に関する規程は，別に定める。
(研究部門)
第担条研究所に，次の研究部門を置く。
選伝情報発現
生物機能解析
生物環境反応
生活環解析
2 生活環解析部門は，外国人客員研究部門とする。
(施設)
第4条 研究所に附属研究施設として大麦系統保存施設を置く。
2 大麦系統保存施設に関する規程は，別に定める。
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(職員)
第5条研究所に，次の各号に掲げる職員を置く。
教授
一助教授
一助手
四 事務職員及び技術職員
(所長)
第6条研究所に，所長を置き，研究所の専任の教授をもって充てる。
2 所長は，研究所に関する事項を掌理する。
(教授会)
第7条研究所に教援会を置く。
2 教授会に関する規程は，別に定める。
(運営委員会)
第8条 研究所に，所長の諮問に応じ，研究所運営等に関する事項を協議するため岡山大学資源生物科学研
究所運営委員会(以下「運営委員会」という。)を置く。
2 運営委員会に関する規程は，別に定める。
(研究生)
第9条 研究所において，特定の事項について研究を希望する者があるときは，研究及び設備に妨げのない
限り，選考の上，研究生として入学を許可することがある。
2 研究生に関する規程は，別に定める。
(事務)
第10条 研究所の事務は，岡山大学事務組織規程(昭和39年岡山大学規程第22号)の定めるところにより処
理する。
(雑則)
第1条 この規程に定めるもののほか，研究所に関し必要な事項は，別に定める。
附則
この規程は，昭和63年4月8日から施行する。
附則
この規程は，平成4年4月1日から施行する。
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2 沿革，研究所の将来構想
研究所の前身は大正3年 (19凶に設立された財団法人大原奨農会農業研究所である。第二次世界大戦の
後，昭和26-27年(1951-1952)に研究所を固に移管することとなり，岡山大学農学部付属大原農業研究所
として発足した。さらに，昭和28年 (1953)に大学付置研究所となり，岡山大学農業生物研究所の名称で農
学の基礎研究を行うこととなった。当初は植物病理学，生物化学，害虫学，作物生理学及び作物遺伝学の5
部門であったが，その後，徴細気象学部門(昭和35年)，水質学部門(昭和41年)，雑草学部門(昭和45年)
ならびに付属施設として大麦系統保存施設(昭和54年)が設立された。
財団法人大原農業研究所から岡山大学農業生物研究所にわたる70有余年の間，本研究所では，生物資掠の
確保と開発をはかるため，種々の角度から研究を進めてきた。このような多面的な活動を統合し，新しい学
術上の要求と増大する社会的要請にこたえるため，昭和田年(19飽)4月に農業生物研究所を改組し，資源
生物科学研究所として新しいスタートを切ることとなった。新組織は3大部門 (9研究分野)，外国人客員
部門，大麦系統保存施設，岡山大学付属図書館資源生物科学研究所分舘及び事務部より成り，資諒生物，特
に資源植物のバイオサイエγスの視点から総合的な研究の展開を目指している。
年報No.2の年度内に記載する事項として，平成5年度には新研究棟(第3号館)と遺伝子実験棟が新築
され，改組後の研究活動の展開を広げている。
戸来構想については，所内に 「将来計画委員会」を設置し，次なる発展について，ほぽ定期的に協議して
いる。所員全体からのアシケートをとり，それを集約して進めているが，未だ種々の案を検討中で，具体的
な将来構想、は今後の問題となっている。
年表
1914年 「財団法人大原奨農会農業研究所」として大原孫三郎氏により設立された。種芸部が最初でついで
農芸化学部，植物病理部，昆虫部，園芸部 (1924年廃止)の5部があった。農業経営部が1941年か
ら1950年まで設立された。研究，教育，普及と多角的事業を行った。
19~9年 「財団法人大原農業研究所」として農学の基礎研究に専念することになった。
19$1年 「岡山大学農学部付属農業研究所」となり，植物病理学，生物化学，応用昆虫学，植物生理学と作
' 物遺伝学の5部門の構成であった。
19p3年 「岡山大学付置農業生物研究所」として大学直属の付置研究所となった。
1部0年 「徴細気象学部門」が設置された。
1錯6年 「生物水質学部門」が設置された。 1971年に「水質学部門」と改称された。
19回年 「農学研究科(修士コース)Jが設置され，その後農学部と共に運営している。
1!W0年 「雑草学部門」が設置された。
19V9年 「大麦系統保存施設」が設置された。
1985年 「岡山大学自然科学研究科(博士コース)Jが設置された。
1坤8年 「岡山大学資源生物科学研究所」と改組した。
1!$~手 研究棟3号館と遺伝子実験棟が増築された。
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1 研究活動
1 研究活動の概要
遺伝情報発現部門
遺伝子解析分野
本分野では，資源植物における各種の遺伝子およ
び染色体の構造と機能を解明することを目的とする。
これらの研究を行うための各種バイオテクノロジー
の開発 ・改良に関する研究も進めている。
(1) シロイヌナズナにおける遺伝子タギング
遺伝子を直接染色体DNAからクローニングす
る方法のーっとして，外来DNAによるタギング
法がある。とれは， DNA組換えによって染色体
に外来DNAを挿入し，突然変異を生じた遺伝子
を，挿入された外来DNA配列を手掛りにして，
単離する方法である。
シロイヌナズナ(Ara仇idotsisthaliana)は，骸当
りDNA量が他の植物よりも著しく少なく(ハプ
ロイド核当り108塩基対)，反復配列も少ないので，
形質転換法により，外来DNA配列を，比較的高
い確率で遺伝子領域に挿入させることができる。
また，一世代に要する期聞が短い (1.5--2ヶ
月)ため，短期間のうちに挿入突然変異体を検出
できる。
本分野では，シロイヌナズナのエコタイプWas-
silewskiia (WS)の根切片とバイナリーベクタ-
pGA482 (T-DNA中に選択マーカーとしてカナ
マイシン耐性遺伝子および挿入周辺領域を回収す
るためのpBR複製開始点等を含む)を保有するア
グロパクテリウム(Agrobacterium tumejaciの1SC団
C1RifR)を共存培養させることにより，多数の形
質転換体を得た。それらの自殖後代を調査したと
ころ，茎頂の生長点が早期に花芽に分化する突然
変異体が検出された。この変異体の表現型はター
ミナルフラワーとして記述されている変異体に酷
似している。ターミナルフラワーは茎頂の生長点
において花芽分化を抑制している遺伝子が突然変
異して生じたものと考えられている。遺伝解析の
結果，この変異は挿入された外来のDNA(T-
DNA)と緊密に連鎖していることが分かったの
で，もとの遺伝子の単離に向けて，研究を進めて
いる。また，この変異体がターミナルフラワーで
あるか否かについては，標準系統との交雑によっ
て調査している。
(2) シロイヌナズナの染色体におけるセントロメア
領域の解析
植物の分子遺伝学的研究に広く使われているシ
ロイヌナズナは，他の植物に比べて反復配列の割
合が極めて少ない。本分野では， 180塩基を基本
単位とし高度に反復している配列をクロ-~化し，
その特性を調べた。その結果，この反復配列は，
すべての染色体のセントロメア(動原体)に局在
していることが示された。これらは非常に大きな
クラスター(50--1200kb)を形成していることか
ら，基本単位を数十コピー含むコスミドを選抜し，
その構造を解析したところ，この反復配列のクラ
スターはユニークな配列によって分断されている
ことが明かとなった。現在は，これら配列の機能
について研究を進めている。
(3) 高形質転換能トマト実験系の開発
トマト(Lycoters;con escu[enJum)は主要な野菜
であるとともに分子遺伝学における最も重要な実
験植物の一つであるが， DNA組換えによる形質
転換個体を得にくいという欠点がある。この欠点
を取り除くことにより， トマトでの遺伝子解析研
究は大きく発展することが期待される。トマトと
比べるとトマト属野生種の一つL.抑淵ianumは，
アグロパクテリウムによる形質転換が起こり易く，
形質転換した細胞から個体を再分化させることも
容易である。このようなL. teruviωωmの特性は
遺伝的なものと考えられるので，本研究ではトマ
トとL.抑抑制mのFI雑種から戻し交雑と自殖
を繰り返して得た子孫から，高形質転換能をもっ
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いくつかの個体を選抜した。選抜は主として，パ
げナリーベクタ-pGA482(上述)を含むアグロ
ドクテリウム (LBA4404株)と葉片との共存培
養後，カナマイシシ選択培地上での耐性カルスの
発生率に基づいて行った。これらの耐性カルスの
大部分は容易に個体を再分化した。再分化個体が
件来遺伝子を含むことはサザγハイプリダイゼイ
pョシおよびPCRによって示された。現在これ
;の高形質問一Lて吋的た
のいくつかの実験系統の育成を試みている。
(4) トマトモザイクウイルス (ToMV)抵抗性遺伝
-ifと連鎖するRAPDマーカーの開発
トマトではToMV抵抗性遺伝子として，Tm-l. 
rm-2およびTm-22が知られている。そのうち，
r".-2とTm-22は，L.抑制anumの異なる系統
から，それぞれトマトに導入されたものである。
開遺伝子は，第9染色体に座乗し，対立している。
toMV抵抗性に関する表現型はよく似ているが，
特定のウイルス系統に対する抵抗性発現の有無に
件って識別できる。 Tmー 2は劣性遺伝子町
(netted virescent:退緑およびわい化を生じる)
件緊密に連鎖している。これらの遺伝子の座位は，fの大…ーなり U 卜ロメア近傍
ヘテロクロマチシ領域の中にあることが知られ
ている。
これらの遺伝子の単離へのアプローチとして，
ド遺伝子周辺(すなわちセントロメリックヘテ
伊クロマチン)のDNAの特異性を調べるために，
本研究では先ず， RAPD (Random Amplified 
to1ymorphic DNA)マーカーにより，Tm-2・即
およびTm-22周辺の詳細な遺伝子地図を作製す
馬ことを試みている。現在までに，220種のラシ
医ムプライマーの中から， PCRにより，Tm-2 
障たはTmー 22をもっトマト系統ともたない系統
に特異的なバンドを生じるものを選別した。それ
bのパγ ドと第9染色体上のマーカーとの連鎖関
係を解析中である。
(5) トマトにおける野生種由来染色体領域の染色体
同イ γティ Yグによる識}.Jlj
ゲノムDNAのすべてをラベルしプロープとし
t.:in situハイプリダイゼイショ γは，染色体ペイ
Vティングと呼ばれ，ゲノム中に存在する異質な
染色体またはその断片を識別するのに非常に優れ
た方法である。我々は，この方法を用いて栽培ト
マトに導入された近縁野生種(L. terulianum)の
染色体及びその断片領域を識別することに成功し
た。上記Tm-2またはTm-22遺伝子をもっトマ
ト系統では一対の染色体の大部分の領域がL.
tennianum由来であることが示された。これらの
トマト系統は，戻し交雑に使われた親系統と遺伝
的背景が同質(アイソジェニック)と考えられて
いたが，ベイシティ γグの結果から，野生種由来
の遺伝子をかなり含むと考えられる。また， トマ
トとL. tenevianumとの雑種に由来する上記の高
形質転換能トマトでは， 4ないし 6本のL.
tenevianum由来の染色体が識別された。これらの
どの染色体に高形質転換能および再分化能に関与
する遺伝子が存在するかを知るには，さらにトマ
トへの戻し交雑を行い，後代の植物を調べる必要
がある。
(6) 細胞質特異性を有するライムギ染色体の解析
ライムギ細胞質を有する六倍性コムギには，
midgetと呼ばれる小型の染色体が存在する。こ
のmidget染色体には， ライムギの細胞質と相互
に作用し，その機能に関与する何らかの遺伝子が
座乗していると考えられている。本研究では，こ
れら遺伝子の単離 ・同定とmidget染色体の分子
構造の解明を目的としている。現在は， midget 
染色体に存在することが明かとなったテロメア配
列， ライムギの反復配列 (120-bpファミリー)
等を含むYACクローンの選披及び解析を行って
いる。また，ゲノムサプトラクショ Y法を改良し，
midget染色体特異的DNA断片のクローニングも
試みている。
図1 反復配列をプロープとしたライムギ染色体の
FISH。共焦点レーザー顕微鏡により検出。
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形質発現分野
本分野では，植物がストレス環境下で応答発現す
る形質について，生理，生化学的な側面から解析を
行うと同時に，その発現制御機構を分子生物学的あ
るいは分子遺伝学的手法を用いて解析を進めている。
さらにストレスに対する耐性機構を明らかにし，耐
性獲得に対する基礎的知見を得ることも目的として
いる。
酸性土壌は世界の農耕地の少なくとも40%以上を
占めると言われ，酸性土壌ストレスは作物の生育を
抑制する主要なストレス要因のーっとされている。
一方，アルミニウム (Al)は土壌を構成している
元素の主要なものの一つであり，中性pH領域では
他の元素と複合体を形成し土壌中に固定されている
が，酸性条件になるとイオ γとして可溶化され植物
根に吸収され根の伸長阻害をもたらす。従って酸性
土壌障害の主要な因子は土壌中で可溶化されるAl
イオンであると考えられている。本分野では酸性土
壌ストレスを中心に植物の応答反応について研究し
以下の成果を得た。
(1) 植物の細胞膜の機能からみたストレスに対する
応答反応
オオムギにAlストレスを加えると，原形質膜
の機能が低下し，逆に液胞膜の機能としてATP
及びPPi依存のH+ポジプ活性が増大することを認
めた。この現象に介在する要因としてアプサイシ
ソ酸 (ABA)が増加することを明らかにした。
即ち， Al処理によってABA含量が2倍増加し
ポンプ活性も1.5"'"2倍増加した。またABA処理
によりポンプ活性が同程度増加した。これらの結
果からABAがAlストレスによる液胞膜のH+ポγ
プ活性の増大に関わっていることが示唆された。
さらにAlによるポンプ活性の増加は，ポ γプの
抗体を用いることによりポシプタ γパク質の増加
を伴っていることが示陵された。
Al耐性を異にするコムギ(耐性種Atlas66，感
受性種Scout66)を用いた研究でストレス耐性の
違いが， Alストレスが発現するような低pHに対
する応答反応の違いに関連すること，すなわち根
のH+の透過性がScoutの方が大きいこと，その結
果，根の原形質膜の脱分極の起こり方がScoutの
方が大きいと考えられた。 H+の侵入による脱分
極を伴った膜電位を制御するため細胞はK+の放
出を行うが，その放出をAlが阻害し，かっAlに
よる阻害の程度がAtl描に比べてScoutの方が大
きいことが分かった。また， Ca2+がAl障害の軽
減に強く関わっているのでAl耐性の違いを原形
質膜のCa2+輸送能について測定した。 Alは原形
質膜のCa2+チャ γネルを強く阻害したが， Atlas 
とScoutの間でCa2+の輸送活性及ひ・Alによるその
阻害率に差は見い出せなかった。
アγモニウム塩による根圏の酸性化が起こるこ
とが知られている。そこでオオムギを用いその解
明を試みた。アンモニウム塩を与えた後の初期反
応としてのH+の放出は， NH4+によって原形質膜
の脱分極が起こり，その結果， H+-ATP出eが活
性化されているものと考えられた。一方，長時間
のNH4+処理の場合は，単離した原形質膜ベシク
ルのH七ATP描eの活性が明らかに増加していた。
抗体を用いた実験から少なくとも 8時間以上の
NH4+処理により， H+-ATPaseの合成が促進さ
れていることを明らかにした。
オオムギに窒素源としてN03ー を与えたものと，
無窒素区のコ γ トロール区との間でH+ポンプ活
性を比較した。 N03-を与えた植物は，その原形
質膜ベシクルのH+ポγプ活性はN03-を用いて測
定した場合のみ， コントロールよりも明らかに高
い活性を示した。しかし， H+-ATPaseの活性増
加は見られなかったのでN03-の投与により，根
のN03-のエフラックスに関与すると考えられる
原形質膜のN03-輸送系の活性化が起こっている
と考えられた。
(2) 細胞レベルにおけるAlストレスに対する応答
反応の解析
タバコ培養細胞を用い， Al毒性の発現につい
て検討した。培養細胞のAl障害をストレスを与
えた細胞の生存率で測定すると，その値は細胞内
へのAlの取り込み量とよく一致した。すなわち
Al処理後， 10"""'12時間目にかけて急激なAlの取
り込みがみられ， 18時間目に最大に達した。それ
によく相応して生存率の低下が起こった。 Al含
量と生存率の低下との聞に認められた相関関係は，
対数増殖期の細胞のみに認められ，定常期の細胞
ではAlの取り込みも，生存率の低下も起こらな
かった。また， Al含量と生存率の低下との聞に
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は1ヒットキネティクス (singlehit kinetics) 
の関係が当てはまり，生存率の低下(生育阻害)
守引き起こすのに必要な，細胞1ケ当たりのAl
量は1X 1011原子であった。
一方，タバコ培養細胞のAl毒性の発現には鉄
イオソが共働的に関わっていることを明らかにし
時。すなわち，鉄 (Fe%+)とAP+を単独で与えた
場合，障害は起こらないが，共存させると約10時
間のラグフェイスの後，細胞内の鉄とAl含量の
増加と平行してAl毒性が発現した。鉄とAlが共
存すると細胞の原形質分離が起こらないこと，細
胞内のK+含量が著しく低下することなどから細
脇膜に障害が起こっていることが考えられた。
Alストレスは常に酸性条件下で発現するので，
4パコ培養細胞の酸ストレスに対する応答反応を
解析した。細胞にpH4.0の酸ストレスを加えると，
細胞分裂および細胞伸長の抑制が起こり，細胞は
十さい球状となり，液胞の小胞化が観察された。
ヰのことは細胞の体積の縮小により，細胞表面積
咋減少によって水素イオYを入りにくくするとと
もに， 液胞の小胞化により液胞膜の表面積が拡大
するので，液胞膜に存在するH+輸送活性が増大
ι細胞質に取り込まれたH+を液胞に隔離する
機構が働いていると考えられた。
一方，土壌細菌の酸性土壌でのAl障害を明ら
かにする目的で，大腸菌を用いて検討した。あら
かじめ突然変異原 (EMS)を処理した細胞を用
い，濃縮法を10回繰り返すことによってAl耐性
菌の選抜を試みると，親株に対し却O倍の耐性を
持つ株を分離したが， コロニー聞でばらつきが大
寺く不安定であった。大腸菌のAl毒性の機構を
解明するため，様々なストレス応答遺伝子の変異
株と，野生株を用いて検討した。その結果，活性
酵素消去系 (SOD)が働くことによってAlの致
死効果が高まることを見つけた。また，大腸菌も
タパコ培養細胞と同様に定常期の細胞はAl耐性
を示したが，定常期の大腸菌が様々なストレスに
対して耐性を示す際に発現することが知られてい
る遺伝子katFが， Alストレスに対しても定常期
の耐性発現に関わっていることを示した。
(3) Al耐性遺伝子について
タバコ培養細胞はリン酸欠乏処理によって一過
性のAl耐性を示すが，その系を用いてAlストレ
ス酎性遺伝子の単離を試みた。対数増殖期の細胞
に直接Alストレスを加えるか， 4日間リ γ酸欠
乏処理をした細胞にAlストレスを加えた細胞か
らmRNAを調製しinvitro翻訳系による産物を比
較した。その結果，明らかに両処理を施した細胞
で特異的に発現が増加しているmRNAの存在を
認めた。そこでリン酸欠乏処理後， Alストレス
を加えた細胞のmRNAからcDNAライプラリー
を構築し，コ γトロール細胞との間でディファレ
ンシ.ヤルスクリーニソグを行い， Al処理で強〈
発現している 3個のクローンを得た。さらにこれ
らのクローソが実際に処理細胞中で発現誘導が起
こっていることを，ノーザγドットプロットハイ
プリダイゼーショ Y法で確認した(図 1)。
Alストレスあるいはリン酸欠乏処理により発
現誘導のみられた3つのクローンの内，量的に主
要なものであったクローン (pAL139)につき，
さらに解析を行った。すなわち，処理細胞から得
たRNAとのノーザンハイプリダイゼーショ γを
行った結果，完全長0.5KbのcDNAであることが
明らかになった。タバコDNAの制限酵素断片と
のサザンハイプリダイゼーショ γを行うことによ
り，この遺伝子はタバコ染色体上で多重遺伝子と
して存在し，その塩基配列から83アミノ
酸からなる9.7KDaのタンパク質をコ-PI +・+ +・-
AI ・・・+・+
pH 5.8 5.8 4.0 4.0 4.0 4.0 Length of ドしていることが明らかになった。
pAL111 
pAL139 
pAL141 
A BCD E F 
同額庫区ev--
E:ムJ孟一正予て・;
明野1‘• 4・6機
cDNA 
fragment (kb) 
1.0 
0.5 
1.1 
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図1 3種のcDNAクロー γと様々な処理
を行った細胞の全RNAに対するノー
ザソドットプロットハイプリダイゼー
ショソ。 A，CはAl処理をしていな
いコ γトロー ル， Dは直接Al処理を
したもの， Fはリ γ酸欠乏処理後に
Al処理したもの。
遺伝制御分野
本分野では生物の遺伝性に関する知見を資源生物
の遺伝的制御，すなわち育種に役立てることを目標
として，主要禾穀類を対象に各種変異形質の遺伝解
析，各種ストレス耐性の検索と解析，作物育種に培
養系を応用するための基礎研究，染色体操作の基礎
研究などを行っている。
(1) 上位葉短縮型変異体の遺伝解析
オオムギ品種ふじニ条にガソマ一線を3世代に
わたって30KRずつ合計90KR照射した後代から，
上位の数葉が短縮し，特に止葉はほとんど伸長し
ない上位葉短縮型変異体を見出した。遺伝子分析
の結果，この形質は不完全優性の主働遺伝子Su/
(short upper leaves)に支配されることが明らか
にされた。 Su/は第2染色体に座乗し，かつガγ
マ一線照射に起因する染色体切断によって生じた
とみられる相互転座点と連鎖していた。また，標
識遺伝子との連鎖分析の結果，第6染色体上のo
(orange lemma)遺伝子との密接な連鎖が認めら
れた。切断点との位置関係からみて，Su/は本来
は第6染色体上の遺伝子で，相互転座によって第
2染色体とつながったものとみられる。
(2) 凹み粒変異に関する研究
1ヒパキスタン，北インド地方で採集した在来オ
オムギ287品種の中に，成熟すると穀粒の腹溝の
中央部が著しく陥没するものが33品種あった。オ
オムギのこのような凹み粒変異についてはこれま
で報告がないので，遺伝分析を行った。その結果，
F2で凹み粒:非凹み粒が15:1の分離比を示した。
この結果は凹み粒に関して2対の優性遺伝子が関
与していることを示している。また，凹み粒の出
現には同化産物の転流が関係している可能性があ
るので，稔実率と凹み粒出現割合との関係を調べ
た。その結果，個体単位でも穂単位でも，稔実率
の高いものほど凹み粒出現割合が高いという正の
有意な相関係教が得られた。しかし，凹み程度の
顕著な粒が1粒重の重くなる傾向もあり，この形
質の発現はシンク・ソースバランスだけによるの
ではないと考えられた。
(3) オオムギ縞萎縮病(BaYMV)抵抗性に関する研
究
土壌中の寄生菌(Po/ymyxa graminisJによって
媒介されるウイルス病であるBaYMVが世界的に
蔓延し，今のところ適切な防除法がないので抵抗
性品種の育成が必須である。当研究所では，高橋
ら(1966)が中国の在来品種，木石港3から抵抗性
遺伝子(YmJ:を発見し，この遺伝子を用いて農水
省やビール会社では抵抗性品種の育種が行われて
いる。しかし，その後BaYMVの系統分化が報告
され，さらに有用な抵抗性遺伝子の発見が切望さ
れている。このような状況をふまえ，縞萎縮病抵
抗性に関与する有用遺伝子を幅広く検索するため
に，当研究所の大麦系統保存施設で保存している
世界各地の4，342品種について 3年間にわたって
縞萎縮病の常発圏場で抵抗性を調査した。その結
果，有用な抵抗性遺伝資源が見出され，特にエチ
オピア由来の品種に抵抗性のものが多かった。
(4) 各種ストレス耐性の探索と遺伝解析
栽培オオムギ約5，000品種，野生オオムギなど
を対象に，耐塩性，耐湿性，薬剤Ij(除草剤)耐性
などの検索を行い，それぞれに高度の耐性系統を
見出してその遺伝解析，生理的な機構の解析など
を行っている。また， 1988年以来，中国の黄土高
原などの半乾燥，塩類化土壌でオオムギおよびコ
ムギの大規模な現地選抜試験を行い，有望な耐性
系統を見出して，中国側のカウンターパートと共
同研究を推進している。
図1 幼菌検定におけるオオムギ耐湿性の評価
弱(左)と強(右)
(S) オオムギの匪培養に関する研究
世界各地の在来品種を269品種供試し，完熟匹
由来カルスからの不定根再分化率に関する地理的
変異を調査した。供試品種の再分化率は，日本，
朝鮮半島，中国，ネパール， トルコおよび北アフ
リカでは5%以下の低い値であったが，西南アジ
ア， ヨーロッパおよびエチオピア地域では高い値
を示した。
小穂脱落性に関する遺伝子型が判明している
202品種について，東亜型(E型:Bt btz)と西域
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型(W型 :bl B12)別に不定根再分化率の平均値を
批較すると， E型の96品種では3.3%，W型の106
品種では15.7%となり，不定根再分化率を高める
要因は小穂脱落性を支配するBt， Bt2の遺伝子型
と関係があるとみられた。小穂脱落性型別に二条・
六条性および皮・裸性の間で不定根再分化率を比
較すると有意差は認められず，エステラーゼ同位
酵素型および播性程度別に比較した場合にも， 一
?を除
L一一群ーがなカった。
かし，エステラーゼ同位酵素型がF型の品種群
1:は小穂脱落性型に関係なく不定根再分化率が高
トまた半鐘性の渦品種は全て再分化しなかった。
次に，オオムギ近縁野生種H.s仰uaneum82系
統とH.agr町村Ihon13系統，計2種目系統および
学界各地の栽培品種同種を供試して，未熟匪由
来カルスからの不定芽再分化率を調査し，近縁野
種と栽培品種における再分化率の品種変異およ
その地理的分化を比較した。
近縁野生種ではカルスが形成された94系統中85
統 (90.4%)が不定芽を再分化し，カルス当た
の再分化率は系統によって1.2%から75.7%ま
;幅広く変異した。供試系仰の不定芽時化
の平均値は21.7%，そのうち緑色不定芽は11.5
%"アルビノ不定芽は10.2%であった。 H.Sμw 
伽u聞はH.agr町村t仰 tの不定芽再分化率の平均fはそれぞれM 山%山有意差は認
られなかった。
栽培品種は供試品種中73品種 (83.7%)が不定
書を再分化し，カルス当たりの再分化率は品種に
よって3.2%から85.5%まで幅広く変異した。供
?品種全体の不定芽再耐肌分枇化率の平均値齢』はまお
のうち最色不定芽は22.0%，アルビノ不定芽は
~.4%であった。このように再分化した不定芽に
対するアルビノ不定芽の割合は，栽培品種で13.4
%"近縁野生種で47.0%となり，両者に大きな差
が認められた。
|近縁野生種系統を採取地によってネパール以東
とアフガニスタシ以西に分けて比較すると，それ
ぞれの不定芽再分化率は20.6%と22.0%であった。
栽培品種の場合は小穂脱落性型によって東E型と
西域型に分けて比較すると，それぞれ16.2%と
32.3%で，西域型が有意に高かった。このように，
栽培品種にみられる再分化能の地理的分化は近縁
アで………の祖伽
培化されてから，再分化能の地理的分化が生じ
たものと考えられる。
(6) パーティクルガンによるオオムギ形質転換系の
確立に関する研究
オオムギの形質転換には，アグロパクテリウム
を介する方法やプロトプラストへの直接導入法の
適用が困難であるため，パーティクルガンによっ
て組織細胞に遺伝子を直接導入する方法が最も可
能性の高い手法であると考えられる。本研究では，
80%以上の高い不定芽再分化率を示す品種， Len幽
ins (OUA625)の未熟匹を用いて遺伝子を導入す
る条件の検討を行った。開花後，約2週間経過し
た未熟匪をカルス誘導培地上で2....10日間培養し
た後，パーティクルガンで匪盤に遺伝子を導入し
た。プラスミドDNAは， pActl-F(Actlフ。ロモー
ター ・GUS)を用いた。 GUS遺伝子のトランジェ
ント発現を調査した結果，遺伝子導入までの前培
養期間が6日で最も多くのプルースポットが観察
された。一方，不定芽再分化率は前培養期間が6
日で最も低い値を示した。今後，パーティクルガ
γ照射の損傷を軽減する前培養期間あるいは方法
を検討しなければならない。(本研究は石川県農
業短期大学農業資源研究所 島田多喜子教授との !
共同研究により行っている。)
(7) 六倍体ライコムギのD/R染色体置換による改
良に関する研究
六倍体ライコムギにおいて問題となっている穀
粒のしわを消去するためには， しわの原因となっ
ているRゲノム染色体をパンコムギのDゲノム染
色体で置換することが有効であると考えられる。
この観点から，六倍体ライコムギとパソコムギの
交雑からRおよびDゲノム染色体に関する染色体
構成の異なる系統を育成しそれらの農業形質を
調査することにより，穀粒形質の改良のために有
効なD/R染色体置換を検索している。これまで
に六倍体ライコムギとパソコムギのF1雑種に六
倍体ライコムギを一回戻し交雑した後代のなかか
ら，染色体対合の観察により安定六倍体を多数選
抜した。現在，これらの安定六倍体の染色体構成
をC一分染法により調査している。さらに置換型
ライコムギ系統聞の交雑後代において第4，5お
よび7同祖群に属するRおよびDゲノム染色体の
伝達を調査し，ライムギ染色体4Rとコムギ染色
体4Dとの間および7Rと7Dとの問では同祖性
が不完全であるために，補償作用のある染色体置
換を得ることが困難であることが明らかにされた。
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生物問情報認識分野
本分野では， 自然界における生物個体聞の情報発
信と受信認識について解析し，それのもたらす個々
の反応について調べ，資掠生物の有効な利用を目指
している。
禾穀類とそれに寄生する害虫との聞に介在する植
物の耐虫性物質等の抵抗性情報の生成と消失，誘引
要因や栄養成分等の繁殖をもたらす情報の解析を行っ
ている。異個体の聞における攻撃に対する防御物質
や警戒フェロモYの分泌，低温情報を認識しての耐
寒性をもたらす氷核活性物質の生成の解析等も行っ
ている。
(1) 禾穀類の耐アプラムシ要因の解析， グラミ γそ
の他の耐虫性成分に関する研究
冬作物であるムギ類の最大害虫は春の成長 ・成
熟期におけるアブラムシ類である。夏作物である
トウモロコシやソルガムにもアブラムシ類は時々
大きな被害をもたらす。色々な品種や系統の間で
極端な抵抗性と感受性が見られる。
インドールアルカロイドのグラミンはオオムギ
のみに特徴的に検出され，グラミンが少量の系統
は感受性を示した。特にオオムギの急伸長期にグ
ラミ γは減少し，それに伴ってアプラムシは増殖
するようであった。アコニット酸はトウモロコシ，
ソルガムとタイヌピエに多量に検出され，抵抗性
の要因をなしていると推定された。ハイドロキサ
ム酸はコムギとトウモロコシで検出され，抵抗性
物質として作用すると推定している。植物の種類
により特殊成分の遍在があり，それぞれにおいて，
抵抗性と感受性の要因をなしている。
(2) ハネカクシ類の防御分泌物の系統的研究
ハネカクシ科の成虫は攻撃された時に防御分泌
をする種類と分泌の見られない種類がある。生成
器官と貯蔵嚢の有無，存在場所と形態において，
大きな違いが亜科レぞくルである。ハネカクシ車科
のものはアクチニジソを多少の差はあるが共通的
に生成分泌していた。特にウミベハネカクシ類と
コガシラハネカクシ類は分泌全量の95%をアクチ
ニジ γが占めていた。ムネピロハネカクシはヘキ
サナール等のアルデヒド類を，オオハネカクシ等
はラクトン類を主成分とする種類もあった。これ
らの類は尾部背面関節間膜に分泌口があった。メ
ダカハネカクシ類は尾部末端に開口しステナッシ
γやテルペγ類を含む分泌であり，水面を滑走し
ていた。ヒゲプ卜ハネカクシ類は腹部背面第2と
3の関節間膜に開口し，背面を圧縮してパラキノ
ンとトルキノンを主成分とする分掛をしていた。
以上のように亜科あるいは種によって特徴的成分
を生合成し分泌していた。
(3) アプラムシの有麹型出現と環境要因の関係
コンドウヒゲナガアプラムシでは，有性虫出現
の臨界日長が13.5時間であることを確認した。即
ち，より長日で雌のみ出現し，より短目になって
雄虫が出現して交尾産卵する。各種モルフの生理
生態的相違について，発育 ・産子・寿命および飢
餓耐性などを調査し無麹虫は定住増殖型，有麹
虫は移動分散型であることを明らかにした。
近年新たに南方地域から侵入したと推定される
フウナガマダラオオアプラムシの生息分布と生活
環を調査中である。九州地方を除く，近畿以西の
西日本各地とつくば市まで分布を広げている。本
種は，低温に対する耐性が強く，西日本では幼虫
と成虫態で越冬することを明らかにした。
オオムギに寄生するアプラムシの種類とその発
生消長を，黄色水盤トラップで調査したところ，
4月から6月の 2月間に24種の有麹アプラムシが
飛来した。しかし定着し，オオムギに被害を与え
るのは次の4種であった。即ち，ムギクビレアブ
ラムシ， (全体の60-70%)， トウモロコシアブラ
ムシ (20-30%)，ムギミドリアプラムシ (5-8
%)，ムギヒゲナガアブラムシ (2-3%)の4種
が発生することを明かにした。 5月中旬から下旬
が発生のピークであった。
ヒエノアブラムシの寄主植物について調べた。
ソルガム，サトウキピ，セイパンモロコシ及びス
スキに寄生し， ソルガムとセイパンモロコシを強
く選好した。
(4) ニカメイガの氷晶核(氷核)に関する研究
ニカメイガ幼虫は凍結しても生存できる耐凍性
昆虫である。発育中のニカメイガ幼虫では消化管
に存在する外因性氷核により，越冬休眠幼虫では
? ?? ?
?
筋肉と表皮に存在する内因性氷接により， 0 '(以
オの比較的高い温度で凍結が誘導される。無菌飼
育した幼虫の凍結温度は-20'(以下であったこと
から，従来いわれている食物片や残誼が外因性氷
核として作用していないことが明らかになった。
通常飼育したニカメイガ幼虫の消化管から氷按活
性を有する糸状菌の単離に成功した。この糸状菌
は大型分生胞子と小型分生胞子を作ったことから
ぬm切msp.と同定した。フザリウムが氷接活性
物質を生産するというのは本研究が初めてであるo
qのフザリウムが生産する氷核活性物質はタ γパ
タ質であり，活性発現に脂質，糖， SH基は関係
よーこと山かになつは在，この氷
活性タンパク質を精製l，抗体を作成中である。
十方，ニカメイガ越冬休眠幼虫の筋肉に存在する
内因性氷核活性は，ホルモンと飼育温度に影響さ
科ることが明らかになりつつある。
(5) 台湾産ニカメイガの光周反応
亜熱帯から熱帯に棲息するニカメイガの光周反
耳、を明らかにするために，台湾中部と南部より採
集した幼虫を， 25'(で日長を変えて飼育した。休
眠誘起の臨界日長は，南部の個体群ほど短かく，
休眠幼虫の出現割合も低かった。しかし，何れの
休眠幼虫とも低温を経験しなくても蛸化した。ま
ヰ，ニカメイガ休眠幼虫を低温に置くことにより
特異的に生成きれるグリセロールが，これらの休
眠幼虫では非常に少なかった。この結果，亜熱帯
れ熱帯にかけては，光周期に反応するニカメイ
ガ個体群と，反応しない個体群が混在して接息し
tいることが示唆された。さらに，光周期に反応
する個体群の休眠深度は浅いことが明かとなった。
(6) 昆虫の低温耐性
ヤサイゾウムシとフウナガマダラオオアプラム
シの幼虫と成虫の低温耐性の室内実験と野外観察
結果から，両昆虫の分布北限を推定した。ヤサイ
γウムシは岩手県南部まで，フウナガマダラオオ
ナプラムシは字都宮付近まで，分布可能と考えら
れ。両昆虫とも冬期休眠しないにもかかわらず，
分布域に差がみられた。ヤサイゾウムシは冬期比
較的暖かい日中に寄主植物を摂食し，夜間寒い時
院は生息場所内でより暖かい所に移動し，厳しい
ずを耐ること山かになっ丸一方フ
ナガマダラオオアブラムシではそのような行動
は見られなかった。
(7) オオムギ葉の表面グラミン
対アプラムシ抵抗性物質グラミンがオオムギ葉
組織のどこに存在するのか，その分布について，
以前から検討してきた。アプラムシは葉に定着し，
口針を組織に挿入して，師部に到達し，師管液を
吸汁する。抵抗性物質は一般に，葉の表面(定着・
吸汁行動の開始)，内部組織(ロ針挿入)，師管液
(吸汁，生理作用)に存在し，アブラムシの吸汁
行動の各段階で抵抗性に寄与しているといわれる。
グラミ Yは主に内部組織(葉肉細胞)に存在して
いることがわかっていたが， EDTA法による実験
から，師管液にも存在する可能性があることが示
唆された。この結果をさらに吟味する過程で，オ
オムギの葉の表面にもグラミンが存在することが
判明した。
酸性エタノールでオオムギ葉の表面に傷害を与
えずに，表面に存在しているグラミンを抽出した。
また，オオムギ葉に，希塩酸を用いてpH4に調
製したイオン交換水を噴霧l，表面から抽出され
るグラミソについて調べた。「人工酸性雨」によっ
てグラミンが溶け出し，環境に放出されることが
明らかになった。さらに，長時間には表面だけで
なく内部に存在するグラミンも何らかの機構によ
り植物体外に放出される可能性があることが示費
された。この表面グラミ γの存在と放出の生理的
意義としては，害虫や病原徴生物などに対する防
御が考えられる。また，グラミンのアレロパシ一
作用と探い関わりを持つ可能性も考えられる。
図1 アブラムシの角状管からの警報フェロモソの
分泌
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代謝調節分野
本分野では，各種物質の膜系を介しての輸送やコ
ンパートメンテイションによる代謝調節，あるいは
各種環境条件による代謝変動について研究を進めて
いる。特に，最近は，植物根によるイオン輸送に対
する各種条件(カルシウム，糖の添加，あるいは
pH変動等)の影響やモデル植物としてラン藻を用
いて鉄の吸収機構について検討し，また植物の高浪
度塩類に対する反応や耐性機構についても追究して
L、る。
(1) 高漉度NaCl処理におけるアツケシソウ根及び
オオムギ根のアデニル酸レベルの変動
塩生植物アツケシソウと中生植物オオムギの両
植物の切断根における高濃度NaCl条件下でのK
輸送はエネルギ一代謝と密接に関係しているので，
高潰度NaCl処理が植物根のアデニル酸レベルに
及ぼす影響を調べた。
エネルギー充足率は，両植物根聞にほとんど差
が無く， 500mM，24時間処理を除くと，高濃度
NaCl条件でもエネルギ一代謝は調節されていた。
アデニル酸レベルは，アツケシソウでは高濃度
NaCl条件でもよく維持されているのに対し，オ
オムギでは，各アデニル酸分子のレベルの減少と，
呼吸活性の低下が同時に起こった(下図)。
オオムギに耐塩性をもたせるには，高濃度
NaCl処理によってもアデニル酸レベルの低下を
来さないように改良することが必要であると考え
られる。
(2) オオムギ根K輸送に及ぼすマソノースの効果
糖の希薄溶液がオオムギ根の無機養分輸送に直
接的な影響を及ぼすことは既に明らかにした。そ
の中で特に顧著な促進的影響を示すマYノースに
関して，さらに詳しく調べた。
蛋白合成阻害剤とmRNA合成阻害剤を用いた
阻害実験によって， K輸送の促進にはマンノース
によって誘導されるmRNAが必要なこと， K吸
収実験中にそのmRNAからタンパク質が合成さ
れることが必要であることが判った。オオムギ根
の可溶性タンパク質画分に，マンノースによって
特異的に誘導されるいくつかのタンパク質が見出
された。これらの役割については今後の課題であ
る。
(3) ハリミズゴケ培養に及ぼすリン酸効果
京都市北区の深泥池は都市域内に現存する貴重
な高層湿原を有するが，過去数十年に池周辺の急
激な都市化に伴い，浮島の著しい退行が生じてい
る。水質の中性化がミズゴケの生育を阻害してい
るが，カルシウムの存在はその阻害を軽減する。
しかし近年の研究で極徴量の正リン酸が共存す
るとミズゴケは生長を停止し死に至ることが判っ
たので，そのメカニズムを追求している。
徴量のリン酸2水素塩を含む中性培養液でハリ
ミズゴケを培養するとリゾ酸含量が大きく増加す
るが，培養液に0.1μMリン酸を添加すると， リ
ソ酸含量の増加を強〈阻害した。 32pの取り込み
も，中性培養液ではリソ酸添加によって有意に阻
害された。
貧栄養環境に適応しているハリミズゴケは，富
栄養条件では栄養環境の僅かな揺らぎが，ホメオ
スタシスを大きく在わせてしまうのであろう。詳
細なメカニズムの解明は今後の課題である。
(4) 塩ストレスによる細胞核とDNAの変化
オオムギ幼植物の担は 1日に約2.5cm成長する。
この成長は，塩ストレス環境下では著しく阻害さ
れる。このとき，根端の細胞分裂が盛んな領域に
おいて，細胞核が塩ストレスによって変形し，つ
いで崩壊していく様子が蛍光顕徴鏡を使って観察
された。 5∞mMNaClによるストレスの場合，変
形はストレス開始後12時間，崩壊は24時間に最も
SaJicornia virginica 8ordeu. vuJgare 
lω 
50 
Control 
24b~ 地9MdM1 
日:0. NaCI 
加
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図1 高波度NaClによるアツケシ
ソウ線及びオオムギ根の呼吸
活性とアデニル酸レベル
両値物板とも叡の先端lcm
で測定した。白俸は呼吸活性，
影を付けた俸はアデニル酸レ
~，レ。
多く観察された。細胞按DNAを抽出して分析し
昨ところ，細胞核の崩壊に先立ってDNAの分解
が起こっていることが明らかになった。この分解
平然検序ではなく，細胞内の酵素によると考えら
Jttる秩序だった分解であった。すなわち， DNA
は約180塩基対の整数倍ごとに断片化されていた
が，これはアボートーシスとよばれる現象の特徴
比一致していた。これらのことから，オオムギ根
が塩ストレスを受けると，アボートーシスに似た
機構によりDNAが分解し，ついで細胞核が崩壊
~，これによって細胞の死がおこり，根の成長が
停止するものと考えられた。
(6) かび臭物質産生ラ γ藻類の鉄吸収機構
(5) 核磁気共鳴装置を使った細胞内pHおよびリン
化合物の変動の非破捜計測
生体を直接核磁気共鳴装置 (NMR)で測定す
ることにより，非破療で細胞内のリン化合物のス
恨ク卜ルを得ることが出来る。無機リソ酸 (Pi)
はpHの変化に従い解離の程度が変わるため，ス
~クトル上でのシグナルの位置が変化するので，
逆にPiのシグナル位置からpHが推定出来る。生
幸た植物細胞を測定した場合， 2つのPiのシグナ
ルが観察されるが，これはpH7---8の細胞質に
れPi由来のものと，より酸性の液胞にあるPi由
来のものである。オオムギ極端にこのNMR法を
;用して，塩スト…る加調べたところ
胞のアルカリ化が観察された。細胞質は液胞に
批ベてわずかにアルカリ化するか，あるいはあま
り変化しなかった。また，この時外液pHを同時
昨モニターすると，外液が酸性化することがわかっ
t。他の研究者によって，オオムギ根が塩ストレ
ホを受けたとき，外液からNa+が細胞内に流入す
ること，またオオムギ細胞液胞膜上にはNa+とH+
;の交換系的するこ川告されω 。こ
ことを考慮すると，塩ストレスを受けたオオム
ギ根細胞では細胞に流入したNa+が液胞に運ばれ，iの時液胞か…出るので液胞が…リ
すると考えられる。液胞から細胞質に移った
H+は外液に放出されるのであろう。 NMRのスペ
クトルからは， Pi以外のリン化合物についての情
報も得られており，塩ストレスにより細胞内のグ
ルコース6リγ酸が急速に減少することがわかっ
t。これは塩ストレスにより糖代謝系が大きく影
響されることを示していると考えられる。この研
抗は農水省農業生物資源研究所機能開発部と共同
で行なった込のである。
- 13 -
琵琶湖をはじめ多くの湖沼や水道水源池におい
て，富栄養化に伴って，二次代謝産物であるかび
臭物質 {2-methylisoborneol(MIB)及びge凶-
min}を産生するラ γ藻が発生，各地で水道水の
異臭味が問題になっている。そこでこうしたラン
藻の増殖機構を明らかにするため，Anabaena 
macrostora， A抑 midium tenza， 0幻latoria
tenuis，。幻ilatoriabrevisの4種のラン藻を用いて，
天然水中でラン藻の増殖制限因子になる必須元素
の鉄の吸収機構について検討を行っている。培地
にキレート剤EDTAが存在しない場合(鉄はコロ
イド状態で存在)， o.的富山，A. macros抑 'a，P. 
tの1lU!は鉄を吸収できず，増殖阻害を起こした。
一方o.brevisはコロイド鉄，酸化鉄やリン酸鉄の
ような難溶性鉄も鉄源として利用できることが判
明した。
さらにo.brevisの鉄吸収能について検討するこ
とを目的に， 3価鉄とのキレートの安定度定数が
異なるキレート剤EDTA， DTPA， EDDHA， 
HBED {N， N' -bis (2-hydroxybenzyl) ethy-
lenediamine-N， N' -diacetic acid}の鉄錯体を ・
用いて培養実験を行った。その結果， O. brevisは
培地に3価鉄ときわめて安定な錯体を形成するキ
レート剤DTPA，EDDHAやHBEDを過剰に加え
るとその増殖速度は低下するが，鉄を吸収して増
殖することができた。 O.brevisは微生物産生の鉄
輸送物質であるDesferrioxamineBのFe(II)錯体
を鉄源に用いた場合に，過剰のEDDHAやHBED
を共存させても，その増殖は全く阻害されず，
Fe( 11)ーDESFはキレート状態のままO. brevisの
細胞膜を通過して吸収されていることが示唆され
た。次に藻類の培養実験に汎用されているクエン
酸鉄(II)を鉄源に用いて，ラン藻の綾養実験を行っ
た。 O.brevisは鉄痕として効率よく利用できたが，
O. tenuisはクエン酸鉄を鉄源として利用できなかっ
た。こうしてO.tenuisは光により 2価に，しかも
徐々に還元される有機態鉄(町)を必要とすること
がわかった。 O.brevisは上に述べたように様々な
形態の鉄を利用でき，天然水中で溶存態鉄に比ベ
多量に存在するコロイド鉄を利用できるため，鉄
利用の機能面において幅広い環境変化に適応して
いるが， O. tenuisは上記4種のラン藻の中で最も
劣っていることが示唆された。
機能物質解析分野
生物の機能は，高分子機能物質である酵素が，網
の目のように互いに関連した生体内化学反応を，ス
ムーズに統制よく進めることによって，支えられて
いる。本研究分野では，資源生物の生体内化学反応
をつかさどっている酵素，低分子機能物質を含む生
理活性物質，及び主要な生体高分子物質の構造と機
能について，組織，細胞及び分子レベルで，生化学
的，有機化学的解析を行い，新しい機能発現のため
の必須因子の解明とその利用を目ざしている。
(1) 生理活性物質の配糖体及び燐脂質体に関する生
化学的研究
天然特に植物では，毒性物質が中和されたり，
不安定物質や揮発性物質が安定化されたり，疎水
性物質が水溶化されたりする形態(配糖体)で存
在している。このことは，配糖化が生理活性物質
の無毒化，安定化，水溶化の優れた方法であるこ
とを示唆している。また，生理活性物質特にピタ
ミシ及び按酸関連物質の多くが，燐酸誘導体とし
て，生物の物質代謝に必須な役割を演じているが，
他方，これら燐酸誘導体に対比する塘誘導体(配
糖体)は知られていなかった。そこで，本研究で
は生理活性物質を素材として用い，生物の中で果
たしている糖の機能の奥深さを活かした“糖修飾
生理活性物質"を酵素的，生物的変換法により創
製して，糖質の精妙な機能の探求を目ざしている。
さきに，鈴木ちは徴生物及び植物の酵素，発芽種
子，培養細胞などを用いて，ピタミソ，ヌクレオ
シド，フラポノイド，糖，膳アルコール，植物ホ
ルモン，農薬用抗生物質などの多種の新規配糖体
を生成，単離，結品化し，これら配糖体がアグリ
コソより優れた理化学的性状をもつことを明らか
にしてきた。 1992ー 1993年度には，イヌリ γ型オ
リゴ糖及び多糖生成能をもっAs抑凶iω属菌によ
るピリドキシンーS'-sー フルクトシド及び-5'-s-
フルクトピオシドの生成;鈴木によりはじめて見
出されたヌクレオシドー5'一配糖体及び3'一配糖体
のうち，各種ヌクレオシドの3'ー 配糖体のみの
5fxm伽 i側 .yces属菌による特異的生成;今迄に数
多くのビタミンB1誘導体が知られているが，配
糖体は文献未記意であった。今回はじめて，ピタ
ミソB1-5-s-ガラクトシドの酵素合成，単離，
図1 5'ベ}-s-D-ガラクトピラノシルーチアミ γ
の結晶
CH04-w 
叫。Jj n 
んo-i737
H4H 
J:ひ:ゃ:
R': R' =CHs(CH2114 -
国2 1.2ージパルミトイルホスフアジルー5'ー リボフ
ラピγの構造式
結晶化に成功;有機溶媒 ・水の二相系における芳
香族アルコール(ぺYジルアルコール，パニリソ，
エチルパニリソ)，モノテルベンアルコール(ゲ
ラニオール， シトロネロール)，長鎖モノテルペ
ンアルコール(ファルネソール，ゲラニルゲラニ
オール)などのα，s-配糖体の酵素合成;オタネ
人参サポニソの酵素的配糖化などを行い，多種の
新規配糖体を生成，単離，結晶化し，それらの理
化学的性質を明らかにした。また，生理活性物質
の配糖化(水溶化)とは逆に，生体細胞への親和
性が優れた燐脂質化(脂溶化)を目ざし，ビタミ
ン<:8I，B 1プロピルジスルフィド， B 2，B"パソ
トテン酸)， コウジ酸，アルプチンなどの各新規
誘導体であるホスファチジル化合物をそれぞれ酵
素合成した。
(2) 糸状菌αーグルコシダーゼのサプサイト構造に
関する研究
微生物，動植物界に広く存在する αーグルコシ
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当ーゼは，少糖だけ加水分解するもの，少績だけ
寸なく多糖をも加水分解するものが存在し，その
基質特異性は多様である。この加水分解能の差異
は，酵素の速度パラメーターやサプサイト親和力
掛比較検討することにより解析されている。そこ
寸，可溶性デンプンに対する加水分解活性が高い
糸状菌Mucorjawn化郁 αーグルコシダーゼの速度
市ラ メーターを検討し，サプサイト構造を推定し
枇。 その結果，第l番目から第6番目のサプサイ
h親和力が正の値であり，本酵素がマルトオリゴ
糖を結合できることを示した。また，第1番目の
サプサイト親和力が第3番目のものより大きく，
寸ルトースがproductiveな結合様式を効率よくと1本駒山アミーと聞に異なる
とを示した。これは，ko値が基質重合度に依
存しない結果からも強く示唆された。
(3) 糸状菌αーグルコシダーゼのクローニシグに関
する研究
M. jam抑制αーグルコシダーゼの構造と触媒
機能の関連を明らかにする目的で，本酵素のcD
NAをクローニングし，塩基配列解析を行いアミ
A酸配列を決定した。その結果，本酵素には7個
のサプサイトが存在しマルトオリゴ桔や可溶性デ
すプンを結合すること，一次構造は報告されていl:仁仁α「……一寸引一ア円ミ低いが，二次構造がα/sバレル構造を示し，
れらとの類似性が高いことを明らかにした。
(4) 細胞壁結合型αーグルコシダーゼの存在と機能
は関する研究
甜菜培養細胞の細胞壁には，通常の塩処理では
遊離しないαーグルコシダーゼが存在することを
明らかにした。また，同じ部位に本酵素で分解さ
れる非灘粉性多糖が存在していることも明らかに
ヰて，本酵素の新しい機能を示唆した。さらに，
本酵素を単離精製し，その諸性質に検討を加えた。
その結果，本酵素はαーし 4ー グルコシド結合
からなる少糖類や可溶性瀕粉に非常によく作用す
るが， αーし 6ー グルコシド結合にあまり作用
いいという新しい機能を有する酵素であった。
(5) ナメクジ中に存在する αーグルコシダーゼに関
する研究
草食性害虫でるるナメクジには強いαーグルコ
シダーゼ活性が含まれている。そのため植物成分
の代謝に本酵素が強く関わっていると考え，本酵
素の諸性質に検討を加えた。本酵素は，
Sephacryl 5-200 HR column chromatography 
により 2画分に分離された。両者の温度に対する
感受性，マルトースに対するKm値，可溶性澱粉
に対する作用に差異が認められた。現在，本酵素
の機能を明らかにするために研究を継続中である。
(6) ニンジン液体培養細胞の培養液に分泌される細
胞壁分解酵素と多糖成分に関する研究
植物培養細胞は液体培養を行うことによって，
多種の加水分解酵素や多糖成分を培地中に分泌す
ることが知られている。ニンジン細胞の液体培養
においては，培養開始後約15日固まで，培地中の
細胞教は対数的に増加するが，その後，細胞は徐々
に崩れ始める。この要因のひとつに培地中に分泌
された加水分解酵素による細胞壁分解が考えられ
るが，その分解過程は明らかでない。そこで，培
地中に分泌された加水分解酵素のひとつである F
ーガラクトシダーゼを純化し，その酵素的諸性質
を明らかにした。さらに，本酵素によるニンジン
培養細胞の細胞壁およびペクチン質画分への作用
を明確にし，培養過程での細胞壁分解関与につい
て推察した。一方，培養液に分掛される多糖成分
を分画・精製し，分子量や構成糖分析，酸および
各種分解酵素による分解様式などの結果から，こ
の多糖画分が細胞壁を構成しているペクチン質と
構造的に類似していることを明らかにした。
(円水稲に含まれるペクチン質分解酵素に関する研
究
単子葉績物の l次細胞壁は，双子葉植物と異な
り，ペクチン質含量が非常に少ないことが指摘さ
れている。そのため，単子葉植物の細胞壁ペクチ
ン賀代謝の研究例はほとんどない。そこで，水稲
の苗条を実験試料として，ペクチン質分解酵素に
ついて検討した。水稲苗条を破砕後，緩衝液可溶
画分と塩可溶画分を調製し，この両者に含まれる
各種細胞壁分解酵素を検索した。その結果，緩衝
液可溶画分に高い Pー ガラクトシダーゼ活性が検
出されたので，本酵素を純化し，その酵素的諸性
質を明らかにした。また，本酵素が水稲細胞壁か
ら抽出したペクチン質中の中性穂ポリマーである
アラピノガラクタンの分解に関与することを示し
~-』。
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生物環境反応部門
病態解析分野
作物では，新品種の導入や栽培様式の多様化に伴
い，未知の病気特にウイルス病の発生が著しく増加
しこれが大きな被害をもたらす原因となっている。
本研究分野では，作物保護の立場から，病原体の検
索・同定並びに病原学的研究，さらに病徴発現に関
与するウイルスの遺伝子解析や抵抗性遺伝子の探索
を行っている。
(1) 花井園芸植物に発生する未確認の病原ウイルス
の検索・同定並びに病原学的研究
(a) エビネから新たに検出された2種のウイルス
エビネの葉に退色斑を現わした株と葉脈条斑
を現わした株のそれぞれからひも状ウイルスを
検出して諸性質を調べ，前者を bean yellow 
mosaic virus (BYMV)，後者を turnip
mosaic virus (TuMV)と同定した。 BYMVは
粒子長750nm，アプラムシで伝搬され， SDS-
PAGEによる外被タンパク質の分子量が約35K
であった。接種した11科46種の植物のうちマメ
科を主とした8科29種の植物に感染した。一方
TuMVは粒子長750nm，アプラムシで伝搬さ
れ，同外被タンパク質の分子量が約36Kであっ
た。接種した12科52種の植物のうちアプグナ科，
キク科を主とした10科33種に感染した。細胞質
内封入体の構造と血清反応は既報のTuMVと
同様であった。両ウイルスともわが国のラン科
植物における発生としては初記録である。
(b) イキシアの花の斑入り病の病原ウイルス
葉にモザイク，花に斑入りを生じたイキシア
から粒子長約820nmのひも状ウイルスが分離さ
れた。本ウイルスはアブラムシによって非永続
的に伝搬され，また汁液接種した10科46種のう
ち3科6種に全身感染， 5科7種に局部感染し
た。本ウイルスに対する抗血清を作製し， SDS 
-寒天ゲル内二重拡散法を行ったところ，本ウ
イルスとfreesiastreak virus (FSV)とはよく反
応してバンドが融合したが， BYMVとの間で
スパーを生じた。外被タンパク質の分子量は約
34Kで， ssRNAのサイズは約9Kbであった。
SDS-PAGEによる両ウイルスの外被タンパク
質の酵素部分分解パターンが異なり，両者のア
ミノ酸配列に差異のあることが認められた。以
上から本ウイルスをイキシヤの新病害の病原で
あるFSVと同定した。
(c) パンダに発生したCyMVの同定と諸性質
葉にモザイクを現わしたラン科のパンダから
分離したひも状ウイルスの諸性質を調べ，
cymbidium mosaic virus (CyMV)と同定した。
本ウイルスは長さ約475nmのひも状で，汁液接
種した12科45種のうち ωtle邦 ，Cyn伽idium，
ゴマに全身感染し， 6科13種に局部感染した。
病汁液中でのウイルスの安定性は耐熱性が65---
70'C，耐希釈性が10→---10-6，耐保存性が 1---
2カ月であった。 Cymbidiumから検出されたC
yMV(Cy-16)の抗血清とよく反応した。 SDS-
PAGEによる外被タンパク質の分子量は約27K
で，既報のCyMVの値とほぼ同じであった。
(2) Odontoglossum ringspot virus (ORSV)の病
原学的研究
C)'1ゅidium属の洋ラン，わが国のカシランやケ
イラシから検出されたORSVで，病原性の異なる
5分離株について，外被タンパク質並びに外被タ
ンパク質遺伝子と病原性との関連性を明らかにす
る実験を行った。ウイルス外被タンパク質のペプ
シンを用いたペプタイドマッピングでは，
Cymbidiumでの病徴が特に他の4分離株と異なる
Cy-1分離株のバンドパターンが大きく異なり，
分離株間でのアミノ酸配列レベルでの相違が示唆
された。 ORSV感染葉から2本鎖RNAを抽出しP
AGEを行ったところ，外被タンパク質の
subgenomic由来の2本鎖RNAの分子量は分離株
間で差が認められなかった。しかし， ウイルスR
NAと外被タンパク質のsubgenomicRNAを用い
たRNa詑 protectionassay (RP A)により， Cy-1 
分離株は他の4分離株と塩基配列レベルでも異な
ることが明らかになった。 C)'1ゅidiumにおける病
徴を異にするORSV分離株はペプタイドマッピン
グ及びRPAにより判別できた。
(3) エビネから検出された c10ver yellow vein 
virus (CYVV-C)の病原性並びに3'末端側の塩基
配列
(a) エビネから検出されたCYVV-Cとインゲシ
マメからのCYVV-30(Ueda et 01.1991)との病
原性の比較
両分離株ウイルスは数種の植物に対する感染
性に明瞭な違いが見られた。その主な植物での
反応を次に示す。
インゲγマメ: (山城黒三度)両分離株とも全
身感染した。しかし， CYVV-Cは感染しに
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くく，感染しても病徴の発現が接種後20日程
かかり，病徴も軽かったが， CYVV-30は接
種後約1週間で新葉に病徴を発生し.モザイ
クや萎縮，激しいえそを生じて枯死した。
(トップクロップ)両分離株とも全身感染した
が， CYVV-Cはモザイクと萎縮，一方CYV
V-30は激しい萎縮とえそを生じて枯死した。
Carlavirus， Nepovirus等に属する14種のウイル
スの精製を行った結果，それぞれのウイルスは密
度勾配遠心において非常にシャープなバンドを形
成した。本精製方法は有機溶媒を使用しない，ウ
イルスの収量が高い，密度勾配遠心分離に要する
時聞が短いなどの利点がある。また，ショ糖ー酒
石酸を用いた密度勾配遠心分離法においても好結
果が得られた。ホワイトクローパ:CYVV-Cは接種葉に無病
徴感染し，全身感染しなかったが， CYVV-
30は全身感染し，モザイクとえそを生じた。
(5) XI側加monas属細菌の形質転換系の研究
ササゲ(赤種三尺) : CYVV-Cは感染しなかっ
たが， CYVV-30は全身感染し，退色斑とえ
そを生じた。
ωCYVV-CのRNA3'末端側の塩基配列
CYVV-CのRNA3'末端領域の配列1399塩基
を決定し既報の他のCYVV分離株のそれと比
較した。さらにPotyvirusに属するいくつかの
ウイルスについても相向性を比較した。 ORF
を探索したところ， UAAを終始コド γとする
非常に長いフレームが検出された。この配列と
外被タ γパク質のN末端のアミノ酸配列から，
外被タンパク質遺伝子は915塩基で，分子量が
34.9Kのタンパク質をコードしている。また3'
非翻訳領域は78塩基であった。このようにして
得られたCYVV-Cの3'末端側の塩基配列をCY
VVの他の系統と比較したところ，相向性が高
いにも拘らず， CYVVーCとCYVVの他の系統
との聞で外被タ γパク質遺伝子と3'非翻訳領域
の長さに大きな違いが見られた。このことから，
CYVVーCがCYVVの他の系統からどのような
変異によって生じたかを論議した。さらに， C
YVV-Cの外被タ γパク質のアミノ酸配列を他
のPotyvirus群ウイルスのそれと比較したとこ
ろ，それらの相同性はBYMV-CSで74%，BY 
MV-GDDで76%，PRSVで65%，PVYで70%，
TuMVで69%，PPVで62%であった。
(4) 植物ウイルスの精製法の確立
植物ウイルスの精製法に検討を加えた。感染葉
の組汁液を低速遠心分離した上精にTritonX-
lOO(1-2%)， NaCl(O.lM)， PEG(4-8%)を加
本た常法により清澄化と濃縮を行った。粗ウイル
.1.液を30%ショ糖溶液に重層しクッショ Y遺心分
離を行った。沈般を少量の緩衝液にけんだくし
ショ糖と塩化セシウムの混合液で作製した直線密
度勾配に重層し，スイングローターを用いて
お，∞Orpm，2-4時間遠心分離した。本方法に
本りTobamovirus， Potyvirus， Potexvirus， 
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Xantlwmonas camtestris pathovar a-yzaeとX.
c. pv. camtes.的fsの相同形質転換における転換頻
度は，いずれも10-2(-103 /ng DNA)のオーダー
に達する。しかし他のpathovar(X. c. pv. citri 
など)のDNAを用いた非相同形質転換では，高濃
度DNA(>l00μg/ml)をいれても，いずれもこ
れより数オーダ一転換頻度は落ちる。一方， ドナー
DNAに代えて，細菌細胞を入れても，相同形質
転換で10→以上の転換頻度を得た。この現象の機
構は不明だが，最小寒天矯地上でドナー菌が溶菌
し，放出されたDNAを隣接する受容薗が取り込
む，と推定している。非相同形質転換系では，用
いた野性株ドナー菌を逆選択するために， Sm，
Rf， Nbなどの抗生物質を入れたが，これらはド
ナー菌の溶菌を助長し，転換頻度は10-'-10→ま
でに改善された。受容菌にX.c. pv.ωmtestn's 
を用いたときは，供試した全てのpathovarとの
聞で非相同形質転換が a aq c d e 
成功した。しかし， 同 盟
X. c. pv. oryzaeを受 1 I 凶
容菌としたときは，こ ~， " ，-
れまでX.c. pv.αωIr 
bitaeとの聞で唯一の成
功例を見たにとどまる。 ー
何故相互形質転換が起
らないのか，植物上で
もこのような現象が見 図1
られるかどうかは興味
深く，次の課題に予定
している。
5種の纏物ウイルスの
感染に特異的な2本鎖
RNA a:CMV-Y， 
b:ArMV， c:CarMV， 
d:ORSV， e:CyMV 
園調将-守-
lII!jjぷ守-ヴSI二院-.'吋で.. ~ 
- 円:えて州、L点完了.
L111。 ー へーもぞ市iも品川11
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ι"ー. ニム 子ー!I・"ヨ聞
l!Il!'!哩里!:5l重
図2 ORSV感染ツルナ葉切片の電子顕徴鏡像
V:ウイルス粒子の集塊
生態化学解析分野
地球規模の環境問題は生物圏を破壊しすべての ー
生命体の存亡に関わる多くの課題を提起している。
中でも水環境に関わる問題は生物の存在基盤を直接
的に脅かすものであり，水環境と生物の関わり方を
知ることは重要な課題である。本研究分野では，水
環境を中心に，その化学的環境情報の変動解析を行
い，それが生物の生存に及ぼす影響を明らかにし，
もって資源生物科学の進展に寄与することを目的と
する。そのために，環境における化学物質の運命の
解析と，特定の動植物・徴生物をモデルシステムと
して，遺伝毒性，細胞毒性，生態毒性，生物濃縮等
の観点から化学物質の生物に及ぼす影響評価，さら
に生物環境の保全と制御に関する研究を行っている。
(1) 徴生物を用いた有害化学物質の毒性評価
重金属や農薬，その他の有害化学物質による環
境汚染は，地球的規模にまで拡大しつつあり，生
物園自体の存亡に係わる問題となる危険性をはら
んでいる。本研究はバクテリア，酵母，淡水藻類，
及びミジンコをモデル生物として，種々の徴量有
害化学物質の毒性評価を行うものである。遺伝毒
性の評価には，サルモネラ菌(Salmaralla 
ty.帥imuriumTA 1535 / pSK 1002)を用いた
umu testと酵母のDNA修復機能欠損株を用いて
化学物質のDNA損傷性について検討している。
当研究室においてDNAの修復機能を欠損した酵
母の突然変異体を戻し交配することによって，二
重欠損株を作出した。細胞毒性の評価には主とし
て，酵母及び植物プランクトンの増殖特性，生存
率等を解析することにより有害化学物質の毒性作
用の評価を行っている。また実際の環境では，複
数の化学物質が同時に生物に作用するので，化学
物質の組み合わせによって起こる複合作用の様式
を検討することは本研究における重要な課題であ
る。
酵母を用いたDNA損傷性に関して，変異原生
物質として知られている 4NQOやAF2は，酵母
の有する 3種のDNA修復機能の中でも除去修復
機能欠損株が最も強い損傷性を示し，次いで突然
変異性修復，組換え修復機能欠損株が続いた。ま
たumutestにより， 4NQOと変異原性を示さな
かった重金属Cdを組み合わせたところ， CdはD
NA損傷性に関して括抗的に作用する事がわかっ
T ・
れ』。
微生物を用いた化学物質の細胞毒性を調べる実
験は多くの場合パッチ試験が行われている。長期
にわたって毒性試験を行う場合，パッチ式培養は
培地に代謝産物が蓄積したり，培地条件が変化し
たりする可能性がある。そこで淡水藻類
(ChJorela elゆoidea)を用いて，連続培養法に
よる重金属 (CdとCr)の相互作用による細胞毒
性と漉縮について検討した。培地中にCrが混在
するときのCdのChlorellaの増殖に及ぼす影響は
相乗的に作用した部，細胞内への濃縮に及ぼす影
響は小きかった。一方， Cdの混在はCrの生物濃
縮を一層高め，その結果としての増殖阻害も促進
された。
(2) 河川の流下過程における難分解・保存性物質の
運命に関する研究
生活様式の変化と共に種々の化学物質が日常生
活の中に入り込み消費される過程で，それらの一
部が環境に放出され水路を経て河川環境，さらに
は海域へと流出する。この過程において，化学物
質は，水，浮遊物質，堆積物の聞を吸・脱着を繰
り返しながら，一部は堆積物に長期的に貯蔵され，
一部は下流に流れ出る。これらの化学物質の流下
過程において水圏生態系を汚染し，生物に対して
非可逆的な毒性作用を引き起こす可能性がある。
本研究では，環境における有害化学物質の適正な
管理制御を行うことを目的として，重金属，農薬，
界面活性剤等の難分解性・保存性物質の水圏環境
における運命および生態毒性について研究してい
る。調査地域として岡山県南部に位置する児島湖
及びその流域河川を対象とし，環境試料(表流水，
懸濁物質，底質)に含まれる有害物質を潰縮・抽
出して，毒性評価および化学分析を行なうことに
より，有害化学物質の同定と生態毒性の評価を行
う事を目指している。本調査域から採取した環境
試料について，生態毒性のスクリーニングを行なっ
たところ，調査地点によっては水圏生態系の一次
生産者(藻類)，一次消費者(ミジンコ)および
陸生生態系の一次生産者(高等植物)に対する毒
性が検出された。化学物質の毒性は河川の流下過
程とともに変化するという様相が認められた。
(3) 有害化学物質の生態毒性評価試験法の開発
新規化学物質が新たに製造され，市場に流通す
る前に，法律によって当該物質の物性，分解性お
よび種々の毒性に関するデータの提出が義務づけ
られている。毒性項目の中には生態毒性の項が明
示されており，近年その重要性が認識されるよう
になった。有害化学物質の生態毒性を評価するた
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めに，生態系の機能において重要な地位を占める
単一の生物種を用いた試験法がいくつか提案され
可いる。当分野ではすでに植物プラ γクトソ，動
物プランクトソ，魚類，糸状菌，高等植物種子等
割用いた単一生物種による生態毒性の評価方法を
;立川りこ以用Lた環瀬の生態毒性
価を始めとする応用的研究を行なっている。し
がし，単一種を用いた毒性試験から得られる結果
は必ずしも生態系に及ぼす毒性作用を反映するも
のではない。そこで，本研究ではこれらの生物種
を複数供試することにより，少しでも実際の生態
系に近い，簡便で再現性あるモデル生態系(マイ
タロコズム)を構築し，より現実的な生態毒性評
価を行なうことを目的としている。現在，餌料生
?と山植物ブランクト Yと補食生物であるミ
ンコから成る水圏環境における食物連鎖を考慮、
札たシステムでの毒性評価を行っている。
(4) 酸性雨の化学的，統計的特性と酸性雨の生態系
に及ぼす影響およびその評価・制御に関する研究
近年，・北欧，北米を中心に世界各国において酸
性雨被害が著しくなっている。わが国でも平均値
すpH4-5の降水が観測されており，長期的に
ヰ生態系への影響が懸念されている。本研究では
研究所内で採取された雨水の水質分析を行い，そ
の化学的，統計的諸特性を明らかにしつつある。
十方，酸性雨による陸域生態系に及ぼす影響評価
咋関する研究に着手した。慣性雨による土壌の酸
性化で土壊中の栄養塩や金属類の溶出，流亡が起
午り，これが生態系に影響を及ぼす原因となる。
特に金属類の中で土壌中に最も存在量の多いアル
ヰニウム (Al)が可溶化して，植物体の成長阻
害を引き起こす。そこでAlと毒性の強い重金属
カドミウム(Cd)のオオムギ種子の発根，発芽
咋及ぼす影響について検討した。Alは水中のpH
~'4.5以上になるとAl(OH)ョの沈殿を生じ， AIH 
の存在比が減少するため，高濃度実験区であって
同芽率，発根率は高くなった。剖の毒性発現
はpHに強〈依存することがわかった。一方Cdの
毒性はpH3-5の範囲内では， pHの影響はほと
ルど見られず，漫度に依存した。
(5) 資源植物の金属毒性に及ぼす人工コ γプレキサ
Vおよび塩分共存の影響
多種の金属暴露下における資源値物の金属吸収
能に及ぼす塩分および人工コソプレキサソの影響
並びに植物体中の金属組成の変化への影響に関す
る研究を行なった。塩分の成育限界濃度における
植物体中の元素の濃度変化および金属組成の変化
が判明しつつある。また界面活性剤はじめ人工コ
γプレキサYのある捜度範囲までは毒性緩和効果
により植物体の成育を助長するが，高濃度では成
育阻害が認められた。またこれらコソプレキサソ
の共存により植物体の部位による金属集積性に変
化が生じることが示唆された。
(6) 大気降下物質中の徴量金属および徴量元素の漫
度変動と水生生物への金属集積性に関する研究
大気中の徴小浮遊粒子状物質 (<0.2μm)に
含まれる指標徴量金属および雨水中のF，Cl， 
SO.等を分析している。パナジウム，ニッケル等
の化石燃料に由来すると推察されるいわゆる人為
起源の金属は浮遊粒子状物質の粒径の徴小部分に
検出され，黄土等の自然起源と推察されるシリカ，
ストロソチウム等は粗大部分に高温度に分布して
いることが判明した。これらの金属含有水の広範
囲の濃度区において，水生生物による集積実験並
びに洗剤等に含まれる界面活性剤などの人工コ γ
プレキサYによる金属集積特異性や催奇形成性へ
の影響に関する研究も進めている。ある温度範囲
で存在する場合は，金属毒性の緩和現象が認めら
れ，限界濃度以上では障害が発生することが確認
されつつある。
(7) 人工コソプレキサソによる水質汚濁とその修復
に関する研究
肥料や洗剤等に含まれる界面活性剤はじめ人工
コシプレキサYであるEOTA， NT A， OTPA等
の河川1，湖沼，海水域での汚濁が年々増大の傾向
にある。その汚濁機構を明確にし，天然素材や特
殊素材を用いた浄化方法および資化性菌による制
御に関する研究を進めている。特に下水道整備の
遅れている流域での河川では，排水の影響が直接
的で，工場排水の流入する河川では洗剤に含まれ
る界面活性剤の濃度は稼働時に高温度となり，休
息時には低下する顕著な傾向が現われる。これが
農業用水となっている現状では植物体の発根障害
などの影響も憂慮される。また界面活性剤の水生
生物体中の部位による集積選択性についても研究
を進行中で興味ある結果を得つつある。なお，汚
濁除去法についても研究中である。
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環境適応解析分野
本研究分野では，生物を取り巻〈環境情報の解析
及びそれらの環境に対する資源植物の反応，適応現
象の解明を進めている。
(1) 雨と植物反応に関する研究
a)植物の雨濡れ反応、
植物が雨を受けることによって起こる種々の
生理的，生態的現象，例えば雨濡れの成長，物
質生産，蒸散作用に対する影響および発根・伸
長阻害，雨後の萎凋，異常葉の発生などの障害
について解析を行なっている。またこれらの雨
濡れ現象の浸水，冠水の影響との差異および降
雨期間，降雨強度の影響について検討している。
b)葉の雨濡れ機構
種々の植物葉を使って水滴付着量，葉面ワッ
クス量，水滴接触角度を比較検討した。
水滴付着量は植物種により著しく異なり， ト
マト，キュウリなどでは多く，キャベツ，ネギ
などでは少なかった。また活動葉では，水滴付
着量が少なく，下部の成熟葉では多い傾向がみ
られた。葉面ワックス量はキャベツ，オオムギ
で多く，ナス，キュウリなどでは少なかった。
葉面の水滴接触角度はキャベツ，オオムギなど
では大きく，インゲンマメ，サツマイモなどで
は小さい値を示した。また葉齢が進むほど，ま
た葉の中央部より先端部が低い角度を示した。
さらに長時間降雨を受けた葉は葉面ワックス量，
水滴接触角度が減少する傾向がみられた。
一般に葉面ワックスの多い葉では水滴接触角
度は大きく，雨水付着量は少ない傾向がみられ
た。
c)降雨による植物体内成分の変化
植物体地上部が雨を受けることにより，糖，
デンプン，窒素含量が著しく減少することが明
u 
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らかになった。特に3日以上の降雨により，ま
た地上部の糖類の減少が著しくなった。
降雨よる種々の生理的現象及び障害などは，
雨による葉面状態の変化，体内成分の変化及び
それらのアンバランスが影響を与えていると考
えられ，降雨耐性の解明の指標のーっとして意
味を持つものと考えられた。
(2) 酸性雨の測定とその植物への影響
a)降雨強度とpH，EC及び含有成分
倉敷において， 3年間の雨水pHの平均値は
降雨経過に伴って変化せず， 4.2"'4.4の値であっ
た。降雨1mm降るのに要する時間とpH，ECと
の関係を解析した結果，降雨強度が弱いほど，
pHが低くなり， ECは高くなる傾向がみられた。
N-NOx， N-NH.， S04， Clなどの各イオンの含有
量と降雨強度にも負の相関が認められ，弱〈降
る雨ほど酸性化汚染が進んでいることを示唆し
ていた。
b)岡山，香川及び鳥取の酸性雨の比較観測
1988年以来倉敷市と香川県木田郡で， 1991年
以降鳥取市で降水のpH，ECを観測し，その差
異を解析した。降り始めから5mmのpHは岡山，
鳥取では4.3"'4.6，の間にあり，香川の4.9'"
5.1よりもpH値が低かった。
c)植物の花弁，葉に対する酸性雨の影響
自然雨，人工酸性雨による花弁の脱変色，葉
の酸性雨濡れ後の水滴接触角度の変化について
明らかにした。
(3) 葉の光合成 ・蒸散への浸水処理の影響
。
数日の地下部浸水処理によりオオムギ葉の窒素
含量およびクロロフィル含量が低下し，葉の光合
成速度および蒸散速度も低下した。その程度は処
理水温が高いほど迅速であった。ダイス葉でも同
様の傾向が認められたが，処理による各速度の低
下程度はオオムギより緩やかであった。
倉敷
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第1図 瀬戸内地方における雨水の酸性化
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(4) 植物群落のエネルギー収支及ひ・ガス交換の研究
植物群落の熱収支，炭酸ガス交換を定量的に評
価するために，群落生物環境反応測定装置を用い，
圏内および中国の乾燥地域のオアシスにおける水
稲，オオムギなどの植物群落内外で炭酸ガス，顕
勲，潜熱，運動量などの輸送量を渦相関法によっi測定し…らの測定はって群間や
毎にも炭酸ガス，水蒸気，熱などの吸い込み量
や放出量の経時変化を評価することができ，地表
面での輸送量の測定も可能になった。群落構造，
臼射量の群落内部への透過，土壌水分などの種々
の要因による，大気と群落の交換過程に対する影
響についても幾つかの新知見が得られた。
(5) I植物群落における乱流特性の研究
植物群落内外に設置した2組の小型の3次元超
音波風速温度計と赤外線炭酸ガス水蒸気変動計で
制定された風速，気温，水蒸気，炭酸ガスの変動
量の資料を用いて種々の統計計算を行い，乱流特
惟が調べられた。群落下層で観測された瀧水によっ
て土中から押し出された高濃度の炭酸ガス，群落
内外の気層で夜間微風時に間欠的に大きい変動を
示す炭酸ガス，蒸散の盛んな昼間に変動が大きく ，
e 夜間に変動の小さい水蒸気の日変化パターンなど，
興味深い結果が数多く得られた。
(6) 浮遊粒子状物質の動態に関する研究
岡山県南部における浮遊粒子状物質の経年変化，
季節変化の動態を調べるためにアンダーセン大気
用サンプラーによる観測を倉敷や渋川で続けてい
[。こω 観測蜘倉敷市公害監視センター
どの観測資料から，貰砂のような岡山県南部-f切れる加局所吋生源の加受
て特定の場所で高濃度になるケースなども明か
1こなっている。また，亜硫酸ガスや二酸化窒素ガ
界の変化に類似し浮遊粒子状物質は移動性高気
圧に覆われた好天時に高濃度になることが多く，
昨水とともに急激に減少することも分った。
(7) 個葉レベルと群落レベルにおける光合成・蒸散
め比較
イネやオオムギ等の主要作物と共に，水田に繁
旋するアオウキクサを対象に，群落レベルの二酸
化炭素フラックス・水蒸気フラックスの測定を，
小型の超音被風速計と赤外線炭酸ガス・水蒸気変
動計を用いて渦相関法によって行った。また携帯
用光合成燕散tJtlj定装置を用いて，個体レベルの光
合成量を測定し，上述の値との比較を行った。そ
の結果，両レベルの光合成量のオーダーは一致す
ることが判明した。また自由水面からの蒸発量と
アオウキクサの葉状体からの蒸散量の差等，興味
深い結果が数多く得られた。
(8) 地表面温度に関する研究
各地の様々な耕地や林地における土地利用とそ
の地表面温度分布について，高感度放射温度計
(サーモトレーサ)を用いて計測を行った。また
植物の生育に影響の大きい霧の発生と山地斜面の
地表面温度分布の関係を解明するために，広島県
や愛媛県，長野県の盆地，高冷地を対象に観測を
行い夜間の斜面温暖帯などについて考察を行った。
(9) 植物群落の遷移と徴気候の相互作用
瀬戸内海沿岸地域の徴気候と植生との関係につ
いて調査を継続している。測定には全天候型デー
タローガを用い，王子が岳周辺の標高別の気温・
地温・湿度の10分毎の連続観測を長期間にわたり
実施している。その結果，天候別のこれらの要素
の特徴や，霧発生時の気象，植生分布との対応等，
興味深い知見が得られている。また乾燥時に発生
した山火事の際の気象状態の急激な変化や植生の
様子，その回復に関する貴重な資料も得られてい
る。
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。 天然微生物，昆虫による野生ヒエの管理，防除
に関する研究
1987年に当研究所圃場で生育中のタイヌピエ集
団に当該ヒエを枯死させる徴生物(糸状菌)を見
出し，これを利用して除草剤にたよらない環境調
和型の雑草の管理，防除法の確立をめざして研究
継続中である。本菌は現在までの研究でイネに無
害で， タイヌピエを枯死させる。しかし他種の野
生ヒエのイヌピエ類には無効であり，その作用に
種特異性を有する。 19邸年以来の試験によれば多
肥田で著効があり，また病気ヒエ藁，培養菌ヒエ
藁の施与で好結果が得られる。他方ある種のメイ
ガはタイヌピエのみを食害し，その集団を全枯死
させるが，他種のヒエ，イネには害はない。セジ
ロウ γカもヒエ，イネが共存する水田ではタイヌ
ピエのみに集中的に飛来し枯死させる。両昆虫と
も害に種特異性がみられる。昨年の病菌とメイガ
の防除力の比較試験ではほぼ同じであった。
第3図 タイヌピエを食害し枯死させる
メイガの一種
ω ヒメタイヌピエの地理的分布，環境に関する研
究
我国では分布が局限されている水田雑草ヒメタ
イヌピエ分布の継続研究では，その分布域は意外
に狭く，主な地域は温暖な瀬戸内，九州の沿岸部
に限定される。
(1~ 雑草とその近縁種の比較生物学的研究
汎世界的な雑草であるスズメノカタピラとごく
近縁でありながら日本固有種であるツクシスズメ
ノカタピラの比較研究を行っている。
(13)資源植物としての雑草種子の収集と保存に関す
る研究
雑草種子の収集と保存を継続した結果，広義の
雑草種119科1275種の種子を冷凍保存している。
現在所有している資源植物種子数は約3800種
16658点である。収集できた種子を提供した共同
研究も始まっている。
(14) 岡山県における水生植物の分布に関する研究
岡山県は水生植物の研究が進んでいなかったた
め，岡山県水草研究会を組織し，おもに県南部の
水草の分布と水質を調査した。調査地点は1994年
だけで1000地点を越え， 20種の絶滅危倶植物を発
見し，岡山県南部の水生植物のフロラを明らかに
した。また，瀬戸内海地方唯一のミズアオイ自生
地や絶滅危倶植物の保護活動を継続している。
(15) 塩湿地および干拓地における遷移の研究
笠岡湾干拓地や岡山県の海岸を中心に塩生植物
の分布や遷移を研究している。絶誠危倶植物の中
ではイ卜クズモ，カワツルモ，シパナなどの分布
を確認できた。
(16) セイタカアワダチソウに関する生態学的研究
15年間同一地点の調査を続けた結果，セイタカ
アワダチソウ群落は衰えることなく存続しi続けた。
したがって，セイタカアワダチソウ群落が自家中
毒を起こして絶滅すると言われているのは事実に
基づかない推論であって誤っていることがわかっ
マ，』。
(1司韓国の雑草フロラの調査
二度に渡って訪韓し，韓国の雑草フロラを調査
した。その結果，韓国の雑草フロラは日本と非常
に似通っていることが判明した。また，セトガヤ
など韓国初記録と考えられる雑草も数種類発見し，
2年後に出版をめざしている韓国雑草図鑑の作成
に協力している。
(18) 帰化雑草の種類と特性に関する研究
現在まで日本で記録されている帰化植物を標本
ならびに文献検索し， 日本帰化植物目録を作成し
た。 1992年8月22日現在で102科1127種4亜種66変
種3雑種が記録できた。これらのデータはデータ
ベースに貯えられ，草地試験場などと協力して帰
化植物写真集の作成を行っており，近く出版され
る。
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大麦系統保存施設
大|麦系統保存施設では特性評価中の新規導入系統
を創めて世界各地から取集したオオムギの栽培品種
約8，∞0系統をはじめ，野生種，突然変異系統およ
び各種実験系統などを保有し，材料と情報を国の内
外に提供している。
備存品種の特性評価にあたっては，品種の分類上
有用な指標形質，ならびに農業上重要な生理・生態
的瑚質について広く調査している。さらに，これら
の情報はコソビューターによるデータ検索システム
とUて構築されており，複数形質による多重的な検
索副可能となっている。また，有用形質については
実蹴遺伝学的手法により解析をすすめ，栽培品種の
分佃の解明や，育種選抜上の情報提供を行っている。
(1) フェノール酸化酵素遺伝子の地理的分布
一般に植物はフェノール酸化酵素を持っており，
例えばイネではフェノール反応が lndicaと
剤師・caの有力な判別形質となっている。一方，
ホオムギでは浪淡の程度は異なるものの，ほとん
4全ての品種がフェノールに反応するため，遺伝
手分析は行われていなかった。約5，000の栽培品
種を調査したところ，わずか31品種(0.6%)がフェ
パール反応を欠き， しかもこれらの品種は韓国，
司ぺイン，エチオピアの各1品種を除いて，いずj も…一中村附……央財灼…アW仇ジ打ア冗吋一一…に崎叩仇局融肌U在乱山し口てL山山一一た引巾巾(甥肌…第恥l
フエノ一/ルレ反応を欠〈変異体は中央アジアで
じた比較的新しい突然変異であると考えられる。
潜伝子分析の結果，フェノール反応は第2染色体
M座乗する優性主働遺伝子 Ph(phenol reac-
tion)に支配されることが明らかになった。
(2) オオムギの耐虫性に関する研究
近年，ビールオオムギを中心とした麦類の栽指
面積の増加に伴って，オオムギに発生する最大の
害虫であるアプラムシ類の被害も年々増加する傾
向にある。その防除対策のーっとして，耐虫性品
種の育成が有力な手段としてあげられる。
当施設が保有するオオムギ5，420系統について，
アブラムシの発生量を調査したところ，系統間で
発生量に差があることが判明した。発生量とオオ
ムギの形質との関係を調べた結果，表面ワックス
とグラミンが発生量に関与していることが示唆さ
れた。そこで，寄主選択行動および吸汁行動を解
析し，オオムギのアブラムシに対する耐性機構を・
解明中である。
(3) ムギ類うどんこ病抵抗性に関する研究
ムギ類うどんこ病薗の分化型の聞で交維を行い，
コムギのうどんこ病菌聞の交雑後代からオオムギ
を侵し，一方，オオムギうどんこ病菌聞の交雑後
代からコムギを侵す菌株を選抜・育成することに
成功した。さらに，オオムギうどんこ病菌聞の交
雑後代から，親菌株が病原性を持たない品種を侵
す新しい菌株を選抜・育成した。
また，保存系統のうち，近年収集した1，∞0余
の品種・系統についてオオムギうどんこ病菌系1， 
Wおよび庇を接種してうどんこ病に対する抵抗性
を検定した。
(4) 大麦網斑病における宿主・病原関係と抵抗性の
品種変異
我が国およびカナダのオオムギから採取した大
ノ
*合
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第1図 フェノール反応を欠〈オオムギ品種の地理的分布
メ/レ ???
麦網斑病菌52菌株を用いて，世界各地から蒐集し
たオオムギ38品種に総当たりの接種を行い，病原
性の分化を検討した。病斑指数の分散分析の結果，
菌株の病原力ならびに品種の抵抗性の変異は極め
て大きく，菌株と品種の交互作用が小さいので，
病原性の分化の程度は小さいとみられる。なお，
spot型の菌株の病原性は多少分化している傾向が
みられ，イシド由来の品種中には菌株によって異
なる抵抗性反応を示すものがあった。
栽培品種5，102について日本で採取した菌株K
105に対する抵抗性を調べたところ，抵抗性側に
ピークのある連続変異を示し，エチオピア，北ア
フリカおよび朝鮮半島を中心に抵抗性品種が豊富
に存在していた。また，カナダと日本で採取した
4菌株に対する2，271品種の抵抗性は互いに類似
していたが， 日本で採取したK105に抵抗性でカ
ナダで採取したWRS102には擢病性となるものが，
ネパール由来の小穂脱落性E型に属する品種に偏
在していた。
主要な農業形質で品種を分類すると抵抗性に差
異が認められ，ビールオオムギの特性であるこ条・
春播 ・西域型・皮性の品種群では抵抗性が特に弱
かった。同質遺伝子系統の対立形質問に差異はな
いので，抵抗性の差異は品種群の成立過程での遺
伝子の偏在によるとみられた。
(5) 大麦網斑病抵抗性の遺伝子分析
抵抗性×擢病性の交雑組合せ94種についてF2
集団における抵抗性の分離を調べた結果，1遺伝
子，2遺伝子および3遺伝子差に基づく分離が認
められ，また，徴動遺伝子の関与する場合も多かっ
た。
擢病性と抵抗性の2品種を検定親として16の親
品種にトップ交配を行い，各F1聞の抵抗性を比
較したところ，供試品種の抵抗性遺伝子は不完全
優性を示す場合が多かった。また，F1の優性度
は供試品種の抵抗性が強い場合は抵抗性側であっ
たが，~~~ 、場合は擢病性側であった。
6x6の正逆総当り交配の3セットに2菌株を
接種してダイアレル分析を行った結果，抵抗性の
遺伝性には相加 ・優性モデルが適合することが示
された。相加効果は優性効果より大きく，平均優
性度は0.49...0.86と不完全優性を示した。遺伝率
は狭義で0.72......0.87，広義で0.95......0.97となり，
いずれも高い値が得られた。
さらに， Fz集団で徴動遺伝子による分離を示
した2集団かられ系統を作って，抵抗性の親子
関係ならびに選抜効果を検討した。 Fz個体とF3
系統平均値の病斑指数の相関係数は両組合せでO.
77および0.78，回帰係数は0.65および0.67，病斑
指数の選抜差と遺伝獲得量から推定した遺伝率は，
0.72および0.73となり，いずれも高い値を示し，
抵抗性の選抜は比較的容易であるとみられた。た
だし高度の抵抗性は優性の場合が多く，しかも，
初期世代ではヘテロ型個体の割合が高いので，む
しろ固定度の進んだ後期世代における選抜が適当
と考えられた。
(6) Hord仰m属野生種における大麦網斑病抵抗性の
変異
供試したオオムギの近縁野生種目種の全てで大
麦網斑病菌に対する寄生性が認められ，かつ抵抗
性を示す系統が多かったので，野生種は抵抗性遺
伝資源として重要である。なお，H. s.仰 7laraum
の系統では抵抗性の地理的変異も認められた。
(7) オオムギの葉の剛毛に関する遺伝子分析
当施設が保有するオオムギのうち約2，300品種
を対象として，葉身の表面に生じる毛茸(凶-
chome)の変異体を検索したところ， 9品種 (0.
4%)の葉身の表面に剛毛を認めた.通常の品種
では毛茸の鈎状部分の長さが約10μmであるのに
対して剛毛型の品種では約40μmであった。
既報のPub遺伝子による長毛はこれよりはるか
に長<，剛毛型とは明らかに異なった.剛毛型は
慢性の l遺伝子 (Ltr，large trichome)に支配
されており，連鎖分析の結果，第7染色体にLtr
-s-fsの順に配列していることが明らかになっ
た.
(8) オオムギ遺伝資額の導入と評価
平成4..5年度に導入したオオムギ遺伝資諒数
は1，774品種 ・系統である。このうち，主なもの
の系統教と導入先は，ネパールの在来裸麦(405，
Tribhuvan大学)，突然変異系統(453，農水省農
研センター)，中国の在来品種(378，九州大学)，
倍加半数体系統(451，九州大学およびワシントン
州立大学)，ネパールおよびプータ γからの収集
品種(78，九州大学)などである。導入した遺伝資
源は特性調査と採種 ・増殖を行い，保存系統とし
て材料の配布を行う。
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生活環解析 (外国人客員)部門
Luis Julian Corcuera 
(JI-イス・ ジュ リアン ・コルクヱラ)
チ沖一大学理学部生物学科教授(チリー)
滞在期間:1992年6月1日ー 1992年9月15日
19~年生
1967年:チリー，カ卜リカ大学卒業
1叫年:米国，ウイスコンシン大学 Ph.D
l鉛V年:チリ一大学助手
197p年:チリ一大学助教授
198s年:チリ一大学教授現在に至る
ヰの間 1970ー 1974年:ウイスコンシン大学助手，
198~ -1982年:ミシガン州立大学研究員， 1錦7ー 19
鎚年 ユスツスリーピヒ大学(ドイツ，ギーセン)
研究員，
主キ研究テーマ:植物の耐虫，耐病性要因物質の研
究者中心とした植物のストレスについての績物生理・
生化学
当研究所での研究内容:ムギ類の最大の害虫はア
鄭文儀 (チヱン ウェンイ )ー
在任期間:1992年10月1日一1993年1月31日
1931)年生
19~年台湾大学農学部卒業
1971年米国， ノースダコタ州立大学修士
1960年台湾鯖業試験場研究員 現在保護部長
午の間1964年一1965年オハイオ大学研究生， 1蛸
年キl例年一1972米年国農務省ノースダコタ試験場
研究員。東南アジアにおける害虫の専門家として活
躍~，多くの国へ出張している。
主な研究テーマ:サトウキピその他の禾本科植物
の害虫とその防除法
当研究所での研究内容:
プラムシ類である。当研究
所の保有する数千余のオオ
ムギについて，又コムギに
ついても抵抗性と感受性の
系統を調査し，それぞれの
化学的 ・物理的要因を調べ
ている。コルクエラ教授は
アルカロイド成分とハイド
ロキサム酸に注目していた。研究所での調査研究で
得つつある結果と一致する部分も多く，今後の進展
を考えて共同研究を行った。グラミ Yアルカロイド
のオオムギ葉内の分布と降雨の関係について調べた。
グラミンは筒管部よりも柔組織等に存在していた。
葉の表面にも微量ながら存在しており，雨によって
流亡した。共同実験の他に「アプラムシに対するオ
オムギの抵抗性の生化学的基礎」についてレビュ-
Lた。
アプラムシに対して抵抗性
と感受性のオオムギの各4
系統を栽培し，ムギクピレ
アプラムシとムギミドリア
ブラムシの繁殖とグラミ γ
含量の関係を調べた。野生
種の系統の中には極めてグ
ラミン含量が多く非常に強
• 
い抵抗性を示した。多くの系統の比較でグラミンの
一定量以上が含有されていないと，抵抗性を示さな
いことを明らかにした。幼苗を使用しての実験であ
り，生育後の試験に，ムギミドリアプラムシやキピ
クピレアブラムシ等での試験に有益な示唆をした。
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WoIfgang Reichardt (ウオルガン ライヒャート)
キール大学海洋科学研究所講師(ドイツ)
在任期間:1993年5月6日...8月5日
1942年生
1966年 ユスタスリーピッヒ大学卒業
1967年 ユスタスリーピッヒ大学生物学修士号取得
1969年 ユスタスリーピッヒ大学学術博士号取得
1969年 フライパーク大学陸水学研究所助教授
1979年 オレゴシ州立大学客員助教授
1981年 キール大学客員研究員
1982年同助手
1987年同講師現在に至る
1988年 キール大学理学博士号取得
1990年 ハンプルグパームプルグ工科大学上級研究
員現在に至る
研究
当研究所での研究内容:博士は陸・海水域の底質
環境における有機物質の細菌による微生物分解を生
理生化学的手法をもちいて解明することを研究目的
としている。当研究での研究テーマは， I河川堆積
物中の有害化学物質の生態毒性評価に関する研究」
Dickson Liu (ディクソン リュウ)
国立水科学研究所主任研究員(カナダ)
在任期間:1993年8月16日...12月15日
1935年生
1962年 台湾国立中興大学卒業
1966年一1968年 プリティッシュコロンピア研究所
研究員
1966年 カナダ プリティッシュコロ γピア大学修
士号取得
1971年同上博士号取得
1971年一カナダ国立水科学研究所研究員現在
に至る
1981年アメリカ合衆国デューレイン大学客員
助教授
1990年同上客員教授現在に至る
研究
当研究所での研究内容:徴生物を用いた毒性評価に
関する研究
有害化学物質の生態毒性評価に関する研究には2
で，湖沼や海域の堆積物中
に常在し，水底環境におい
て重要な役割を果たしてい
る細菌(滑走細菌
Cytot陶伊 john抑 Ule)を用
いて，銅イオン及びカドミ
ウムイオンが本細菌に及ぼ
・聞置園・・
す影響について，その毒性作用に関する研究を行っ
た。滑走細菌は細胞外にポリマーを分泌することに
より，その生息環境に移動し，水底に侵入してくる
有機物の分解に深く関わっている。 Cyto帥agaはこ
れらの重金属イオソに対して，炭素源に依存した特
徴的な反応を示し，実際の底質環境における重金属
による汚染と有機物の徴生物分解との相互作用的な
反応機構を解明する上に重要な知見を得た。また，
生理生態学的および生化学的研究の進んでいる滑走
細菌を，水環境の堆積物中における有害化学物質の
挙動や徴生物に及ぼす毒性作用を評価するという水
圏生態毒理学研究に応用する新しい研究方法論を提
供した。
つの重要なキーワードがあ
る。 1つは有機化学物質の
水圏内における分解特性で
あり，他の lつは有害化学
物質の生物に及ぼす毒性作
用の評価である。博士は滞
在中に有害化学物質の徴生
物分解を研究する手法について，カナダで博士が行っ
ていた研究手法について我々に手ほどきを行い，日
本で問題になっている農薬の1種であるシマジγの
河川堆積物中に存在する微生物を用いての分解特性
の研究に着手し，現在も進行中である。毒性評価の
研究手法は，国際的にも多様な方法が採用されてい
るが，博士との議論を通して，その国々における状
況を勘案した上で，適切な方法を採用することが望
ましいとの結論に達した。そこで今日採用されてい
る様々な有害化学物質の毒性評価に関して，その評
価原理と手法を 5つの方法として整理し，約100頁
のドキュメシ卜にまとめる作業を行った。
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3 文部省特定研究
「資源生物における水環境反応の解析と評価J(平成2年-4年度)
生物にとって水は必須の生存条件であり，生物は様々な水環境に対して適応分化してきた。近年，地球規
模の環境の変化に伴って，酸性雨や半乾燥地帯の砂漠化に代表されるような，質的および量的な側面におけ
る水環境の劣化が起っており，その制御抑制とともに，資源生物の側面からみたこれら水環境に対する反応
と耐性の解析および評価が国際的にも緊急な課題となっている。
所内全部門より20名の研究員の参加を得て研究を遂行した。本研究では水環境の劣化に対応すべき遺伝素
材の発掘や耐性機構の生理学的な解析などを進めた。研究にあたり，水環境の量的側面および質的側面を担
当する 2班を構成した。
量的側面においては，根閤における水の過不足ならびに茎葉に対する雨露が資源生物の光合成，蒸散，転
流，生長などにおよぽす影響を解析した。また湿生植物や野生植物ならびに畑作物を対象として，根圏の過
湿条件に対する適応、と耐性の機作ならびに耐性の種間，および種内変異とその遺伝性を環境，機能ならびに
遺伝の立場から総合的に解析した。
質的側面においては，酸性雨および担圏水の化学環境に対する植物の反応を明らかにする目的で，生物を
取り巻く水環境の様々な質について，資源植物の根圏および借地における物理・化学的な状態から吸収，生
体内移行及びその結果としての生長におよぽす影響まで，植物の生活環におけるマテリアルフローと生物反
応を遺伝学的，化学・生理学的視点から研究を深化させた。
研究の成果は，平成5年3月に75頁の報告書として刊行された。
「資源生物における作用物質の動態解析に関する研究J(平成5年-7年度)
生物が環境の変化や細胞内の状況に応じて生きて行くためには，それらの情報を感受，伝達，変換し，そ
れに基づいて物質を代謝しなければならない。しかし，これらの一連の機構については，資源生物，特に資
源植物では解明が遅れており，この領域での研究の進展が望まれている。本研究では，資源値物を中心とし
た生物における，内生，外来の作用物質の動態(構造認識，受容，伝達，選択的透過，輸送，局在性，合成，
分解など)を，分子，細胞，組織，個体，の多様なレベルで解析し体系化することを目ざしており，この
ことが，資源生物が営む生命現象の人為的制御の基盤を確立する上で，役立つものと期待される。そこで，
研究組織として，分子，細胞レベルで，生化学的，分子生物学的見地から研究するグループと，器官，組織，
個体レベルで，生理学的，化学的側面から研究するグループを構成し，まず，作用物質の活性測定，分離，
構造解析，合成，動態解析実験系の確立などを進めてきた。
「環境及び病害虫耐性に関わる遺伝子の探索と解析に関する研究J(平成4年-6年度)
近年バイオテクノロジー，特に遺伝子操作技術の発展に伴い，作物改良の場面でも，従来不可能とされて
いた新しい能力を具えた作物の創出が技術的に可能になってきた。しかし，そこで利用すべき有用な遺伝子
の開発は，あまり進んでいなL、。したがって，現在は，新しい遺伝形質を探索し，解析し，その有用性を評
価して行くことが必要である。
本研究は，このような点を重視し，主要作物およびその関連植物がもっ未知の有用形質を検索するととも
に，個体，細胞および分子レベルでの解析を行い，バイオテクノロジーへの利用に結びつけようとするもの
である。二つの研究班のうちA班は，分子生物学的手法を用いて，特定の遺伝子をスクリーニソグし，解析
する技術を開発し，これを耐性遺伝子の単離と解析に応用することを検討している。 B班では，オオムギ，
トマトなどの作物におけるいくつかの耐性形質を調査し，遺伝解析や生化学的解析を通じτ，それらの形質
に関与する遺伝子の探索を進めている。
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4 研究報告誌の刊行状況，編集方針
当研究所では研究報告として，大正5年 (1916)より欧文誌“Berichtedes Ohara Instituts fur land-
wirtshaftliche Biologie， Okayama Universitat" (第20巻まで)を，また大正7年 (1918)より和文誌“農
学研究"(第62巻まで)をそれぞれ刊行してきた。
昭和63年4月，岡山大学農業生物研究所を岡山大学資源生物科学研究所と改名したことに伴い，平成4年
(1992) 3月より欧文誌と和文誌を統合し，誌名を‘岡山大学資源生物科学研究所報告"(英名“Bulletin
ofthe R白 earchInstitute for Bioresourc田， Okayama University")と改めて発刊している(コード記号
ISSN091&-9却X，CODEN : OSSHEN)。
本誌は当研究所教官の研究活動を示す研究報告のーっとして，資源生物に関係する研究の原著論文が掲載
されており，論文原稿は関連分野の教官の校聞を受けた後，編集委員会に提出され， 3名の編集委員の査続
後掲載を決定している。
平成4年3月刊行の第1巻1号には7編，平成5年3月の第1巻2号には8編，平成6年3月の第2巻1
号には12編，第2巻2号には6編の原著論文が掲載されている。
とれらの研究報告誌は別表のように，圏内 (667件)および世界各国 (598件)に配布して，広く研究業績
を公開するとともに相手機関との出版物の交換を行なっている。主要な配布先は大学，試験研究機関をはじ
め学会や官公庁，企業および主な図書館，博物館，植物園などである。
研究報告誌の配布・交換状況
ア ジ ア アフリカ 米 州 欧 州
日本 667 南アフリカ 7 アメリカ合衆国 112 ドイツ 53 ユー ゴスラピア 10 
中華人民共和国 16 ケニア 4 ブラジル 13 イタリア 36 スペイ γ 9 
イシド 15 チュニジア 3 カナダ 12 イギリス 34 ベルギー 8 
大緯民国 9 エチオピア l アルゼγチン 12 チェコ， ロシア 7 
フィリピン 7 エジプト l メキシコ 6 スロパキア m フィソラ γド 7 
中華民国 9 モロッコ l キューバ 6 ポーランド 22 デンマーク
イγドネシア 5 マダガスカル l コロンピア 5 オランダ 19 ポルトガル
マレーシア 317Jレジエリア l ペルー 2 ルーマニア 15 ギリシャ 31 
ベトナム共和国 2 グ7テマラ 1 フランス 12 ノルウェー 3 
朝鮮民主主義人民共和国 l コスタリカ l オーストリア 1 アイルランド 2 
タイ 1 チリ 1 スウェーデγ 10 ブルガリア 1 
スリラ γカ l トリニダー ドトパゴ l スイス 10 エストニア
トノレコ スリナム l ハγガリー 8 ラトピア 1 
計 734 計 734 Z十 173 計 320 
圏内 667件圏外 598件(環太平洋19件を含む) (平成4年度)
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5 学会活動
1 )役員
'氏名/学会名/役員名/期間
松本英明/日本植物生理学会/評議員/1992年1月1日-1993年12月31日
武田和義/日本育種学会/幹事・シソポジウム委員長/1992年4月~現在
武田和義/日本作物学会中国支部会/幹事・編集委員/1992年10月~現在
武田和義/SABRAO(アジア大洋州育種学会)圏内幹事/1993年4月~現在
兼久勝夫/日本応用動物昆虫学会/評議員/1991年-1992年， 1993年-1994年
兼久勝夫/日本応用動物昆虫学会中国支部/幹事/1991年-1992年， 1993年-1994年
兼久勝夫/日本応昆虫学会中国支部/岡山県幹事/1991年-1992年， 1993年-1994年
河崎利夫/日本土壌肥料学会/評議員/1984年4月~現在
河崎利夫/関西土壊肥料協議会/役員/1988年4月~現在
鈴木幸雄/日本農芸化学会関西支部/評議員/1980年5月~現在
鈴木幸雄/日本ビタミン学会/評議員/1974年5月~現在
鈴木幸雄/アミラーゼ研究会/評議員/1980年5月~現在
井上成信/日本植物病理学会/専門委員会・植物ウイルス分類委員/1989年11月~現在
井上成信/日本植物病理学会/植物ウイルス病研究会プロック委員/1989年7月~現在
井上成信/日本植物病理学会関西部会/会計監査役/1986年11月~現在
青山照/TheInternational Journal of Toxicity Assessment/編集委員/1984年~現在
青山 勲/日本水環境学会中国 ・四国支部/幹事/1991年4月~現在
青山勲/瀬戸内海研究会議/理事/1992年3月~現在
青山 勲/環境技術研究協会/編集委員/1992年4月~現在
青山 勲/瀬戸内海環境保全協会/学術顧問/1992年8月~現在
木村和義/日本農業気象学会/評議員/1987年4月~現在
木村和義/日本農業気象学会/学会賞審査委員/1991年4月-1993年3月
木村和義/日本農業気象学会/中国四国支部長/1993年4月~現在
田中丸重美/日本農業気象学会/中国四国支部幹事/1993年4月~現在
日中丸重美/日本作物学会/中国支部幹事/1992年10月~現在
柏木良明/瀬戸内地理学会/編集委員/1992年6月~現在
柏木良明/日本農業気象学会/局地気象研究部会幹事/1993年4月~現在
相木良明/岡山大学環境計測共同利用施設/fしぶかわ」編集委員/1991年9月~現在
榎本敬/種生物学会/幹事/1991年4月~現在
2)学会等の開催
集会名/期間/分野名
日本植物病理学会平成4年度植物感染生理談話会(新しいバイオテクノロジーによる病原及び宿主遺伝子
研究の動向)/1992年7月16日-7月18日/遺伝子解析分野 ・病態解析分野
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6 学術交流(園内)
1 )学術講演会講師
講師名/出張先/演題/期日
榎本敬/九州農業試験場/帰化植物の種類と特性/1993年8月25日
村本茂樹/中四国農政局/水質関係第4種公害防止管理者資格認定講習/1993年8月28日
青山 勲/環境庁(広島県県民文化セソター)/海の持続的開発と保全/1993年11月15日
松本英明/岡山バイオ懇話会(jl崎医療福祉大学)/植物におけるアルミニウムストレスについて/1992年
10月16日
木村和義/日本気象学会中国四国シンポジウム/岡山，香川および鳥取における酸性雨の比較観測/1993年
1月13日
中島 進/第4回フォーラム・イン・ドージン 「生態系における徴量金属の重要性J/かび臭を生成するラ
ン藻類増殖における金属の役割/1993年11月
中島 進/日本分析化学会中国四国支部講演会/水道水の異臭味に関与するラソ藻類の増殖に及ぼす鉄の形
態の影響/1994年2月
井上成信/平成4年度野菜病害虫防除研究会シソポジウム/花井病害の発生動向と防除の展望/ラ γに多発
するウイルス病と防除/1992年12月2日
井上成信/西日本洋蘭振興会岡山・鳥取支部会/ラソに多発するウイルス病と防除/1993年6月5日
榎本 敬/草地試験場/帰化雑草の種子の形態/1994年2月18日
2)非常勤講師
講師名/出張先/演題/期間
武田和義/岐阜大学大学院農学研究科/応用遺伝資源学特論/1992年10月 1 日 ~1993年 3 月 31 日， 1993年10
月 1 日 ~1994年 3 月 31 日
木村和義/国立環境研究所/細胞機能の計測手法に関する研究/1992年12月 1 日 ~1993年 3 月 31 日
松本英明/岡山大学農学部/作物生理学/1992年 4 月 1 日 ~1992年10月 15 日， 1993年 4 月 1 日 ~1993年10月
15日
青山勲/岡山大学工学部/衛生工学特論/1993年10月 16 日 ~1994年 3 月 31 日
3)学術講演会
蹄師名/所属/演題/期日
大江田憲治/住友化学工業株式会社宝塚総合研究所/環境ストレスとの関わりからみた植物遺伝子の転写活
性調節/1992年9月25日
安藤忠彦/日本大学農獣医学部/DNAに働く新酵素の特性と応用/1993年2月23日
坂本寧男/京都大学農学部/穀類におけるモチ性とそチ文化/1993年2月12日
森 敏/東京大学農学部/鉄欠乏ストレスとムギネ酸，一遺伝子工学による砂漠の緑化に向けて一/1993
年11月12日
辻英夫/京都大学理学部/グリーニングとサイトカイニシ/1993年1月21日
小山織夫/日本大学農獣医学部，ニューヨーク市立大学/1.植物の遺伝資源系について 2.植物園の理
念 ・機能および構造について/1関4年2月10日
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4)非常勤講師による講演会
講師名/所属/演題/期日
堺 修造/林原生物化学研究所/サイクロデキス卜リン生成酵素/1992年6月22日
築部 浩/岡山大学教養部/人工生体膜を通しての物質移行，ーその実験的手法とイオソ輸送一/1992年7
月3日
土屋友房/岡山大学薬学部/細胞膜における能動輸送系の遺伝生化学的解析/1992年11月9日
大西英爾/岡山理科大学理学部/昆虫のエクジステロイド/1992年11月30日
三村徹郎/姫路工業大学理学部/植物におけるリツ酸ホメオスタシスとリン酸輸送/1993年1月29日
河原長美/岡山大学工学部/水環境のゆらぎと事業のアセスメソト/1993年9月13日
馬場直道/岡山大学農学部/過酸化リン脂質類の合成における酵素の活用/1993年9月24日
池田己喜子/岡山県立大学保健福祉学部/カサノリに存在するアニオソ能動輸送系について/1993年10月22
日
熊野誠一/岡山大学農学部/環境と農業/1993年12月1日
新井田昭美/岡山大学理学部/節足動物の伸張受容器/1994年2月2日
7 学術賞等の受賞
氏名/受賞名/研究名/年月
本吉徳男/科学控術庁長官賞(研究功績者)/ウイルス外被蛋白質遺伝子の導入による耐病性トマト作出の
研究/1993年4月
松本英明/日本土壌肥料学会賞/アルミ ιウムを中心としたイオシストレスによる植物の障害と耐性機構に
関する研究/1993年4月
井上成信/日本植物病理学会賞/花升園芸植物特にラン科植物のウイルス病に関する研究/1992年5月
佐藤和広(二条大麦育成グループ)/北農賞/二条大麦「りょうふう」の育成/1992年12月
8 資源生物科学シンポジウム
(第9回) i資源生物をめぐる情報と認識J/1992年1月27日
複雑な生態系の中で，各個体は色々な物理的，化学的と生物的の情報を感知・認識して生存している。近
年，昆虫類を中心にフエロモ'/，誘引物質などのカイモソや防御物質などのアロモγ等の生物起源の徴量の
情報物質の解明が急速に進展している。また，植物においては病原体を認識する反応，抵抗性を示す物質と
これを抑える物質の生成と作用特性が分子レベルで解明され，中には遺伝子レベルで説明されるようになっ
てきた。昆虫類の話題3題，植物病原体の話題3題を提供され，討論がなされた。
演者/所属/演題
河田和雄/岡山大学資源生物科学研究所/アプラムシの吸汁行動と寄主植物との関係
本田計一/広島大学総合科学部/アゲハチョウ類の寄主選択に関与する植物成分
Leal，W.S./農水省蚕糸・昆虫農業技術研究所/コガネムシ類の性フェロモン交信に見られる
興味ある行動
大内成志/近畿大学農学部/植物の病原体認識と感染反応
白石友紀/岡山大学農学部/病原糸状菌シグナルと植物の応答
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大橋祐子/農水省農業生物資源研究所/タバコ PRタシパク質遺伝子のシグナル応答
(第10回) r資源生物の水環境反応J/1993年12月10日
生物にとって水は必須の生存条件であり，生物は様々な水環境に対して適応分化してきた。近年，地球規
模の環境の変化に伴って，酸性雨や砂漠化に代表されるような質的，量的水環境の劣化が起っており，その
制御抑制とともに，これら水環境に対する資源植物の反応と耐性の解析およひ・評価が国際的にも重要な課題
となっている。このような観点から水の過不足環境や酸性雨，根圏水の化学的環境の解析及びそれらに対す
る植物の反応に関する研究の現状および今後の問題点について話題提供され，討論がなされた。
演者/所属/演題
木村和義/岡山大学資源生物科学研究所/植物の雨濡れ反応
大政謙次/国立環境研究所/画像計測による植物診断
遠山柾雄/鳥取大学乾燥地研究セソター/砂漠での作物育成と水の問題
戸塚績/東京農工大学農学部/生態系に及ぼす酸性雨の影響
河崎利夫/岡山大学資源生物科学研究所/植物の塩類ストレス耐性について
茅野充男/東京大学農学部/植物の重金属耐性について
9 ペッファー・シンポジウム
当研究所の図書館には多くの貴重図書がある。その中で最も貴重とされるものはProf.Wilhelm Pfeffer 
(1845-1920)の著書“Pflanzenphysiologie(Band1 und 2)"の初版特製本であり，これには著者自身による
多数の書き込みがある。
当研究所では，1989-1990年に，この初版特製本を復刻し， ドイツをはじめ国内外の研究機関に寄贈して
きた。この復刻事業を記念して， Prof. W. Pfefferの業績と思想，さらにはその現代における意義について
のシンポジウムを1990年5月11日，倉敷中央病院大原記念ホールにて開催した。
演者/所属/演題
G. Schuster and 1. Frommhold/University of Leipzig (Germany)/Wilhelm Pfeffer in 
Leipzig. 
増田芳雄/帝塚山短期大学/ウィルヘルム・ペッファーの刺激生理学とその後のオーキシシ発見
に対する影響
z. Hejnowiロ/SilesianUniversity (Poland) / Scientists of different distinction and 
development of scientific concept : An example. 
田沢仁/福井工業大学/原形質膜:昔と今
A. Sievers/University of Bonn (Germany) / W. Pfefer' s “Automorphose" : Clinostats 
and microgravity 
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11 教育活動
1 総論 :研究所における大学院教育の理念
岡山大学大学院規程に記された大学院教育の理念は， r大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，そ
の深奥を極めて，文化の進展に寄与することを目的とするりと記されている。又，自然科学研究科(博士
課程)の趣旨，目的を要約すると， r知的生産の担い手として，研究，開発，管理並びに教育の各方面にわ
たり，豊かな創造的指導的人材を育成する。」とされている。
当研究所が関与する大学院は，修士課程は農学研究科に，博士課程は自然科学研究科に所属しており，こ
こでの大学院教育の基本的理念は上記の理念， 目的に従いつつ，独自の理念を付加している。
当研究所は資源生物を対象として，バイオサイェγスの視点から「遺伝J，r機能J，r環境」を3つの柱と
して総合的に研究を行うことを目的としており，大学院生はその研究の一端を担うことになる。大学院生は
上述の3つの側面からの基礎的及び応用的な，そして高度な専門的教育を受けつつ，一方では個別の課題に
ついての研究を通して，それぞれの分野における学術的な貢献を果たし得るように教育されている。これら
を通して豊かな独創性，高い論理性，広い視野，高度な専門的技術を身につけ，将来指導的な立場に立ち得
る優れた研究者，専門技術者を養成することを教育理念としている。
2 大学院進学者選抜 :方針と方法
大学院修士課程進学者の選故に関しては，ルール的には農学研究科の選政方針に従うととを旨としている。
さらに，上記の研究所における大学院教育の理念に基づき，その教育を受けることによって，プロフェッショ
ナルな研究者，技術者として育ち得る資質，可能性を有するかどうかを主たる判断基準とし，大学院生とし
て勉学と研究に高い意欲と向上性，積極性を有することを選誌の基本としている。選誌に当たっては，それ
ぞれの分野の専門科目と今日の国際語である英語を試験科目と課し，口答試聞によって受験者ひとりひとり
の個性を判断している。当研究所は学部に基礎を置かないため，進学者の多くは他大学からの受験生によっ
て占められている。それ故ペーパーテストと口答試問だけでは受験生の資質を十分に判断できかねることも
あり得るので，何らかの工夫が必要であるとの指摘もある。博士課程進学者の選故に関しては，修了者の多
くが研究者として歩むことになるので，入学時において既に十分な基礎的学力，専門的意識を身につけてい
ることを必須条件として，研究者たりうる基本的資質を有するかどうかを選誌の基本としている。
3 大学院教育
1 )農学研究科 (修士課程)における授業担当科目
当研究所は大学院農学研究科修士課程の一翼を担い，大学院生の教育に従事している。本研究科は生物資
源学専攻，農業生産学専攻，地域環境農学専攻の3専攻科から成り，当研究所は生物資痕学専攻に属し， 3 
大講座を構成している。各部門における授業担当科目は以下の通りである。
遺伝情報発現部門
遺伝子解析特論 I 
形質発現特論 I 
本吉線男
松本英明
遺伝子解析特論 I 
形質発現特論 I 
村田稔
山本洋子
? ?? ?
遺伝制御学特論 I 遺伝制御学特論 1 前川雅彦
植物遺伝資源学特論 武田和義 植物遺伝資源学特論 1 佐藤和広
生物機能解析部門
生物間情報認識特論 兼久勝夫 生物間情報認識特論 1 
代謝調節特論 代謝調節特論 1 中島進
機能物質解析特論 鈴木幸雄 機能物質解析特論 1 山崎良樹
生物環境反応部門
病態解析学特論 井上成信 病態解析学特論 I 前田学憲
生態化学解析特論 I 青山勲 生態化学解析特論 I 村本茂樹
環境適応解析特論 木村和義 環境適応解析特論 I 西克久
環境適応解析特論 I 米谷俊彦
2)自然科学研究科(博士課程)における授業担当科目
岡山大学における自然科学研究科(博士課程)は理学部，薬学部，工学部，農学部及び資源生物科学研究
所の教官によって研究及び教育が行われており，当研究所の教官は6専攻科の内，生産開発科学専攻及び生
物資源科学専攻の2専攻に属している。それぞれの専攻科における大講座名及び授業科目は以下の通りであ
る。
生産開発科学専攻
生産環境開発学:
生物生産管理学:
生物資源科学専攻
遺伝子科学
生物機能開発学:
生物機能調節学:
水質管理学 青ー山勲 応用水質学 村本茂樹
雑草生態学 西克久
病原微生物機能学 井上成信 病原微生物分類学前田学憲
昆虫行動生理学 兼久勝夫 昆虫栄養生理学
作物育種学 武田和義 作物遺伝資源学 本吉融男
生体物質生化学I 鈴木幸雄 生体物質生化学1 山崎良樹
植物栄養代謝生理学松本英明
作物微細気象反応学木村和義 微細気象解析学 米谷俊彦
4 研究所における大学院生の教育指導体制
1 )教務委員
教務委員は各大講座より教授 l名ずつを選任し，大学院生の教務関係の仕事を行う。本委員は同時に農学
研慌科における教務委員をも兼ねている。農学研究科における教務委員の主たる任務は， 1)大学院農学研
究科入学試験に関する諸事項， 2)日本育英会奨学生推薦に関する諸事項， 3)大学院生，研究生等の履修，
在学期間，単位の認定等に関する諸事項， 4)指導教授，授業担当の変更等に関する諸事項等に関する事項
について審議することである。研究所内においては，上記に関連する所内の諸事項について検討する。また
修士論文の発表会を3大講座で統ーして開催している。
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2)新入生ガイダンス
所長及び教務委員が新大学院進学者に対して，年度当初に，研究所の概要説明を始めJ単位の履修指導，
学生の図書館利用，建物管理，その他2年間の大学院生活を有意義に過ごし得るようガイダンスを行ってい
る。
3)修士論文公聴会
修士論文の公聴会は，大学院生にとって 2年間の研究成果をまとめ，それを公に問い，批評を受ける数少
ない機会であり，また学生を教育する観点からも重要な場である。農学研究科の改組以降，大部門毎に修士
論文の公聴会を開催することになり，当研究所では 1日を費やし. 3大部門が合同して開催している。
4)就職指導等
昨今の経済状況は大変厳しく，この世相が学生の就職を困難にしている。特にこの数年来，当研究所にお
ける大学院生の進学教が激増し，一方で学生の希望する所への就職が難しく，就職浪人も出始めている。当
研究所では平成3年から就職担当教授を選定し，事態の改善を図るべく努力をしている。まず関連する企業
200数十社にア γケートを行い，各企業における求職方針，採用予定，必要とする学生の専門分野等につい
ての動向調査を行った。その結果約100社からの回答があった。それらの回答を学生に閲覧できるようにし
たが，現在のところ未だ十分な成果は得られていないが，研究分野を越えた就職の斡旋が可能になり，より
広い範囲からの就職活動が可能になる芽生えが出来たと考えている。
5 大学院生の動向
1 )修士課程学生の変遷
近年，生物，農学系の学生の大学院進学希望者が増加する傾向にある。岡山大学農学研究科の改組後，全
体的に大学院進学者が増加してきた。平成元年度当研究所改組後の大学院修了生の変遷を以下に示す。
平成元年度 1名(1 ) 平成2年度 3名(2 ) 
平成3年度 3名(1) 平成4年度
平成5年度 14名 (12) 平成6年度
平成6年度入学者 20名 (19)
15名 (13)
20名 (17)(予定者)
との数字に見られるように，平成3年度以前の学生教は毎年3--5名であったが，平成4年度以後，学生
数の急速な増加が見られる。上記のうちかっこ内の数値は他大学の出身者である。当研究所の学生は圧倒的
に他大学出身者によって占められている。学部に基礎を持たない研究所の場合の lつの特徴である。見方を
変えれば大学院大学を具現していると考えることもできる。なお昭和63年度以前の修士課程修了者は全71名
である。
???
2)博士課程学生の変遷
博士課程の修了者は，平成元年度修了2名， 3年度2名， 5年度1名，平成6年度の在籍者はD3 3名，
D2 4名， D 1 7名である。この間の博士課程進学者総数12名の内42%にあたる 5名が外国人留学生で
ある。研究所において大学院生，とりわけ博士課程の学生は研究の底辺部を支える重要な役割を果たすもの
であり，博士課程学生の研究，教育指導は研究所の果たすべき重要な任務の 1つである。最近とみに，中国，
東南アジア諸国からの博士課程進学を希望するものが増えつつあり，問い合わせが相次いでいる。しかし博
士課程の奨学金に限度があり，受け入れることができない状況である。
3)大学院生の就職状況
平成元年度以後6年間の修士課程修了者は総数56名，博士課程8名である。就職先の内訳を示す。
修 士 課 程 博 士 課 程
終了年度
民間 公務員 進学 その他 民間 公務員 その他
平成元年度 1 2(2) 
2年 2 
3年 1 2 2(2) 
4年 6 3 3(1) 3 
5年 2 2 6 4 1 
)内は外国人留学生の内教を示す。博士課程修了者の外国人は4人ともそれぞれの母国の大学教官になっ
ている。参考のため昭和63年度以前の修士課程修了者総数71名(内4名外国人留学生)の就職先を見ると，
民間企業等21名，公務員35名(内，中，高校教諭，大学教官を含む)その他11名(内 1名死亡)となってい
る。
4)外国人留学生の動向
取に大学院生の変遷の中で外国人留学生の動向についても触れてきたが，ここで改めて当研究所における
状況を述べる。
当研究所が農学研究科の大学院院生を受け入れるようになったのは昭和46年以後であり，平成6年度進学
者までの聞に，外国人留学生は4名に留まっている。最初の留学生は昭和61年インドネシアからの留学生で
あゥた。この4人はいずれも修士課程修了後昭和59年4月岡山大学に新たに設置された自然科学研究科(博
士課程)に進学した。昭和63年度にはパキスタン学生が直接博士課程に入学した。計5名の外国人留学生の
国籍は上記パキスタン以外はイ γドネシア 2名，ギリシア 1名，中国1名である。文部省の外国人留学生10
万人受け入れ政策が打ち出されてから，岡山大学における外国人留学生の数は著しい伸びを示しており，当
研究所においても今後一層増加してゆくことと考えられる。
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6 大学院(修士課程)修了者
1993年修了
(遺伝情報発現部門)
小野 寛治 タバコ培養細胞のアルミニウムによる増殖阻害に対する鉄の相乗効果
佐々木目生 アルミニウム耐性を異にするコムギ根のイオン輸送能の解析
松木美由紀 オオムギの雑種震性に関する生理・遺伝学的研究
間野 吉郎 オオムギの組織培養に関する遺伝・育種学的研究
豆塚 弘毅 タバコ培養細胞におけるアルミニウムストレスに伴うタンパク質発現変動の解析
張 成林 ムギ類のストレス耐性に関する遺伝育種学的研究
(生物機能解析部門)
笠原 敏彦 オオムギの耐アプラムシ性要因に関する研究
津野 雅英 Tryptopholglycosidesの酵素合成とその植物への影響
土井 裕輔 ビタミンB6及ひ・ビタミンB2のリシ脂質誘導体の酵素合成，並びにビタミンB6配塘体の分
解
室山幸太郎 カスガマイシン配糖体の酵素合成，ならびに合成酵素の受容体特異性
(生物環境反応部門)
占部慎次 エビネから分離されたCymbidiumMosaic Virusの諸性質と系統
河東 重光有害化学物質の細胞毒性に及ぼす相互作用に関する研究
近藤 秀樹 Cy，ゆidium属の東洋ラシに発生するOdontoglossumRingspot Virusの病原学的研究
竹花稔彦葉面の濡れとその植物体に及ぼす影響に関する研究
平松雅之酵母を用いた有害物質のDNA損傷と修復作用に関する研究
1994年修了
(遺伝情報発現部門)
梅谷訓永
大島昭作
岡田光司
笹田直樹
高野純一
田島 茂
西本 智
トマトにおける形質転換法の改良と異種植物DNA導入への応用
T-DNA挿入による花序突然変異の分子遺伝学的研究
改変された酵母人工染色体による植物巨大DNAのクローニγグ
タバコ培養細胞の酸ストレスに対する応答反応
Tiプラスミドベクターの改変と植物のプロモータースクリーニシグへの応用
ライムギ細胞質に作用する核遺伝子に関する研究
大腸菌のアルミニウムストレスに関連する遺伝子の探索とその解析
吉田 朋史 シロイヌナズナにおけるプロ卜プラストの培養および外来遺伝子導入の試み
(生物機能解析部門)
平井 誠ニカメイガ幼虫の内因性氷核活性物質の性質
古井 聡 ホウレγソウ種子のαーグルコシダーゼの精製とその性質
梁井秀樹 ニカメイガの消化管から単離された氷骸活性フザリウムに関する研究
(生物環境反応部門)
辻 俊也イキシア (Ixiahybr協)に発生したfreesiastreak virus (FSV)の分類 ・同定並びに病原
学的研究
羅 栄徴生物を用いた水環境の毒性評価に関する研究
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7 博士学位の授与・審査状況
岡山大学自然科学研究科(後期博士課程)における博士学位審査は本学教授によってなされている。本学
に自然科学研究科が昭和62年に設置されて以来，今までに当研究所の教授が，主査，副査として関与してき
た論文等を示す。
遺伝情報発現部門
本音締男
(副査)
部田英雄:1993年度.イネ科植物うどんこ病菌の有性生殖並びに病原性に関する研究.博士(農学)(論
文)
武田和義
(副査)
福田善通:1993年度.イネの脱粒性に関する遺伝育種学的研究.博士(農学)(論文)
生物機能解析部門
兼久勝夫
(主査)
Rustamani， MaQsood A. : 1992年度.Gramine and aconitic配 idas resistant component against 
偲 reralaphids.学術博士(課程)
(副査)
篠田一孝:1989年度.アズキゾウムシの野外における生活史に関する研究.農学博士(課程)
野田千代ー:1989年度.鑑賞用Allium属植物から検出したウイルスの分類・同定並びに病原学的研究.
学術博士(課程)
)1俣邦彦:1989年度.Physiological and morphological studies of photorecePtion in the animal 
eyes.学術博士(課程)
木村哲也:1989年度.Neural control of insect reproductive organs.学術博士(課程)
村路雅彦:1989年度.カタピロアメンボ類3種の生活史形質の比較と麹型二型に関する生態遺伝学的研究.
学術博士(課程)
張 光勲:1叩0年度.クルミハムシの野外個体群動態及び異常性比現象の解明.学術博士(課程)
近藤 繁:1鈎0年度.水生植物群落に生息するユスリカ類の生活史と生息場所選択.学術博士(論文)
津遁京子:1991年度. トピイロウンカの麹型発現にみられる変異性とその発現機構.学術博士(論文)
泰山浩二:1叩1年度.Neurobiological study of the reproductive organs in crickets (Gryllus 
bimaculat脳人学術博士(論文)
贋回浄憲:1鈎2年度.Neurophysiological study of the田 rcus-to-giantinterneuron system in the 
cricket.理学博士(課程)
永井一哉:1992年度. ミナミキイロアザミウマ個体群の総合的管理に関する研究.農学博士(論文)
大坪尚贋:1伺2年度.Neuroethological study of the reproductive behaviour in the male cricket 
Gryllus bimぽuJat削除Geer.理学博士(課程)
高江州賢文:1992年度.沖縄県における畑雑草の発生機構に関する研究.農学博士(論文)
Inyoman. Widiarta: 1993年度.A comparative study on the population dynamics of gr田 n
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leafhoppers， Ne帥:oietixspp. (Hemiptera: Cicadelidae)，民tweentropical and temperate 
paddy fields.学術博士(課程)
頼 宗賢:1993年度.実験群集を用いた貯穀害虫と寄生蜂個体群の安定性要因の解析.博士(農学)(課
程)
小川宏人:1993年度.Neural basis of rhythmic movements in insects.博士(理学)(課程)
松浦博一:1993年度.ハスモンヨトウの耐寒性と越冬に関する研究.博士(農学)(論文)
部田英雄:1993年度.イネ科うどんこ病菌の有性生殖並びに病原性に関する研究.博士(農学)(論文)
多田茂男:1993年度. コガネムシ類の飛期筋多型発現機構と移動分散.博士(学術)(課程)
河崎利夫
(主査)
Sopandie， Didy : 1989年度.Studies on plant responses to salt stress.学術博士(課程)
(副査)
Chozin， Muhamad Ahmad : 1989年度.Genecological studies on Cyperaceous weeds.学術博士(課
程)
内藤整:1992年度.イネのNa+排除機作と耐塩性に関する形態生理学的研究 農学博士(課程)
鈴木幸雄
(副査)
河原秀久:1悌0年度.Acidi帥iliumfacilis 24 R株の耐殴性機構に関する研究.学術博士(課程)
菅 貞治:1989年度.プロビタミンとしての2-0ー αー グルコシルーLー アスコルビン酸の化学的，生物的安定
性に関する研究.学術博士.(課程)
徳 献:1989年度.Acidithilium属細菌の生産する制限酵素に関する研究.学術博士(課程)
八回 貴 :1錦8年度.Acidithilium属細菌のグリセロール代謝とその関連酵素.学術博士(課程)
生物環境反応部門
井上成信
(主査)
野田千代ー:1988年度.鑑賞用Allium属値物から検出されたウイルスの分類・同定並びに病原学的研究.
学術博士(課程)
部田英雄:1993年度.イネ科植物うどんこ病菌の有性生殖並びに病原性に関する研究.博士(農学)(論
文)
(副査)
岡村秀雄:1987年度.徴生物モデルシステムを用いた有害物質の生態毒理学的研究.学術博士(課程)
Nelson， Henry Eric : 1988年度. うどんこ病に対するオオムギの水平抵抗性に関する生理学的研究.学
術博士(課程)
白根 昇:1989年度.Botrytis属菌の感染に関与する諸要因の解析.学術博士(論文)
橋本尚子:1989年度.植物の病害抵抗性の発現とその制御機構.学術博士(課程)
Chozin， Muhamad Ahmad : 1989年度.Genecological studies on Cyperaceous weeds.学術博士(課程)
小林一成:1四0年度.オオムギ子葉鞘細胞による非病原菌Erysi帥etisiの認識と拒否性の誘導.学術博士
(論文)
Rustamani， Maqsood Anwar: 1991年度.Gramine and aconitic acid as resistant components 
against白 realaphids.学術博士(課程)
安成 才:1992年度.エンドウカルコン合成酵素遺伝子の構造と発現制御.農学博士 (課程)
- 62 -
平本忠浩:1992年度.オオムギにおける全身抵抗性及び感受性の誘導機構について.農学博士(課程)
豊田和弘:1993年度.病原菌シグナルによる膜情報伝達系の制御.博士(農学)(課程)
加藤敏朗:1993年度.エYドウ褐紋病菌サプレッザーの構造と作用機構.博士(学術)(課程)
加藤久晴:1993年度.エンドウの防御反応に関与する遺伝子の発現制御機構の解析.博士(農学)(課程)
Mateo. Zenaida Florendo: 1993年度 Studies on alpha factor analysis and factor analysis 
青山勲
(主査)
regression.博士(学術)(課程)
Kungolos. Athanassios: 1992年度.Studies on a shortー tennbioassay of toxic chemicals using 
Saccharomyces cerevisiae.学術博士(課程)
西岡 守:1992年度.水熱反応による汚水 ・汚泥処理とその生成物の有効利用に関する研究.工学博士
(論文)
(副査)
秩山 貞:1992年度.潮汐を同調した生物リズムの季節変動に関する研究.理学博士(課程)
清本正人:1992年度.Egg polarity of starfish : the determinant for archenteron formation localizing 
at the vegetal pole of the egg.理学博士(課程)
坂本 博:1993年度.環境の水域における変異原物質の研究.博士(薬学)(課程)
木村和義
(副査)
肘岡 毅:1991年度.大気境界層における気象観測への音波探査装置の適用に関する研究.学術博士(課
程)
Kungolos. Athanassios: 1992年度.Studies on a shortー termbioassay of toxic chemicals using 
Saccharomyces cerevisiae .学術博士(課程)
Munandar : 1993年度 Morphoー physicalstudies on drought tolerance in rice (伽izasatiw L.)博士
(農学)(課程)
$uwignyo. Rujito Agusu : 1993年度.Fundamental studies for yield improvement of Indonesian 
soybean cultivars.博士(農学)(課程)
奥野元子:1993年度.米飯の食味にかかわる精米の物理的性状と吸水特性に関する研究.博士(農学)
(論文)
8 研究生
1 )研究生採用方針と方法
研究所における研究生には次の3つのタイプがあり，それぞれ研究生としての性格や目的が異なる。受け
入れに当たっては下記の点を考慮し，指導教官の面接によって判断し，教授会で決定する。
1.日本人及び外国人留学生で大学院進学を目的として半年~1 年聞を研究生として過ごすもの。
この場合には，基本的には3・2で述べた大学院進学者選誌の方針と同様で，採用においてあるいは半
梓~1 年後に大学院生たり得るに:十分な能力，資質を有していると判断される者を受け入れる。
2.国公立または民間研究機関等の研究者
これらの者は既に一定期間独立した研究者・技術者としての業務に従事した経験を有する者であり，日
進月歩する新しい科学・技術に関してより一層の専門的知識や技術の修得を目的としている。又，研究所
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と民間企業との共同研究を行うことを目的として，研究生を採用することがある。これらの者の研究所に
おける教育は生涯教育の一貫として位置づけることができ，また研究活動も期待できる。このような研究
生の受け入れは双方にとっても重要な機能の1つであり，今後とも積極的に採用してゆくことを基本方針
とする。
3.大学院(修士課程及び博士課程)修了者
これらは就職待ちのために，一時的に研究生の身分を保持しておくケースが多い。既に大学院を修了し
ており，一定程度の研究歴，研究実績もあるので，特別な教育は必要としないが，大学院時代の不十分な
点について，あるいは一層の進展を目指した研究を行うことを目的とする研究生として受け入れることが
ある。しかし，身分が不安定なため，又，ー仕事終えた後であり，一般的には研究だけに没頭しきれない
者もでてくる。それ故，このような研究生を多く受け入れることは必ずしも望ましいこととは思われない。
しかし昨今は大学院生の就職状況は悪化しており，十分な配慮が望まれる。
その他にまだ当研究所において経験例は少ないが，国際交流，国際協力の一環として，短期間外国人研
究者を受け入れることがある。
2)状況
平成元年度以後，当研究所で受け入れた研究生は， 日本語教育を修了し，大学院進学前の外国人留学生を
除くと，次に示すように総数4名であった。研究所の機能面から考えて，今後は3.7.1で述べた(2 )に
該当する研究生や外国人研究生を当研究所の目的と先方の意向が合致すれば，許される範囲内で積極的に受
け入れてゆきたいと考える。
所属 氏名 研究題目 研究期間 指導教授
遺伝情報発現部門岸本直樹遺伝子操作
遺伝子解析分野
平成4年12月1日 本吉融男
""'5年5月31日
遺伝情報発現部門張墓潔植物のイオシストレスに対する 平成5年4月1日 松本英明
形質発現分野 応答反応の分子生物学的研究 ""'6年3月31日
生物機能解析部門高見正明生理活性物質の酵素的変換に 平成5年6月1日 鈴木幸雄
機能物質解析分野 関する研究 ""'5年9月30日
遺伝情報発現部門 田村尚之 FISH(Fluorescence In Situ 平成6年2月1日 本吉穂男
遺伝子解析分野 Hybridization)を用いたナス "'6年7月31日
科植物の遺伝子同定
なお，平成6年度4月より，当研究所では始めて，地元倉敷工業高等学校の教諭を内地留学生として受け
入れることになった。
生物環境部門 三宅直生バイオを利用した環境浄化の 平成6年4月1日青山勲
生態化学解析分野 研究 ""'7年3月31日
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W 社会的活動
1 公 開講座
公開講座は，大学が持っている専門的な教育機能を広〈地域社会に拡げて活用し，地域住民に生活上，職
業上の知識や技術及び一般教養の学習の機会を提供するもので，極めて意義あるものであり，また，研究所
が岡山地区とは異なる倉敷地区に存在し，その地域社会の一員であることを鑑みて，はじめて1993年度に第
l回公開講座を開催することになった。本年度は，今日地球規模の環境破壊が顕在化L.，その按本的対策が
いあいろと議論されている環境問題について考える視点、から， I環境と生物」をテーマに取り上げ，生物は
皆すばらしい環境適応能力をもっていること， しかし，近年それを上回る環境破壊が生物の生存を危機に曝
しでいることについて述べるとともに，環境保全や生物保存のために地球が抱えている諸問題をわかりやす
く解説しようと，公開講座がライフパーク倉敷(倉敷市福田町古新田)の視聴覚ホールで，一般市民を対象
に聞かれた。講義日程，題目，講師は次の通りで，時間はいずれも午後 l 時30分~4 時30分であった。
1993年度 公開講座「環境と生物」
7月24日(土)I環境からの警告J
1.酸性雨の問題 岡山大学資源生物科学研究所教授 木村和義
2.健康な水と病める水 岡山大学資源生物科学研究所助教授 村本茂樹
7月31日(土)i生物のすばらしい環境適応戦略J
3.作物の適応戦略 岡山大学名誉教授
4.昆虫の身を守る適応 岡山大学資源生物科学研究所 教授
8月7日(土)i地球環境と人間の生存」
5.中国黄土高原の自然と農業 岡山大学資額生物科学研究所教授
6.地球環境問題と生物の生存 岡山大学資源生物科学研究所 教授
安田昭三
兼久勝夫
武田和義
青山勲
本講座内容が地域住民の高い関心のあるところであり，研究所の特色を充分盛り込んだものであったので，
受講申込者，受講修了者とも受講者定員(50名)を上回る盛況であった。なお，本公開講座の実施に当たって
は，倉敷市教育委員会の後援を受け，倉敷市広報誌及び民間誌を通じて幅広く地域住民へのPRに努めた。
2 教官の学外における活動
氏名/委員名/期間
武田和義/文部省学術審議会専門委員(科学研究費審査)/1993年1月~現在
武田和義/EUPHYTICA編集委員/1鈎O年1月~現在
武田和義/IRGC(国際イネ遺伝学協議会)常任委員会委員/1990年5月~現在
兼久勝夫/倉敷市自然環境保護審議会委員/1991年 5 月 ~1993年 4 月， 1993年 5 月 ~1995年 4 月
河田和雄/倉敷市自然史博物館協議会議長/1992年3月~現在
鈴木幸雄/国際協力事業団によるケニア共和国ジョモ・ケニヤッタ農工大学(学士課程)プロジェクトに係
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わる園内委員会委員/1990年10月11日"'-'195年4月18日
青山勲/財団法人小林外来留学生奨学財団評議員/1982年4月~現在
青山煎/岡山市公害審議会委員/1982年9月~現在
青山 勲/岡山県児島湖流域下水道浄化セ γタ一公害防止委員会委員兼座長/1989年2月~現在
青山 勲/倉敷市自然環境保全審議会委員/1回O年10月~現在
青山勲/岡山県公害対策審議会委員/1991年4月~現在
青山勲/岡山県児島湖清水導入協議会委員/1991年7月~現在
青山勲/岡山県児島湖環境保全審議会委員/1991年7月~現在
青山勲/岡山県産業廃棄物対策会議委員/1991年8月~現在
青山 勲/岡山県廃棄物減量化・再生利用推進協議会会長/1992年8月~現在
青山 照/岡山県下水汚泥減量化・再利用検討委員会部会長/1993年6月~現在
木村和義/国立環境研究所客員研究員(非常勤)/1992年12月"'-'193年3月， 1993年12月"'-'194年3月
相木良明/埼玉県中川水系総合調査調査員/1989年8月"'-'193年3月
榎本敬/倉敷市立自然史博物館協議会委員/1983年11月~現在
V 国際 交 流
1 国際研究集会等参加
氏名/出張先/期間/集会名
村田 稔/アメリカ合衆国/1994年3月20日"'-'27日/日米科学協力事業セミナー「禾穀類ゲノムの古典及び
分子細胞遺伝学的解析」
葛西身延/アメリカ合衆国/1992年7月19日"'-'24日/9thInternational Workshop on Plant Membrane 
Biology 
松本英明/アメリカ合衆国/1992年7月19日"'-'24日/9thInternational Workshop on Plant Membrane 
Biology 
松本英明/横浜/1993年8月28日"'-'9月3日/第15回国際植物学会議
松本英明/オーストラリア/1993年9月10日"'-'9月18日/III International Symposium “Plant-Soil 
Interactions at Low pH" 
山本洋子/オーストラリア/1993年9月10日"'-'9月18日/III International Symposium “Plant-Soil 
Interactions at Low pH" 
武田和義/アメリカ合衆国/1992年7月13日"'-'7月24日/第l回国際作物学会議
武田和義/韓国/1992年9月23日"'-'10月1日/第1回アジア作物学会議
武田和義/横浜/1993年8月28日"'-'9月3日/第15回国際植物学会議
武田和義/台湾/1993年1月15"'-'21日/第7回アジア太洋州育種学会国際会議
兼久勝夫/中国/1992年6月27日"'-'7月5日/第四回国際昆虫学会議
河田和維/中国/1992年6月27日"'-'7月9日/第四回国際昆虫学会議
河田和維/台湾/1992年12月14日"'-'12月18日/第5回バナナ国際アプラムシ栽培研究シンポジウム
河田和維/チェコ与えロパキア/1993年8月31日"'-'9月4日/第4回国際アプラムシシソポジウム
積木久明/中国/1992年6月27日"'-'7月9日/第四回国際昆虫学会議
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吉田英哉/中国/1992年6月27日""7月5日/第四回国際昆虫学会議
米谷俊彦/つくば市/1992年10月13日""10月16日/Intemational Symposium fDisturbed Climate 
Vegetation and Foods(OCVF) 
中島進/京都市/1992年9月初日""9月24日/Kyoto • 92 International Conference on Biological 
Mass Spectromery 
且原真木/横浜/1993年8月28日""9月3日/第15回国際植物学会議
鈴木幸雄/オーストリア/1鈎3年9月11日""1的3年9月21日/EuropeanSymposium on Biocatalysis 
岡村秀雄/カナダ/1992年11月22日""12月1日/Workshopon Microbial Toxicity and Genotoxicity 
Screening Tests for Environmental Hazard Assessment.に出席
青山勲/ドイツ/1的3年5月7日""5月19日/The 6th Intemational Symposium 'on Toxicity 
Assessment and On-Line Monitoringに出席し，研究発表及び座長
村本茂樹/ドイツ/1993年5月7日""5月19日/The 6th Intemational Symposium on Toxicity 
Assessment and On-Line Monitoringに出席し，研究発表
米谷俊彦/京都市/1993年11月8日""11月11日/IntemationalSymposium' on Heifeで研究発表
田中丸重美/連合王国/1993年9月6日""10日/First International Congress on Oxygen and 
Environmental Stress in Plants 
佐藤和広/台湾/1993年11月15""21日/第7回アジア太祥州育種学会国際会議
2 海外技術協力
氏名/出張先/期間/目的
本音穂男/マレーシア/1993年7月27日""8月21日/マレーシア農科大学パイテク学科拡充計画短期派遣専
門家として組織培養に関する技術指導
杉本学/マレーシア/1993年7月27日""1993年8月19日/分子生物学/遺伝子工学に係る技術指導
河田和雄/フィリッピソ/1993年 1月11日""1月18日/熱帯果樹ウイルス病伝播アプラムシの防除/
(JSPS. Host plant resistance and control of tropical crop peぬ)
河田和雄/フィリッピン/1994年3月14日""3月28日/熱帯作物の病害虫抵抗性と防除/(JSPS. Host 
plant resistance and control of tropical crop pests) 
鈴木幸雄/ケニア/1992年8月4日""1992年8月17日/酵素学及びその応用に関する調査研究並びにジョモ・
ケニヤッタ農工大学(学士課程)プロジェクト巡回指導調査のため
鈴木幸雄/ケニア/1992年9月23日""1992年10月4日/酵素学及びその応用に関する調査研究並びにケニア
圏第三国研修事前調査のため
井上成信/タイ，シンガポール/1993年9月6""17日ノラン科植物ウイルスの発生調査並びに研究指導
3 文部省在外研究員
氏名/出張先/期間/研究名
且原真木/アメリカ合衆国/1993年11月1日""1994年8月28日/植物の耐塩性機構の分子生物学的研究
田中丸重美/連合王国/1993年8月23日""10月20日/資額植物の環境反応ー特に湿害に関する生理生態学に
関する研究
??? ?
4 その他の海外出張
氏名/出張先/期間/目的
松本英明/韓国/1993年10月 18 日 ~20日/全南大学農学部で講議(Plant response to alminium stress) 
武田和義/中国/1992年 5 月 2 日~5 月 13 日・ 1993年 5 月 9 日 ~6 月 5 日/文部省科研費(海外学術研究)
中国黄土高原縁化
武田和義/中国/1992年 5 月 23 日 -6 月 1 日・ 1992年10月 6 日 -10月 12 日・ 1993年 7 月 14 日 ~7 月 29 日・
1993年10月9日-10月17日/文部省科研費(創成基礎研究)中国三河平原塩類化修復
河崎利夫/韓国/1993年10月 18 日 ~20日/全南大学農学部で特別講演(Calcium and Salt Stress in Plants) 
榎本敬/韓国/1993年 6 月 1 日~8 日， 1993年 9 月 8 日 ~15日/韓国田畑雑草の調査
米谷俊彦/中国/1992年 5 月28 日~6 月 22日〆黒河流域における地空相互作用に関する日中共同研究
5 外国人研究者の受入れ
氏名/国名/所属機関/期間/受入分野
Suhaimi Napis/マレーシア/UniversitiPertanian Malaysia/1992年10月 19 日 ~12月 9日/遺伝子解析
Lee Yew Hwa/シγガポール/NationalUniversity of Singapore/1993年3月 29 日 ~4月 6日/遺伝子解析
Tatiana Zaharieva/プルガリア/N.Poushkarov Institute of Soil Science and Agroecology /1994年3
月 22 日 ~1995年 1 月 21 日/形質発現
]im Sumalde/フィリピン/Univ.Phillipine/1992年11月25日-12月5日/生物間情報認識
Romerio/フィリピン/Univ.Phillipine/1994年3月4日-3月14日/生物間情報認識
K.K.Attia/エジプト/Universityof Assiut/1992年11月1日-12月21日/代謝調節
P.M.Kutima/ケニア/JomoKenyatta University College of Agriculture and Technology/1992年4月
4 日 ~1992年 9 月 28日/機能物質解析
金永曾/韓国/韓国人暮煙草研究院/1992年 6 月 1 日 ~1993年 5 月 31 日/機能物質解析
崖康注/韓国/韓国人事煙草研究院/1993年4月19日--1993年5月13日/機能物質解析
呉基日/中国/延辺農学院/1992年4月1日-1994年2月24日/大麦系統保存施設
6 海外からの来訪者
氏名/国名/所属機関/期間/受入分野
]. S. Heslop一Harrison/連合王国/JohnInnes白 ntre/1993年9月9日/遺伝子解析
T. Schwarzacher/連合王国/]ohnInnes Centre/1993年9月9日/遺伝子解析
K. Strzalka/ポーランド/Inst.Mol. Biol.， Yogiellonian Univ. /1992年10月30日-31日/形質発現
G. C. Chung/韓国/全南大農/1993年 1 月 11 日 ~13日/形質発現
C. Schnarren berger /ドイツ/FreieUniv. Berlin/1993年 9 月 8 日 ~9 日/形質発現
C. Ullrich/ドイツ/BotanischesInstitute， Technisch Hochschule Darmstadt/1993年9月22日/形質
発現
W. Ullrich/ドイツ/BotanischesInstitute， Technisch H∞hschule Darmstadt/1993年9月22日/形質
発現
G.Schuster/ドイツ/Universityof Leipzig/1992年5月10日....12日/代謝調節
1. Frommhold/ドイツ/UniversityofLeipzig/1992年5月10日...12日/代謝調節
A.Sievers/ドイツ/Universityof Bonn/1鈎2年5月10日-12日/代謝調節
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D. Z. Heinowicz/ポーランド/Universityof Silesia/1992年5月10日""12日/代謝調節
R. r.M. Van Steveninck/オーストラリア/LaTrobe University/1鈎2年5月10日""12日/代謝調節
R. ~ajagOpal/デンマーク/RoyalVeterinary and Agricutural University /1992年5月24日/代謝調節
F.~.Smith/オーストラリア/Universityof Adelaide/1992年7月13日""14日/代謝調節
P.ferata/イタリア/Unive凶 yof Pisa/1992年10月5日""6日/代謝調節
J.M.St出sart/ベルギー/VrijeUniversiteit Brus田1/1伺3年9月4日""6日/代謝調節
J.Oainty/フランス/1993年9月8日""9日/代謝調節
S.，件runin/タイ/LandDevelopment Department/1蜘年10月7日/代謝調節
A.lYuv釦 iyama/タl'/Land Development Dep制 ment/1蜘年10月7日/代謝調節
J. ]tIardie/Imperial Col. Science， London Univ. /1田3年3月12日""13日/生物問情報認識
I.ドodek/Czechoslovakia/臼hechAcademy of Science/1993年11月2日/生物間情報認識
M‘Hodkova/Czhechoslovakia/Czhech Academy of Science/1993年11月2日/生物問情報認識
し O.Brun/New Caledonia/Member of ORSTOM/1鈎4年2月18日/生物間情報認識
Rusmilah Suseno/インドネシア/BogorAgricultural University/1992年10月1日""5日/病態解析
U*ung S. Tresriaputra/イソドネシア/Facultyof Agriculture， Hasanuddin University/1992年10月
1日""5日/病態解析
Wen Yi Cheng/台湾/台湾横業研究所植物保護系/1伺3年1月29日/病態解析
M4rten Melzer/ドイツ/Muslituteof Pharmazeubinche Biologie/1則年2月22日〆病態解析
Hヰ関nDjajasukanta/インドネシア/PadjadjaranUniversity/1993年3月14日""15日/病態解析
Intoman Widiarta/インドネシア/Directorateof Food Crop Prot配 tion/1993年3月17日/病態解析
頼 宗賢/台湾/台北市政府工務局公園路灯工程管理処花尭試験中心/1993年3月17日/病態解析
Wolfgang Barz/ドイツ/Lehrstuhlfur Biochemie der Pflanzen Westfulische Wilhelms-Universitat 
Munster/1伺3年8月24日/病態解析
禁 金)11/台湾/台湾省農業試験所/1993年7月14日""15日/病態解析
察 金川他4名/台湾/台湾省農業試験所/1992年5月27日""28日/環境適応解析
王 介民他1名/中国/高原大気物理学研究所/1993年10月23日/環境適応解析
P和lG.Jarvis他1名/連合王国/1993年9月8日/環境適応解析
T.M.Ch∞/カナダ/カナダ農務省/1992年4月22日""23日/大麦系統保存施設
S.C.Spaeth/アメリカ合衆国/ワシソトソ州立大学/1992年4月28日""29日/大麦系統保存施設
周 日栄他3名/中国/河北農業大学/1992年6月29日/大麦系統保存施設
山倫他7名/中国/中国科学院西北水土保持研究所/1992年10月2日""4日/大麦系統保存施設
N ~D. Tuylouglu他7名/トルコ/トルコ国営農場総局/1992年10月初日/大麦系統保存施設
A.R. Schalatter/アルゼンチン/アルゼソチン農業技術研究所/1993年4月7日/大麦系統保存施設
S.N.Shen/中国/ハルピン農科所/1993年4月7日/大麦系統保存施設
S.M.H.Hejazi/イラン/テヘラソ大学/1993年4月7日'/大麦系統保存施設
Z.Ahamad/パキスタソ/パキスタン植物遺伝学研究所/1鈎3年4月7日/大麦系統保存施設
M.S.P.Po口illo/パラグアイ/パラグアイ農務省/1伺3年4月7日/大麦系統保存施設
V ~A. Sumanasinghe/スリランカ/ぺレデニア大学/1993年4月7日/大麦系統保存施設
李春雨/韓国/韓国農林省農村振興庁/1993年4月28日/大麦系統保存施設
S.Korkut 他6名〆トルコ/トルコ国営農場総局/1993年9月初日/大麦系統保存施設
M.S.Masood他1名/パキスタシ/パキスタン植物遺伝資源保存研究所/1993年12月2日/大麦系統保存
施設
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VI 学術情報
1 図書の整備状況
当研究所の図書館は，農業生物研究所の前身財団法人大原農業研究所の図書館を引継いだもので日本の農
学に関する図書館としては，最も充実したものの一つであるといわれている。
その蔵書は，平成5年4月1日現在， 151，725冊である(和書69，519冊，洋書82，206冊)。蔵書構成の特徴
は，当研究所の創設者大原孫三郎氏が，大正11年から13年にかけて，研究員を欧州や中国に派遣して収集し
た植物学 ・農学関係の重要な図書を持ち，なおかつ自然科学を中心とする学術雑誌の種類が豊富なことであ
る。この中には，後に貴重書文庫に指定される「ペッファ一文庫J(ドイツのW.Pfeffer博士の植物学関係
蔵書約11，730冊)， i大原漢籍文庫J(中国明・清時代の農書約4，8∞冊)及び「大原農書文庫J(日本の近世
期の農業 ・本草書約2，800冊)が含まれている。
「ペッファ一文庫」は植物学から植物生理学を大成させたと言われるペッファ一博士の研究思考過程が如
実にわかる手稿本「円lanzenphysiologie ] (1881)をはじめ貴重な図書・学術論文が多数収められている。「大
原漢籍文庫J，i大原農書文庫」は両文庫あわせて日本と中国の農学関係の一大コレクションとなり，この中
には中国でもはや散逸してしまっている書籍や日本唯一といわれる貴重な写本・刊本が現存しており，その
学術的価値は非常に高い。そのため当研究所では，この貴重な蔵書を将来に備えて大切に保存しつつ，利用
に供する施策を少しずつ進めてきた。たとえば「ペッファ一文庫」の酸性紙の劣化防止策として，文部省か
ら予算の配布を受けて中性紙の特製保存箱を調達し，その中に収めたり，革製の背表紙などの傷みが顕著な
ものについては，計画的に修理をするなどである。今後は「大原農書文庫」の和装本の補修及びマイクロ化
や「大原漢籍文庫」のそれを計画中である。
このほか害虫・昆虫関係の文献を集めた「桑山文庫J(8，804冊)や種子学関係の蔵書があり，その中には
見るべきものも多い。
1989年，研究所が農業生物研究所から資源生物科学研究所に改組きれ，それに伴って全国から今までにな
〈多数の大学院生が入所し，新たな局面を迎えることになった。その一つは，教官のみならず学生のための
図書を整備する必要が生じたことである。そこで平成3年度から学生当り積算校費の一部を学生用図書購入
費として新設し全分野の教官に図書の選定を依頼した。こうして購入された図書を図書館閲覧室に備付け
利用に供している。平成4年度以降も継続することによって，図書の充実を計っている。
図書蔵書数
年度 和書 洋書 全所蔵冊数 年度受入冊数
昭和63 67，385 79，478 146，邸3 1，318 
平成元 67，933 80，144 148，077 1，214 
平成2 回，486 80，875 149，361 1，284 
平成3 69，011 81，615 150，626 1，265 
平成4 69，519 82，206 151，725 1，099 
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2 学術雑誌の整備状況
指研究所図書館の学術雑誌は，貴重図書に勝るとも劣らず大層充実しており，全蔵書の2/3を占めている。
こめことは，創設者大原孫三郎氏が欧州で図書を収集の際，あわせて学術雑誌のそれに力を注いだ成果が基
盤止なっている。
半の蔵書構成の特徴は，主題内容が豊富なことや創刊以降のパックナソパーがよく揃っているところにあ
るq農学 ・生物学・生化学分野を中心に工学・医学・数学・地理学などの雑誌もかなりあり，さらに自然科
学分野の代表誌 iNatureJ(1870年創刊)， iScienceJ (1883-1894)， rScience.N.S.J (1895年創刊)な
どまとまって所蔵している。世界で最初の雑誌といわれている iPhilosophicalTransactionsJ (The Ro-
yaL Society of London， 1665年3月8日創刊)のAbridged版(全18巻)の所蔵は，日本唯ーである。大都
市め多くの図書館の貴重な蔵書が戦災で失われているため，これらの蔵書の存在は，多数の研究者にとって
か砂がえのないものとなっている。 19世紀末は， ヨーロッパの学術雑誌の刊行が最も隆盛を極めた時代であ
り，現在の主要な雑誌の源はこの時代に端を発する。そのような時に当研究所の学術雑誌を収集することが
で告たことが，その充実をもたらしている。雑誌の充実に関する今一つの要因は，当研究所が創設(大正3
年l以来和洋の定期刊行物を発刊し広く圏内外の大学や研究機関と国際交換しており，相手方から紀要・レ
ポ十トなど通常では入手できない資料類の配布を受けてきた。その中には，米国の州政府及び州立大学出版
物 (USDA)の網羅的収集が含まれている。いずれも分類整理され整然と配架されていて，他にない特色あ
る蔵書となっている。
十方， 日本の自然科学分野の基本的な維誌である「科学J(昭和6)，i科学朝日J(昭和16)，i自然J(昭
和~1) などをはじめ大衆誌「家の光」まで幅広く集め保存されていて，その価値は全国的に高く評価されて
いる。
kれらの学術雑誌は，利用が頻繁であるだけに，損傷や傷みが年を追って激しくなる上に紙質が酸性であ
るための劣化もまぬがれない。原本があまり消耗しないうちにマイクロ化などの方策を考える必要があると
思われる。
数年前の改組で研究所は新部門を設立した。そこで平成元年から分子生物学あるいは植物遺伝子関係の学
術雑誌，たとえばJournalof Cel Biology， Genomics， The EMBO Journalなどを新規に購入するととも
に4それらのパックナγパーを補充する地道な努力がなされ，学術的にも一段とその蔵書内容は充実してき
た4これらの学術雑誌の中には，日本の他の機関にはまだ所蔵のないものもあり，大いに利用されている。
雑誌受入数及び所蔵種類数
購 入 寄贈・その他
年度 言十 全所蔵種類数
和 洋 計 和 t学 E十
昭和63 92 126 218 944 949 1，893 2，111 9，743 
平成元 92 141 233 771 4印 1，231 1，464 9，793 
平成2 94 133 227 677 326 1，∞3 1，230 9，838 
平成3 97 131 228 876 601 1，477 1，705 9，881 
平成4 97 130 227 加2 478 1，280 L印7 9，921 
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3 学術情報システム
近年の学術情報システムの進展に伴い，全国をネットワークで結び学術資源の共有化 ・共同利用化が推進
されてきた。岡山大学においても附属図書館を学術情報セγター(東京)と結び， OPACによる学内の学術
情報システムを形成し利用に供してきた。
本研究所では従来から学内の総合情報処理セ γター(津島地区)とネットワークを組み研究上のさまざま
な数値やデータを電算処理してきたが，学術情報につ1，¥ては，当分館を中心に学内 ・学外の情報システムの
ネットワーク化を積極的に進めてきた。
まず，昭和62年附属図書館の専用電算機 (ACOSシステム403)と結んだ端末一台を導入し，昭和63年4月
学術情報セ γターと接続した。そして図書目録業務 (NACSIS-CAT中心)を電算化することによって，
全国の大学図書館の図書等の所蔵検索を可能にし，またOPACに参画することで所内及び学内図書の所在を
迅速に検索することができるシステムを形成した。平成2年度になって端末が2台増設された。そのうち一
台は閲覧室に備付けてだれでも自由にアクセスし検索できるようにした。そこで，当研究所で最も必要とす
る雑誌情報の迅速な入手を促進するため，学術雑誌、受入業務の電算化が計画され，第一段階として，和洋購
入雑誌の情報を整備することができた。寄贈・交換誌についてはタイトル数があまりに多いので今後段階的
に電算化を実現していく予定で計画を進めている。これによって，所蔵する学術雑誌情報を最新の到着状況
を含めて，所内の各研究室や学内に広く公開することができるようになる予定である。
平成3年4月，情報検索システムの導入を開始した。学術情報センターは，さまざまのデータベースを所
有しており，検索専用のシステムであるNACSIS-IRを使えば接続館は手軽にそれらの検索ができる。試
みにこの中の生命科学関係のデータベースを中心に情報検索サービスをはじめると非常に便利で有用なため
に，次は，生物学の情報であるBIOSISの検索をとの要望が強くなった。 BIOSISへのアプローチはさまざま
の方法があるが，筑渡大学のUTOPIAを利用すれば回線料金の負担が少なくなりそれだけ検索費用が安く
てすむことから，筑波と結んで検索を開始した(同年6月)。平成4年度には科学情報を必要とする教官や
院生のために，東京大学のTOOL-IR/ORIONでCASオγライシの検索を開始した0・一方，自分のパソコ
ンを駆使して昼夜をとわず検索したい希望者には，検索のためのガイダγス等を聞くなどして，研究室での
情報検索も容易にできるようになっている。
文献複写 ・相互貸借については，従来の郵送による方法にかわってILLシステムが稼働を開始した。これ
は平成4年度から学術情報セソターで新しく開発されたもので，全国の大学図書館を窓口に，相互に文献・
図書の依頼や受託のやり取りをコンピュータを使うことによって，現物を早く入手できるようにしようとす
る画期的なものである。当研究所も平成4年4月，このILLシステムに参加し，現在に至っている。このシ
ステムに参加した結果，当館の豊富な蔵書が全国の多数の研究者のために一層役立つようになってきている。
このように所内の学術情報システムは，この数年で格段の飛躍を遂げつつあり，教官や大学院生への研究
支援体制もかなり充実してきた。一方，学内LAN(津島一倉敷，倉敷一鹿田)の整備充実をはじめ，ワー
クステーションの新設等まだまだ課題は山積している。今後の取組みが期待されるところである。
学術情報
年度 NACSIS-IR UTOPIA TOOL-IR/ORION 所蔵 計(件)
平成3
平成4
19 
5 
13 
39 
未接続
19 
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5 
25 
37 
88 
VI 管理運営
1 管理運営
1 )機構
F究所設置規程による機構は次図のように示される。
研究部門
「一遺伝子解析分野
遺伝情報発現部門ー十一形質発現分野
」一遺伝制御分野
「一生物間情報認識分野
生物機能解析部門ー十一代謝調節分野
」一機能物質解析分野
「一病態解析分野
生物環境反応部門一+一生態化学解析分野
」一環境適応解析分野
生活環解析(外国人客員)部門
附属施設一一一大麦系統保存施設
事務部f::
一-ι…
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2)研究所長:選考方法
研究所規程の所長の項に「研究所に，所長を置き，専任の教授をもって充てる。所長は，研究所に関する
事項を掌理する」とある。選考方法は「岡山大学資源生物科学研究所長候補者所長選考規程」により選考し
ている。選挙に当り「岡山大学資源生物科学研究所所長候補者選挙細則J(平成2年2月9日)と「岡山大
学資源生物科学研究所所長候補者選挙申し合わせJ(平成2年2月9日)を設けている。
岡山大学資源生物科学研究所長候補者選考規程
(昭和畔 4月 8日)
岡山大学規程第20号
第1条 岡山大学資源生物科学研究所長(以下「研究所長」という。)候補者の選考は，教育公務員特例法
(昭和24年法律第l号)第4条第2項の規定に基づき定めたこの規程により，学長が行う。
第2条研究所長候補者の選考は，次の各号のーに該当する場合に行う。
研究所長の任期が満了するとき。
二研究所長が辞任を申し出たとき。
三 研究所長が欠員となったとき。
2 前項第1号の場合は，任期満了の1月前までに，同項第2号又は第3号の場合は，辞任の申し出があっ
たとき又は欠員となったときから1月以内に行う。
第3条研究所長候補者は，研究所専任の教授のうちから選考する。
第4条 研究所長候補者を選考するに当たっては，選挙を行う。
第5条 研究所長候補者の選挙の有資格者は，研究所専任の教授，助教授，講師及び助手とする。
第6条研究所長候補者の選挙の管理は，研究所専任の教授全員で組織する選挙管理委員会(以下「委員会J
という。)が行う。
2 委員会の委員長は，委員の互選による。
第7条 委員会の委員長は，選挙の結果を速やかに学長に報告しなければならない。
第8条研究所長の任期は， 2年とする。
2 研究所長は，再任することができる。ただし，引き続き4年を超えて在任することはできない。
3 第2条第1項第2号又は第3号の事由により選任された者の任期は，第1項の規定にかかわらず，前任
者の当該年度の残余期間に1年を加えたものとする。
第9条 この規程に定めるもののほか，選挙に関する細則は，研究所長が別に定める。
附則
1 この規程は，昭和63年4月8日から施行する。
2 この規程施行の際現に所長の職にある者は，この規程により選考されたものとみなす。ただしその任
期は，第8条第1項の規定にかかわらず，昭和65年3月31日までとする。
???
3)教授会:構成員，運営方針
研究所規程の教授会の項に「研究所に教授会を置き，規程は別に定めるJとし，r岡山大学資源生物科学
研究所教授会議事規程」により運営している。
岡山大学資源生物科学研究所教授会議事規程
(昭和 63 年 4 月 8 目、
岡山大学資源生物科学研究所規程第4号/
(趣旨)
第1条 この規程は，岡山大学教授会規程(昭和25年岡山大学規程第27号)第5条及び岡山大学資源生物科
学研究所規程(昭和63年岡山大学資源生物科学研究所規程第2号)第7条第2項の規定に基づき，岡山大
字資源生物科学研究所教授会(以下「教授会Jという。)の議事及び運営に闘い必要な事項を定めるも
わとする。
(組織)
第?条教授会は，資源生物科学研究所(以下「研究所」という。)の専任の全教授で組織する。
(審議事項)
第S条教授会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
r 教官の人事に関する事項
1ニ 規程の制定，改廃に関する事項
芋 予算概算に関する事項
阻研究部門の設置及び改廃に関する事項
革施設の設置及び改廃に関する事項
ホ その他研究所の運営に関する重要な事項
(会議)
第4条教授会は，原則として月 1回聞くものとする。
第F条所長は，教授会を招集し，その議長となる。
(議事)
第6条教授会は，構成員(外国出張中の者を除く。)の 3分の2以上の出席がなければ議事を聞き，議決
することはできない。
第7条 教授会の議事は，出席者の過半数の賛成によって決する。
(助教授の出席)
第8条教授会が必要と認めるときは，助教授を出席させ，意見を述べさせることができる。ただし，議決
ドは加わらないものとする。
附則
にの規程は，昭和田年4月8日から施行する。
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4)各種委員会と規程(構成員， 選考方法， 運営方針)
研究所の運営上設置されている委員会とその規程等を列挙し，運営委員会については委員の名簿を記載す
る。
(1)運営委員会
岡山大学資源生物科学研究所運営委員会規程
(昭和 63 年 4 月 8 日)
岡山大学資源生物科学研究所規程第5号
(趣旨)
第1条 この規程は，岡山大学資源生物科学研究所規程(昭和63年岡山大学資源生物科学研究所規程第2号)
第8条第2項の規定に基づき，岡山大学資源生物科学研究所運営委員会(以下「運営委員会」という。)
に関し，必要な事項を定めるものとする。
(組織)
第2条 運営委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。
一一
一一
四
資源生物科学研究所長(以下「所長」という。)
研究所専任の教授のうちから所長の命じた者 若干名
前号以外の岡山大学教授のうちから所長の委嘱した者 若干名
岡山大学以外の学識経験者等のうちから所長が委嘱した者 若干名
2 前項第2号，第3号及び第4号の委員の任期は2年とする。ただし欠員が生じた場合の補欠の委員の任
期は，前任者の残任期間とする。
(会議)
第3条所長は，運営委員会を招集しその議長となる。
2 所長に事故あるときは，所長があらかじめ指名した委員が前項の職務を代理する。
(雑則)
第4条 この規程に定めるもののほか，運営委員会に関し必要な事項は，運営委員会が定める。
1 
2 
附則
この規程は，昭和63年4月8日から施行する。
この規程の施行後最初に任命される第2条第1項第2号，第3号及び第4号の委員の任期は，第2条第
2項の規定にかかわらず，昭和65年3月31日までとする。
運営委員名簿(平成2-3年度， 4-5年度)
平成2-3年度
河崎利夫(岡山大学資額生物科学研究所教授)規定第2号第1号委員
本吉 融男(岡山大学資源生物科学研究所教授)規定第2号第2号委員
鈴木 幸雄(岡山大学資源生物科学研究所教授)規定第2号第2号委員
木村 和義(岡山大学資源生物科学研究所教授)規定第2号第2号委員
長堀金造(岡山大学農学部教授)規定第2号第3号委員 農学部
山口 恒夫(岡山大学理学部教授)規定第2号第3号委員理学部長
河野伊一郎(岡山大学工学部教授)規定第2号第3号委員 工学部長
山田 康之(京都大学農学部教授)規定第2号第4号委員
研究所所長
部門主任
部門主任
部門主任
田村 三郎(東京大学名誉教授) 規定第2号第4号委員
大原謙一朗(中国銀行副頭取) 規定第2号第4号委員
前富山県立技術短期大学長
大原奨農会理事長
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平成4-5年度
兼久勝夫(岡山大学資源生物科学研究所教授)規定第2号第l号委員 研究所所長
松本 英明(岡山大学費漉生物科学研究所教授)規定第2号第2号委員 部門主任
河崎利夫(岡山大学資源生物科学研究所教授)規定第2号第2号委員 部門主任
青山 勲(岡山大学資源生物科学研究所教授)規定第2号第2号委員 部門主任
河津ー儀(岡山大学農学部教授)規定第2号第3号委員 農学部長
ljiJロ 恒夫(岡山大学理学部教授)規定第2号第3号委員 理学部長
田坂賢治(岡山大学薬学部教授)規定第2号第3号委員 薬学部長l村却(東開名制)規即時4号委員問問術短加長
田 泰次(愛媛大学名誉教授) 規定第2号第4号委員 前愛媛大学長
大原謙一朗(中国銀行副頭取) 規定第2号第4号委員 大原奨農会理事長
( 2 )教官会議
岡山大学資源生物科学研究所教官会議内規
(昭和 63 年 4 月 19 日1
岡山大学資源生物科学研究所内規第1号/
第1条 岡山大学資源生物科学研究所教官会議(以下「教官会議」という。)は，資源生物科学研究所専任
め教授，助教授，講師及び助手(以下「教官」という。)をもって組織する。
第担条 教官会議は，岡山大学資源生物科学研究所教授会議事規程第3条中第l号以外の事項について審議 .
する。
第3条 教官会議は，毎月 l固定例に聞くものとする。ただし，所長が必要と認めるときは臨時に教官会議
世聞くことができる。
2 所長は，教官の3分のl以上の要求があるときは教官会議を招集しなければならない。
第再条 所長は，教官会議を招集し，その議長となる。ただし，所長に事故あるときは，あらかじめ所長の
指名する教授がこれに代るものとする。
第5条 教官会議は，教官の3分の2以上の出席によって成立する。
第B条 教官会議の議事は，出席者の過半数をもって決する。表決事項は，教授会に具申する。
第V条 議長が必要と認めるときは，教官会議に教官以外の者を出席させることができる。ただし，表決に
加えることはできない。
第8条 教官会議の事務は，事務部において行う。
第9条 この内規の改廃は，教官会議の議を経て教授会において行う。
附則
仁の内規は，昭和63年4月19日から施行し，昭和63年4月8日から適用する。
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( 3)岡山大学資源生物科学研究所附属大麦系統保存施設運営委員会
岡山大学資源生物科学研究所附属大麦系統保存施設は下記の規程を設けて運営している。それに関わる
運営委員会を設けている。
岡山大学資源生物科学研究所附属大麦系統保存施設規程
(昭和 63 年 4 月 8 目、
岡山大学資源生物科学研究所規程第9号/
改正元2. 6. 8資生研規1号
(趣旨)
第1条 この規程は，岡山大学資源生物科学研究所規程(昭和63年岡山大学資源生物科学研究所規程第2号)。
第4条第2項の規定に基づき，岡山大学資源生物科学研究所附属大麦系統保存施設(以下「保存施設」と
いう。)の組織，運営等に関L.必要な事項を定めるものとする。
(目的)
第2条 保存施設は，大麦の栽培種及び野生種の収集と保存並びにそれらの特性の調査研究を行うことを目
的とする。
(職員)
第3条保存施設に次の職員を置く。
教授
二助教授
三助手
(施設長)
第4条 施設長は，研究所の教授のうちから教授会の議を経て選出する。
2 施設長の任期は. 2年とする。ただし，再任を妨げない。
(共同利用)
第5条 保存施設の施設は，特に支障のない限り，他の大学又は研究機関の研究者等に共同利用させること
ができる。
(運営委員会)
第6条保存施設の円滑な運営を図るため，岡山大学資源生物科学研究所附属大麦系統保存施設運営委員会
(以下「委員会」という。)を置く。
2 委員会に関する規程は，別に定める。
附則
l この規程は，昭和63年4月8日から施行する。
2 この規程の施行後最初に任命される施設長の任期は，第4条第2項の規定にかかわらず，昭和65年3月
31日までとする。
附則
この規程は，平成2年6月8日から施行する。
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岡山大学資源生物科学研究所附属大麦系統保存施設運営委員会規程
(昭和 63 年 4 月 8 目、
岡山大学資掠生物科学研究所規程第10号/
(趣旨)
第1条 この規程は，岡山大学資諒生物科学研究所附属大麦系統保存施設規程(昭和63年岡山大学資源生物
科学研究所規程第2号)第6条第2項の規定に基づき，岡山大学資源生物科学研究所附属大麦系統保存施
設運営委員会(以下「委員会」という。)の組織，運営等に関し，必要な事項を定めるものとする。
(審議事項)
第2条 委員会は，岡山大学資謀生物科学研究所附属大麦系統保存施設(以下「保存施設」という。)の運
皆に関する重要事項を審議する。
(組織)
第3条委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。
← 施設長
E附の教授のう山 3人
保存施設の専任教官
四 その他施設長が必要と認めた者
2 前項第2号及び第4号の委員の任期は， 2年とする。ただし再任を妨げない。
(委員長)
第品条 委員会に委員長を置き，施設長をもって充てる。
2 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。
(庶務)
第島条 委員会の庶務は，資漉生物科学研究所事務部において処理する。
l 附則
1 この規程は，昭和63年4月8日から施行する。
2 この規程の施行後最初に任命される第3条第1項第2号及び第4号の委員の任期は，第3条第2項の規
宇にかかわらず，昭和65年3月31日までとする。
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( 4)その他の規程・要項・内規のある委員会(規程の内容は省略)
a 岡山大学資源生物科学研究所防火対策委員会(平成元年5月12日)
防火対策のため「岡山大学資源生物科学研究所防火管理規程J(昭和63年4月8日)により.r岡山
大学資源生物科学研究所防火対策委員会要項J(平成元年5月12日)を設け，上記委員会を設置して
いる。委員長は所長。
b岡山大学資源生物科学研究所放射線安全管理委員会
放射線物質の安全な取り扱いのため「岡山大学放射線障害予防規程資源生物科学研究所施行細則」
(平成元年6月9日)を設け，それに沿って「岡山大学資額生物科学研究所放射線安全管理委員会内規」
(平成元年6月9日)があり，上記委員会を設置している。委員長は所長。
c 岡山大学資源生物科学研究所図書委員会
岡山大学資源生物科学研究所図書分舘の運営と図書資料に関して「図書委員会要項J(平成元年9月
1日)を設け，それにより上記委員会を設置している。委員長は岡山大学資源生物科学研究所図書分舘
分舘長。
d 岡山大学資源生物科学研究所農場委員会(平成元年4月14日)
農場の管理運営に関して「岡山大学資源生物科学研究所農場管理運営内規(平成元年4月14日)を
設け，それにより上記委員会を設置している。委員長は岡山大学資源生物科学研究所農場長。
( 5 )規程等を設けず目的を限定・明示した委員会
上記の他に，規約・内規 ・要項等を設けず目的を明記した研究所内の委員会として次のものがある。
計算機委員会(昭和63年5月13日教官会議)
将来計画委員会(昭和63年5月13日教官会議)
予算委員会(昭和63年5月13日教官会議)
施設設定委員会(昭和63年5月13日教官会議)
大学院問題検討委員会(昭和63年5月13日教官会議)
研究交流委員会(昭和63年5月13日教官会議)
設備購入委員会(昭和63年6月10日教官会議)
実験施設 ・設備利用委員会(昭和63年6月10日教官会議)
出版 ・広報委員会(平成元年6月26日教官会議)
新温室建設準備委員会(平成5年2月S日教官会議)
雑誌編集委員会(平成元年11月10日教官会議)
職員レクリエーション委員会(昭和63年5月13日教官会議)
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5)研究・教育組織
(平成6年6月1日現在)
( 1 )配置状況
????????
遺伝制御研究分野
教授
助教授(農博)前
助手力
技官訟
妓能補佐員 村
??
首
????
勲
形質発現研究分野
教 授(農博)訟
助教授(理博)山
助 手(医博)江
技官力
?
授(工博)育
??????
線
(併任)教
遺伝情報発現部門
遺伝子解析研究分野
教 授(農博)本
助教授倒1.町村
助 手(農博)坂
(農博)小
官字
?????
長所
????????? ?機能物質解析研究分野
教 授(農博)鈴
助教授(農博)山
助 手(理博)今
" (農博)杉
官味
進
三根夫
真木
佳子
????
代謝調節研究分野
教授
助教授(理博)中
助 手(理博)柴
" (理博)li
官秋
????
英
??
技
生物機能解析部門
生物間情報認磁研究分野
教 授(農博)兼久
助 手(農博)積木
" (理博)吉田
官 白神技
????????
愛
??
????
技
環境適応解析研究分野
教 授(農博)木
助教授(農縛)西
" (理博)米谷
手 榎本
庁 (農博)田中丸
。(理博)柏木
技官 平岡
技術補佐員 作本
村
助
勲
茂樹
秀雄
日佐夫
????
技
生態化学解析研究分野
教 授(工博)育
助教授(農博)村
助 手(学博)岡
技官西
????
?
?
??
生物環境反応部門
病態解析研究分野
教 授(農博)井
助教授(農博)前
助手麻
近
技官光
妓和補佐員 斉
?? ?
????????
農場
農場長(併任)教 授(農惇)武
主事(併任)助教授(康博)佐
技官高
技能補佐員 筒
生活環解析(外国人客員)部門ω10
客員教授(農博)曾富生 H6.6.1-H6.嗣争
和
和
義
広
真
誠
淑江
恵利子
??????
附属大麦系統保存施設
施股長(併任)教 授(農博)武
' 助教授(農博)佐
助 手(農博)武
技官石
銭能補佐員 大
府 難
附属図書館資源生物科学研究所分館
分館長(併任)教授(農博)本吉徳男
受入係
係長
事務官
閲覧係
係 長(併任)宮
事務補佐員 青
" (併任)黒
??
???
明
祐
??
?
根
井
原
宮
坂
岡野知洋
赤木洋介
三 宅 教
山本三穂
黒原昌子
能登原永津子
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???
??
??。?
??
計
務
???
徳、
??????
和
??
野
?? ???? ??
事務部
事務長星
庶務係
係長
主任
事務官
揖官
事務補佐員
臨時用務員
( 2 )教員選考基準
「岡山大学資源生物科学研究所教員選考規程J(昭和63年4月8日)により選考している。詳細は「教
官選考に関する申合せJ(昭和63年11月制定，平成4年11月改定)により選考している。
岡山大学資源生物科学研究所教員選考規程
(昭和 63 年 4 月 8 日)
岡山大学資源生物科学研究所規程第6号
第1条 この規程は，岡山大学教官選考基準(昭和40年岡山大学規程第7号)第2条第2項の規定に基づき，
岡山大学資源生物科学研究所(以下「研究所」という。)の教員の採用及び昇任の選考について定める。
第2条 教員の選考は，別に設ける選考委員会の審議を経た者について，岡山大学教官選考基準によって教
授会が行う。
第3条前条の教授会は，研究所教授の4分の3以上の出席によって成立する。
第4条 教員の選考は，教授会構成員の過半数の同意によって行う。
間則
この規程は，昭和63年4月8日から施行する。
教官選考に関する申合せ
1.教官選考は，本申合せに基づき，選考委員会の選考を経た者について，教授会で決定する。
2. (教官選考委員会)
教官選考委員会の構成は次のとおりとする。
(1) 教授選考の場合は教授で構成する。
(2) 助教授選考の場合は教授，助教授で構成する。
(3)助手選考の場合，第l次選考委員会は所長，当該部門の教官全員及び他部門の各分野から推薦された
教官各l名によって構成し，また，第2次選考委員会は所長及び当該分野の教官全員によって構成する。
上記の各選考委員会では所長が委員長となる。また，各選考委員会は構成員の3分の2以上の出席によ
り成立し選考は構成員の過半数の同意によって行う。ただし外国出張及び長期国内出張中の者(研・
修を含む)は構成員に第入しないこととし，退官予定者は後任人事に関係しないものとする。
3. (選考準備委員会)
前項の選考委員会のほかに，教授，助教授，助手の選考について，選考準備委員会を設ける。その任務
及び構成は次のとおりとする。
(1) 任務
a)専門範囲，募集文書，発送先等についての検討資料を選考委員会に提出する。
b)応募者の研究業績等の概要を選考委員会で報告する。
c)選考委員会での選考に関する準備等を行う。
(却構成
a)教授選考の場合は教授選考委員の互選により 3名を選出し，委員長は選考準備委員の互選により選
出する。
b)助教授選考の場合は助教授選考委員の互選により 3名を選出する。うち l名は当該分野の教官とし，
委員長は選考準備委員の互選により当該分野以外の教官から選出する。
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c)助手選考の場合は，第1次助手選考委員の互選により 4名を選出する。原則として，うち2名は当
該分野の教官とし，委員長は選考準備委員の互選により当該分野以外の教官から選出する。
4 t採用教官の専門範囲は，選考委員会で原案を作成，教官会議で協議し，教授会で決定する。
51教官人事は広い視野において選考することを基本とし，広く関係機関に文書により応募の依頼を行う。
院こだし，所内における昇任を伴わない異動については教授会において発議し，選考委員会を経て教授会で
除定することができる。この場合，選考委員会及び選考準備委員会の構成は次のとおりとする。
t)選考委員会は，教授で構成し，所長が委員長となる。
~2} 選考準備委員会は，選考委員の互選により 3 名を選出し・委員長は選考準備委員の互選によ嚇す
る。
6.助手選考は次の方法によって行う。
応募者について，第 1次選考委員会において複数候補者を選定し，第2次選考委員会において l名に選
|戸する 0
1 助手の配置は，次の方法によって行う。
(1)分野に少なくとも 1名の助手を配置する。
2} 分野当りの助手の基準教を2名とし，助手の欠員が早〈生じた分野から補充する。
3} 特別の事情のある場合については，教授会の審議に基づいて配置を決定する。
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(昭和63年11月制定)
(平成4年11月改定)
(3)職員の異動
等
助手/形質発現
教授/大麦系統保存施設
教授/遺伝制御
教授/大麦系統保存施設
助手/大麦系統保存施設
助教授/大変系統保存施設
所長(併)
図書分館長(併)
助手/代謝調節
助手/形質発現
助手/生態化学解析
教授/遺伝制御
助手/生態化学解析
助教授/代謝調節
助手/遺伝子解析
助教授/生物間情報認識
教授/大麦系統保存施設
助手/病態解析
助手/遺伝制御
助手/大麦系統保存施設
助手/大麦系統保存施設
助教授/大麦系統保存施設
教授/代謝調節
助教授/遺伝制御
所長(併)
属所在職期間
1990. 4 .16~1993. 3.31 
1990.1 1. 16~1993. 3.31 
1993.4 . 1 ~1994. 3.31 
1994.4 . 1 ~ 
1991. 1 . 1 ~1994. 4 .30 
1994.5. 1 ~ 
1992.4 . 1 ~1994. 3.31 
1992.4 . 1 ~1994. 3.31 
1992.4. 1 ~ 
1992.4 . 1 ~ 
1992.10. 1 ~ 
~1993. 3.31 
~1993. 3.31 
1993.4 . 1 ~ 
1993.7. 1 ~ 
~1993. 9.30 
1993.10. 1 ~1994. 3.31 
1伺3.11.16~
1993.1 1. 16~1994. 5.31 
1994.6. 1 ~ 
~1993.12.31 
1994.1 . 1 ~1994. 3.31 
~1994. 3.31 
1994.4 . 1 ~ 
1994.4 . 1 ~ 
氏名
(教官)
葛西身延
武田和義
????
???
樹
真
雄
???
E 
雄
広藤和
久勝
木幸
原真
崎文
村秀
田昭
島
本
田和
重量 秀
岡
田英
崎利
川雅
山
???????
近
武
部
???
坂
河
佐
庶務係長
受入係長
会計係
庶務係
事務長
会計係長
会計係
会計係
庶務係長
庶務係
事務長
受入係長
会計係
大麦系統保存施設
1990.4 . 1 ~1993. 3 .31 
1田0.4. 1 ~1994. 3 .31 
1991. 4 . 1 ~1994. 3 .31 
1991. 4 . 1 ~1993. 9.30 
1992.4 . 1 ~1994. 3 .31 
1992.4 . 1 ~ 
1992.4 . 1 ~ 
~1993. 3.31 
1993.4 . 1 ~ 
1993.10. 1 ~ 
1994.4 . 1 ~ 
1994.4.1 ~ 
1994.4. 1 ~ 
1994.4. 1 ~ 
????????????????????? ?
遺伝制御
大麦系統保存施設
庶務係
農場
大麦系統保存施設
農場
庶務係
農場
大麦系統保存施設
1991. 4 . 1 ~1993. 3 .31 
1991. 4 . 1 ~1994. 3 .30 
1992.4. 1 ~1993. 8 .31 
1992.12. 1 ~1993. 7.6 
1993.4. 1 ~ 
1993. 8 .18~1993. 9.1 
1993. 9 .16~ 
1993.12. 6 ~ 
1994.4 . 1 ~ 
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(非常勤職員)
三宅和子
神 智子
小原 操
武田政雄
大熊淑江
佐藤蔦蕎雄
柳沢光江
筒井孝子
雛波恵利子
2 財政
研究所に配分された予算は「岡山大学資源生物科学研究所教授会議事規程」の「第3条三」により教授会
の審議事項である。なお所内的に「予算委員会J(昭和63年5月13日教官会議)があり，この委員会は予備
的会議を行っている。
1 )年度別の歳入及び歳出
①歳入
歳入科 目 昭和63年度 平成冗年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度
千円 千円 千円 千円 千円 千円
綬業料及入学検定料 364 231 289 24 808 977 
授 業 料 351 112 227 585 454 
入学料及検定料 13 119 62 24 223 258 
講 習 料 265 
雑 収 入 15，781 17，673 26，020 21，770 21，149 31，060 
用途指定寄附金受入 9，230 9，4∞ 14，126 11，055 10，445 21，665 
受託調査試験等収入 3，954 5，941 9，613 8，480 8，568 6，751 
農場及演習林収入 2，225 1，706 1，597 1，840 1，732 2，211 
刊行物等売払代 333 581 625 348 398 370 
不用物品売払代 39 44 59 47 6 63 
雑 入 1 
2十 16，145 17，田4 26，309 21，794 21，957 32，037 
②歳出
支 出 科 自 昭和63年度 平成冗年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度
千円 千円 千円 千円 千円 千円
国 立 学 校 13，362 15，238 24，638 21，385 20，225 36，∞3 
諸 謝 金 53 47 477 157 
職 員 旅 費 210 58 279 67 
受託研究旅費 882 1，132 1，130 814 914 622 
赴 任 旅 費 953 1，015 1，320 
在外研究員旅費 124 3，988 
講 師 等 旅 費 7 494 232 
外及国人帰数国師等招旅へ費い 627 
校 費 570 479 
受 託 研 究 費 2，936 4，363 8，373 7，257 6，142 6，105 
受託研究員資 44 343 319 597 
招へい外国人滞在費 202 
各 所 修 繕 1，600 
奨 学 交 付 金 9，230 9，4∞ 14，126 11，055 10，445 21，665 
研 究 所 179，部6 204，965 220，179 203，759 1回，729 248，268 
職 員 諸 手 当 1，0珂 1，034 1，030 1，096 574 
9，216 I 超過勤務手当 7，425 8，022 8，138 9，225 8，邸6
非常勤職員手当 78 76 78 78 78 114 
諸 謝 金 360 332 342 348 359 363 
職 員 旅 費 4，582 4，887 5，882 6，106 6，769 5，257 
研究員等・旅費 549 598 433 482 482 461 
外及国人帰歓国師等招旅へ費い 731 239 588 696 
校 費 165，873 189，975 203，466 186，144 165，934 232，120 
自動車重量税 41 41 79 41 79 41 
施 設 整 備 費 6，499 120，969 47，092 
施設施工旅費 2∞ 
施 設 整 備 費 6，499 120，969 46，892 
計 193，328 220，203 244，817 231，643 324，923 331，363 
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2)特定研究経費
予 算 額
年 度 研 究 題 目 研究代表者
職員旅費 校費 言十
千円 千円 千円
昭和63年度 資源生物機能の解析と制御 ω 4，400 4，490 教授河崎利夫
11 82 4，8∞ 4，882 11 
平成元年度
生物間相互における情報認識と応答反応
54 
に関する研究
5，200 5，254 教授兼久勝夫
11 55 4，1∞ 4，155 " 
平成 2年度
資源生物における水環境反応の解析と評
43 5，200 5，243 教授木村和義
価
生物間相互における情報認識と応答反応
65 
に関する研究
3，800 3，8日 教授兼久勝夫
平成 3年度
資源生物における水環境反応の解析と評
57 3，釦O
価
3，957 教授木村和義
11 55 3，7∞ 3，755 " 
平成 4年度
環境及び病害虫耐性に関わる遺伝子の探
教授本音徳男70 4，900 4，970 
索と解析に関する研究
11 64 4，800 4，864 1/ 
平成 5年度
資源生物における作用物質の動態解析に
75 3，300 3，375 教授鈴木幸雄
関する研究
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3)外部資金導入状況
区分 昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度
事項名 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
民間等との
1 1.324 l 1.324 共 同 研 究
受 託 研 究 4 3.818 4 4.617 3 8.289 3 8.097 
奨学寄附金 8 9.230 7 9.400 9 14.126 8 11.055 
計 12 13.048 12 15.341 13 23.739 11 19.152 
4)科学研究費補助金受入状況
研究(1) (研究代表者 ・分担者分)
昭和田年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
重点領域研究(1) 1 1.印O 2 5.7∞ 2 3.700 
総合研究 (A) 4 1.0印 4 1.ωo 2 940 2 710 
特定研究 (1) l 2.5∞ 
試験研究 l 300 
(代表者)
総合研究仏)
2十 6 3.800 5 3.180 4 6.臼O 4 4.410 
研究(2) (機関分)
昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
重点領滅研究(2) 1 3.α)() l 2.2∞ 
一 般研究 (B) 2 5.100 l 1.300 2 4.反)() 3 7.5∞ 
6 6.100 8 8.800 3 2.4∞ 5 3.銃犯
励研究 (A) 1 ωo 2 1.9∞ 
計 8 11.2∞ 9 10.100 7 10.7∞ 11 15.500 
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平成4年度 平成5年度
件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円
3 7.083 2 6.751 
7 10.445 15 21.665 
10 17.528 17 28.416 
平成4年度 平成5年度
件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円
l 2.7∞ l 3.400 
2 4印 2 1.075 
l 1.α)() 
l 9.300 
※ 
3 3.1印 5 14.n5 I 
※分担者へ送金 8.625千円
平成4年度 平成5年度
件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円
3 3.6∞ l 1.200 
6 6.4∞ 8 8.900 
3 2.7∞ 
9 10.0∞ 12 12.8∞ 
3 自己評価体制
1 )委員会の構成
「岡山大学資源生物科学研究所自己評価委員会規程J(平成4年3月24日)により実施している。
岡山大学資源生物科学研究所自己評価委員会規程
(平成 4 年 3 月 24 日)
岡山大学資源生物科学研究所規程第2号
(趣旨)
第1条 この規程は，岡山大学資源生物科学研究所規程(昭和63年岡山大学資源生物科学研究所規程第2号)
第2条の2第3項の規定に基づき，岡山大学資源生物科学研究所自己評価委員会(以下「委員会」という。)
の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。
(審議事項)
第2条委員会は，岡山大学資源生物科学研究所(以下「研究所Jという。)に係る点検及び評価の実施に
関し，必要な事項を審議する。
(組織)
第3条 委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。
』 研究所長
一 研究所各研究部門ごとに専任教授1人
- 研究所附属大麦系統保存施設長
四事務長
2 前項に定める委員のほか，研究所長が必要と認めた者を加えることができる。
3 第1項第2号の委員の任期は2年とし，その欠員が生じた場合の補欠委員の任期は前任者の残任期間と
する。
(委員長)
第4条 委員会に委員長を置き，研究所長をもって充てる。
(会議)
第5条委員長は，委員会を招集しその議長となる。
2 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。
(庶務)
第6条委員会の庶務は，庶務係において処理する。
(雑則)
第7条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し&:'、要な事項は，別に定める。
附則
この規程は，平成4年4月1日から施行する。
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.2)実施方針
自己評価委員会の数度の審議の結果，公表方法は「資源生物科学研究所年報」として公表することとした。
但J-.総論的な項目を毎回登載するかなど，次固までに検討を待つ項目がある。
「岡山大学における自己点検・評価に関する要項」によると，各部局の公表は原則として3年ごとに行う。
たギし公表先及び公表周期については，各委員会で決定すると規程している。従って公表の周期は「岡山大
学資源生物科学研究所年報」の発刊周期となる。また，同規程は自己評価の結果に基づき，改善が必要と認
めbれるものについては，その改善に務めるものとするとある。
3)状況
「資源生物科学研究所年報No.1(1988.4 -1992.3) Jは研究所改組以来の活動を1992年3月末までの
記録を登載した。時間的に「岡山大学における自己点検・自己評価について一岡大広報No.77-1992.3.25)
を事照することが出来なかった。従って.No. l'主総論と研究費の項目を中心に不十分である。自己評価委
員会で不十分さを如何に補充するか，また，永続的に如何に公表するかを検討した。その結果，資源生物科
学研究所年報として公表することとし.No.2ではNo.1で不足した項目は年度を遡って記録することとし
た。f己評価委員会開催記録:叩…日…日間年1月7日同2月5日間2月26日
の会議には研究所における自己評価に関することと共に大学全体の自己評価に関ることも審議している。
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vm 施設・設備
1 施設の整備状況
平成5年10月 資源生物科学研究所研究棟新営 R C -3 1， 1 5 2 m' 
H 資源生物科学研究所遺伝子実験槙新営 RC-3 342m' 
平成5年12月 資源生物科学研究所研究棟改修 RCー 2 4， 0 22m' 
2 研究機器の整備状況
研究用設備
薦入 品 目 規 格 金 額 納入 供用部署 備 考年度 年月日
円
4 赤外放射温度計システム 日本電気三栄勝製サーモメータ 11，433，000 4.12.24 環境適応、解析 特別設備費
-ー
THll01外
4 走査型レーザ生物顕微鏡シス 米国バイオ・ラ ッド社製 12，875，飢渇 5.3.12 遺伝子解析 一般設備費テム MRC-“)()外
4 パイオシステム環境制御装置 附日本医化器量級製作所製 43，136，4∞ 5.3.24 環境適応解析 特別t償費PT-2ANC~ 外
4 自動ダイデオキシ反応・解説 米国アプライドパイオシステムズ社銀 “，侭5，7∞ 5.3.24 遺伝子解析 特別設備費システム GENEPURE341外
4 電動式加圧型細胞破砕機 鋼大岳製作所製半自動連続処理型電 4，鎚6.5∞ 5.3.30 生悠化学解析 一般設備費動式フレンチプレスNo5501-MA外
5 顕微分光光度計システム 独国カールツアイス社製MPM叡泊 43.466.000 6.3.22 形質発現 特別設備費
5 蛋白質一時構造解析装置 側島海製作所製PPSQー 10システム 10.銃砲.370 6.3.9 機能物質解析 一般設備費
5 人工光型グロースキャビネ ッ タパイエスベック鮒製 29.731，980 6.3.30 大変系統保存 特別設備費卜 TGE-9HS 4台外 施1!t
5 独立多連室発芽・育酋装置 側藤原製作所4F工 50S 9.991.ぽ)() 6.3.30 " " 
放射線防護設備
品 目 規 格
分離用組遠心機 米国ベックマY社製L8-70MF
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